
第4章　統合された技術受容理論とB2C･ECサイトの採択

情報システム分野において､ユーザーは組織の目標を達成するために､他人

とのインターアクション以外に､コンピュータとのインターアクションも行っ

て い る(Card,1983)｡ 人 間 は コ ン ピ ュ ー タ と イ ン タ ー ア ク シ ョ ン す る 際､ 様 々 な

要因に影響されている(WhitleyJr,1997)｡それらの要因を明らかにするために､

多くの情報システムの研究は心理学と社会学の理論を発展させ､理論的モデル

を開発した｡ venkatesh et al. (2003)は周辺分野の研究群を包含した統一モデル

を提唱するために､情報技術の採択に関する8つのモデル(i.e.,合理的行動理

論､ TAM､ 計 画 的 行 動 モ デ ル､ PC 使 用 モ デ ル､ C-TAM-TPB モ デ ル､ イ ノ ベ ー

ション普及理論､動機づけモデル､社会的認知理論)を参照した上で､類似の

要素を整理し､行動意図-の説明力が70%､実際の使用-の説明力が50%に達

するUTAUTモデルを公表した｡

しかし､UTAUTモデルは､組織に所属しているユーザーによる情報システム

の利用行動を予測するためのモデルであり､一般消費者による情報システムの

利用行動に対する解釈力が不足している｡そのため､ Venkateshetal.(2012)は他

の研究分野(e.g.,消費者行動)から､個人による情報システムの使用意図及び

使用行動に影響している要因をUTAUTモデルに取り入れ､ UTAUT2という新

たなモデルを提出した｡

UTAUTモデルと　UTAUT2モデルは統合された技術受容理論の代表的なモデ

ルとして､情報システム分野で幅広く応用されている｡例えば､ UTAUTモデル

を 用 い た 研 究 例 と し て は 次 の よ う な も の が あ る. Neufeld, Dong, and Higgins

(2007)はリーダーシップ理論とUTAUTモデルを関連付けて､組織内部による情

報 技 術 の 受 容 性 を 考 察 し た｡ c 血ang, Hwang, Hung, andLi (2007) は 医 師 を 対 象 と

し て､ 病 院 の 意 思 決 定 支 援 シ ス テ ム(decisionsupportsystems) の 受 容 性 を 検 討

し た｡ Gupta,Dasgupta,andGupta(2008) は､ イ ン ド の 政 府 機 関 が 情 報 技 術 を 採 択

する行動を考察した｡また､ UTAUT2モデルを用いた研究例としては次のよう

な も の が あ る｡ Alalwan, Dwivedi, and 且ana (2017) は､ UTAUT2 モ デ ル を 用 い て

ヨルダンの消費者によるモバイル銀行の採択行動を検討したo Tomas Escobar-
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Rodriguez and Carvajal-Trujillo (2013) は､ UTAUT2 モ デ ル を 用 い て 消 費 者 に よ る

航空券予約システムの利用行動を検討した｡

本章では､中国の消費者によるB2C･ECサイトの採択行動を検討する際に3

つの内容が含まれる｡まず､ UTAUTモデルと　UTAUT2モデルに関する理論的

背景をレビューする｡次に､一般消費者による情報システムの利用行動を説明

するためのUTAUT2モデルを用いて､B2C･ECサイトの採択に関する各要因間

の関係を検討し､仮説を提出する｡最後に､実証研究を通して仮説を検証し､

結論を検討する｡本章の構成は以下の通りである｡第2節から第7節では､統

合された技術受容理論に関する各モデルの理論的背景をそれぞれレビューする

(第3章で説明した合理的行動理論とTAMは含まない)｡第8節から第10節

まででは､統合された技術受容理論の各構成概念をレビューし､先行研究を踏

まえて構成概念間の因果関係に関する仮説を提出する｡第11節では､アンケー

ト調査を通して仮説を検証し､結論を述べる｡第12節では､本章の結論に対す

る学術･実践的貢献やインプリケーションを整理し､今後の研究の方向性を示

唆する｡

1. 計 画 的 行 動 モ デ ル(Theory ofPlannedBehavior : TPB)

態度は心理学の核心概念であり､特に社会心理学では態度に関する研究が多

く行われている｡態度に関する早期の研究では､態度が人の行動を決定するこ

とが普遍的に認識されていた｡しかしながら､ LaPiere(1934)はアメリカのホテ

ルとレストランがアジア人に対して取る全体的な態度と実際の招待行動を考察

した結果､アメリカ人はアジア人に対して人種差別の態度を持っているにもか

かわらず､実際には多くのホテルとレストランがアジア人を招待していたとい

う｡つまり､人の態度と人の行動が一致しないということが分かる｡

その後､態度が人の行動を決定するという論点に疑いが持たれた｡ wicker

(1969)は､態度は人の行動を決定しないと指摘し､社会心理学において､その概

念を放棄すべきだと提唱した｡こうした背景を踏まえて､ Ajzen(1991)は人の行

動に関する決定要因を再検討し､計画的行動理論(TheoryofPlannedBehavior)

を提出した｡計画的行動理論は､ Fishbein andAjzen(1977)の合理的行動理論か

ら発展したもので､そのモデル構造は図表4-1のように示される｡
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図表4-1計画的行動モデル

出 所) IcekAjzen (1991), p.182

合理的行動理論と比べて､計画的行動理論の新たな点は､主に以下の6つに

まとめられる｡第1に､人の行動は行動意図に影響されるだけではなく､個人

のスキル､機会や所有している資源など条件を表す認知行動制御(perceived

behavioralcontrol)も人の行動に影響している｡第2に､認知行動制御は実際の

行動に必要な条件を表すため､直接､人の行動に影響する｡第3に､行動に対

す る 態 度(Attitudestowardthebehavior)､ 主 観 的 規 範(subjectivenorms)､ 認 知

行動制御は最も主要な要因として人の行動意図に影響している｡第4に､行動

に対する態度､主観的規範､認知行動制御はそれぞれ行動信念(behavioral

beliefs)､ 規 範 信 念(normative beliefs)､ 制 御 信 念(control beliefs) に よ っ て 形

成される｡行動信念とは､実際の行動による結果及びその結果-の評価である｡

規範信念とは､他人による自分-の期待及び自分がその期待を遵守するという

信念である｡制御信念とは､目標の達成を促進或は阻害する要因-の信念であ

る(Maio et a1.,2007)｡ 第 　5 　 に､ 個 人 の 属 性 及 び 環 境 要 素 を 表 す 背 景 要 因

(background factors) (e.g., 性 格､ 経 験､ 年 齢､ 性 別､ 文 化 的 背 景) は 人 の 行 動

信念､規範信念､制御信念の形成と直接､関連している｡第6に､行動に対す

る態度､主観的規範､認知行動制御の形成には共通の背景要因が存在するため､
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相互に影響を与えている｡

2. PC 使 用 モ デ ル(Model of PC Utilization : MPCU)

Fishbein andAjzen (1977)の合理的行動理論は､人間の行動を解釈する有名な

モデルであり､情報システム分野においても､ユーザーによる情報技術の採択

行動を説明するために幅広く応用されている｡しかし､合理的行動理論には幾

つかの問題点が存在する｡例えば､合理的行動理論は現時点の行動パターンだ

けを説明し､長期的な行動-の説明が不足している｡また､合理的行動理論で

は､人の行動は行動意図だけで決められ､行動の実行に必要な客観的条件とい

う要素が検討されなかった｡ Triandis (1979)は､合理的行動理論の各要因と他

の心理学の概念を融合し､長期的な行動を説明するための習慣(habit)と客観

的 条 件 を 説 明 す る た め の 促 進 条 件(facilitatingconditions) と い う2 つ の 要 因 を

加えて従来の合理的行動理論を拡張した｡

そ し てThompson, Higgins, andHowell (1991) は､ 初 め てTriandis (1979) の モ デ

ルを情報システム分野に導入し､ユーザーによるパーソナル･コンピュータ(PC)

の使用行動を解釈した｡ Thompsonetal.(1991)が提出したモデルの構造は､図表

4-2に示す｡以下､モデルの6つの構成概念(i.e.,社会的要因､感情､複雑性､

職務適合度､長期の結果､促進条件)を説明していく｡

第1の社会的要因(socialfactors)であるが､合理的行動理論によれば､人の

行動は主観的規範に影響され､この規範とは人が準拠集団の意見を遵守する程

度を指す｡ Thompsonetal.(1991)は主観的規範という概念を拡張し､社会的地位

と価値観による影響を考慮し､社会的要因という新たな構成概念を提出した｡

また､社会的要因は主観的規範と同じく､ユーザーによる　PCの使用行動に影

響を与えている｡

第2 の 感 情(affect) に つ い て､ Goodhue(1988) は､ 多 く の 情 報 シ ス テ ム の 研

究において態度という概念を検討する際､感情的部分と認知的部分が区分され

ていないという問題があり､そのまま調査対象の態度を考察すると､測定バイ

ア ス が 生 じ る こ と に な る と 指 摘 し た｡ Thompson et al. (1991) は こ の 点 を 考 え た

上で､感情を単独の概念として態度から分離し､ユーザーによる　PCの使用行

動-の影響を検討した｡
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第3 の 複 雑 性(Compiexity) に つ い てTornatzkyandKlein(1982) は､ 新 し い 情

報技術やイノベーションの複雑度が高ければ高いほど､その採択率が低くなる

と指摘した｡ユーザーが情報技術の複雑度に対する評価について､ Davis(1989)

の知覚された使用容易性とThompsonetal. (1991)の複雑性という2つの構成概

念が挙げられる｡知覚された使用容易性は情報技術の使いやすさを測定し､複

雑は情報技術の複雑さを測定している｡この2つの構成概念はどちらともユー

ザ ー に よ るPC の 使 用 行 動 に 影 響 を 与 え て い る(Thompsoneta1., 1991)0

図表4-2 IIC使用モデル

出 所) Thompson etal. (1991), p.131

第4 の 職 務 適 合 度(JobFit) に つ い て､ TornatzkyandKlein(1982) は､ 新 し い

情報技術やイノベーションが職務効率の向上に貢献できれば､人はその情報技

術やイノベーションを採択する意欲が高くなると指摘した｡職務適合度はDavis

etal.(1989)の知覚された有用性という概念と類似し､職務適合度が高ければ高
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い ほ ど､ ユ ー ザ ー に よ るPC の 使 用 行 動 が 多 く な る と い う(Thompsoneta1.,1991)0

第5 の 長 期 の 結 果(Long-TermConsequences) に つ い て､ 組 織 メ ン バ ー が あ る

情報技術を利用する目的は､現時点のニーズを満たすだけではなく､未来の報

酬(e.g,,仕事の給料や機会の増加)を期待することもある｡このような未来-

の期待を説明する構成概念は長期の結果と呼ばれ､期待の程度が強ければ強い

ほ ど､ ユ ー ザ ー に よ るPC の 使 用 行 動 も 多 く な る(Thompsoneta1., 1991)0

第6の促進条件について､ Triandis(1979)は､必要な客観的条件が備わらない

と､目標の達成が不可能だと指摘し､このような客観的条件を促進条件と命名

し た｡ Thompson et al. (1991) は､ Triandis (1979) の 促 進 条 件 の 概 念 をPC 使 用 の

コンテキストに導入し､ Amoroso (1986)の測定尺度を援用してユーザーによる

pc使用行動-の影響を考察した｡

4. C-TAM-TPB (Combined TAM-TPB) モ デ ル

Davisetal.(1989)のTAMモデルは､ユーザーによる情報技術の採択行動を解

釈 す る た め に 幅 広 く 応 用 さ れ て い る が､ TaylorandTodd(1995) はmM モ デ ル の

欠点を2つ挙げているo　第1に､ TAMモデルは､ユーザーによる知覚された有

用性と知覚された使用容易性という2つの要因だけを考察しており､社会や客

観的環境からの影響が検討されていない｡第2に､ TAMモデルを用いた多くの

先行研究から見ると､TAMモデルは情報技術の使用経験があるユーザーに対し

て説明力が高く､情報技術の使用経験がない対象-の検討が不足している｡そ

のため､ TaylorandTodd(1995)はTAMモデルと計画的行動モデルの各構成概念

を整理し､この2つのモデルを統合するC-TAM-TPBモデルを提出した.C-TAM-

TPBモデルの構造は､図表4-3のように示される｡

また､ Taylor and Todd (1995)は､情報技術の経験者と未経験者による行動パ

ターンの差異を明らかにするために､ C-TAM-TPB　モデルを用いて検討を行っ

た｡具体的な検証結果として主に2点が挙げられた｡第1に､行動意図と実際

の行動との関係について､有経験者は未経験者より､行動意図が実際の行動に

及ぼす影響が強いことが検証された｡その原因として､有経験者は過去の活動

か ら よ り 多 く の 情 報 を 得 て い る こ と が 考 え ら れ る(FishbeinandAjzen,1977)｡ 第

2に､知覚された有用性､認知行動制御､行動意図という3者の関係について､
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未経験者は主に知覚された有用性を参照して情報技術の行動意図を決めており､

有経験者は主に認知行動制御を参照して情報技術の行動意図を決めることが検

証された｡

図 表4-3 C-YAM-TPB モ デ ル

出 所) Taylorand To 一d (1995) , p.562

3. イ ノ ベ ー シ ョ ン 普 及 理 論(InnovationDi 肌sionTheory : IDT)

イノベーション普及理論は組織のメンバーを対象として､新しい情報技術が

導入される際に､組織メンバーによるその技術の採択及びその技術の組織での

普及プロセスを説明するための理論である｡イノベーション普及理論が誕生す

る前に､数多くの研究がイノベーションの普及を検討したが､それらの研究は

主にイノベーションの主要属性(primaryattributes)を分析するだけで､利用者

がその属性をどのように評価するかに関する検討は不足していた(Downs and

Mohr, 1976)｡ そ の た め､ Rogers(1983) は イ ノ ベ ー シ ョ ン の 普 及 プ ロ セ ス を 考 察

する際に､イノベーションの利用者に焦点を当て､数千のイノベーション普及

の事例を調査することによってイノベーション普及に影響する5つの核心要因
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を 発 見 し た｡ そ の 　5 　 つ の 要 因 は 相 対 的 優 位 性(relative advantage)､ 両 立 性

(compatibility)､ 複 雑 性(Complexity)､ 観 察 可 能 性(observability)､ 試 用 可 能

性(trialability) で あ る｡

相対的優位性とは､当該イノベーションが従来の技術より優れている程度で

ある｡両立性とは､当該イノベーションが潜在的利用対象の価値観､ニーズ､

過去の経験と一致している程度である｡複雑性とは､利用者のイノベーション

使用における複雑さ-の認識度である｡観察可能性とは､イノベーション使用

の 結 果 が ど の 程 度､ 観 察 可 能 な の か と い う こ と で あ る｡ Moore and Benbasat

(1991)は観察可能性の測定尺度を開発する際､観察可能性においてはさらに結

果 の 証 明 可 能 性(result demonstrability) と 可 視 性(Visibility) と い う2 つ の 構

成概念が存在することを発見している.試用可能性とは､当該イノベーション

が本格的に応用される前に､実験される可能性である｡

上 記 の 各 要 因 以 外 に､ イ メ ー ジ(image)､ 自 発 的 使 用(voluntarinessofuse)､

コ ン ピ ュ ー タ 抵 抗(computeravoidance) と い う3 つ の 要 因 も イ ノ ベ ー シ ョ ン の

普及に影響する重要な要因として挙げられている(令.g., Holloway, 1975; Igbaria,

1993)｡イメージとは､イノベーションの利用によって自分の社会的地位やイメ

ージがどれほど向上できるかという認識である｡この要因が最初に提出される

際に､ Rogers (1983)はイメージがイノベーションの採択に与える影響を認めた

が､彼はイメージを相対的優位性の下位概念として捉えている｡ Tornatzky and

Klein(19$2) は､ イ メ ー ジ と 類 似 す る 社 会 承 認(socialapproval) の 概 念 と 相 対 的

優位性を比較し､社会承認と相対的優位性の次元は異なることを指摘した｡

Moore and Benbasat (1991) は､ Tornatzky and Klein (1982) の 研 究 結 果 に 従 い､ イ

メージをイノベーションの普及に影響する独立した要因として捉えている｡

自発的使用とは､利用者自身の自由意志がイノベーションの利用に影響する

程度である｡例えば､利用者がある特殊なイノベーションを利用したいとして

も､そのイノベーションが組織の方針などを理由に禁止される場合がある｡こ

のように組織のポリシーはイノベーションの普及に大きな影響を与えると考え

ら れ る｡ ま た､ コ ン ピ ュ ー タ 抵 抗 に つ い て､ Igbaria(1993) は､ 組 織 に お け る 情

報技術の普及が組織メンバーの既存のスキルを代替したり､上司が情報技術を

利用し､部下の仕事を監視するといった､潜在的デメリットの存在は組織メン
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バーによる情報技術の採択意図にネガティブな影響を与えていると指摘した｡

MooreandBenbasat(1996) は イ ノ ベ ー シ ョ ン の 普 及 に 関 す る 要 因 を 整 理 し､ さ

らにFishbeinandAjzen(1977)の熟慮行動モデルの各要因との関係を検討し､統

合したモデルを提出した｡具体的には図表4-4に示しているものである｡

図表4-4　イノベーション普及理論と合理的行動理論の統合モデル

出 所) Mooreand Benbasat (1996) , p.136

4. 動 機 づ け モ デ ル(MotivationalModel : MM)

モチベーションは､人間の行動を決定する重要な要因である(HillandZweig,

2002)｡ 多 く の モ チ ベ ー シ ョ ン 理 論 は､ モ チ ベ ー シ ョ ン の 類 型 を 外 的 動 機

(extrinsicmotivation) と 内 的 動 機(intrinsicmotivation) と い う2 つ に 分 け て い

る( Deci, 1972)｡内的動機とは､内的満足を追求するための動機である(Deci,

1972)｡個人は自主的に自分の行動を決定する機会があれば､内的動機が最も強

く な る(DeciandRyan,1985)｡ 外 的 動 機 と は､ 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス､ 給 料､ 昇

132



進など価値がある結果を追求する動機である(Deci, 1972)0 Amabile (1993)によ

れば､奨励､同僚や上司からの称賛､タスクの締切期限など仕事に関する全て

の こ と は 外 的 動 機 に 関 連 す る と 指 摘 し た｡ Lee,Cheung,andChen(2005) は､ 情 報

技術の利用者にとって､内的動機は自分の興味や快楽を満足させる動機であり､

外的動機は給料の増加､他人の認可､上司-の追従などのニーズを満たす動機

であると述べた｡

これまで多くの情報システムの研究が外的動機と内的動機の概念を用いて

ユーザーによる情報技術の採択行動を考察したが､どちらの動機がユーザーに

よる情報技術の採択-の影響がより強いかに関して結論は一致していない｡例

え ば､ venkatesh,Speier,andMorris(2002) は ナ レ ッ ジ･ ワ ー カ ー を 対 象 に 情 報 技

術の採択行動を考察した結果､内的動機が採択意図に与える影響は顕著ではな

いが､外的動機が採択意図に与える影響は顕著であるとしている.一方､

AtkinsonandKydd(1997) は､ 大 学 生 に 対 し て イ ン タ ー ネ ッ ト の 採 択 行 動 を 考 察

した結果､内的動機がインターネットの採択に与える影響は顕著であることを

発見した｡いずれにせよ､最近の情報システムの研究では､外的動機と内的動

機 は 共 に 重 要 で あ る と 認 識 さ れ て い る(Yoo, Ham, andHuang, 2012)0

5. 社 会 的 認 知 理 論(social Cognitive Theory : SCT)

社会的認知理論とは､社会的プレッシャーや周りの環境､人の認知度及び個

性､言語など個人属性に関する要因､人の行動という3者の相互関係を表す理

論である｡具体的にいうと､人は行動する際に適した環境を選択し､行動自体

も周りの環境に影響されている｡また､人の行動は自分の認知によって決定さ

れ､認知の形成も行動に影響されている｡さらに､個人属性は周りの環境によ

って形成され､行動からの影響も受けている｡このような関係は3角相互関係

(triadic reciprocality) と 呼 ば れ て い る(Bandura, 2011)0
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図表4-5　社会的藩知理論の3角相互関係

出 所) wood and Bandura (1989), p.362.

Bandura (2011)の社会的認知理論には数多くの次元が存在するが､ compeau

and Higgins (1995b)はユーザーによるコンピュータの使用行動を解釈するため

に､社会的認知理論を参照し､個人による理性的要因と感性的要因を用いてモ

デルを構築した(図表4-6参照)｡具体的にいうと､理性的要因の検討は社会的

認 知 理 論 の 認 知 要 因 を 引 用 し て い る｡ Bandura(2011) に よ れ ば､ 結 果 予 期

(outcomes) と 自 己 効 力 感(self-e 爪cacy) は 認 知 の 主 要 な 構 成 要 因 と し て､ 人

間の行動に影響すると指摘されている｡具体的には､結果予期に関して､人は

無意味な結果より､有意義な結果を実現するために行動する傾向がある｡また､

自己効力感とは､自分がある状況において必要な行動をうまく遂行できるかと

いう認知である｡自己効力感が人の行動に与える影響としては､人が直面して

いる困難や必要な解決方法を評価し､行動に関する各要素を把握した上で､そ

の行動を遂行するか否かを決定することが挙げられる｡

感 性 的 要 因 で は､ CompeauandHiggins (1995b) が 感 情(affect) と 心 配(anxiety)

という　2要因を取り上げた｡まず､感情が人の行動に与える影響について､

Compeau and Higgins (1995b) は､ 個 人 に よ る 特 定 の 行 動- の 好 き 嫌 い と い う 感

情は実際の行動に多大な影響を与えると指摘した｡例えば､テレビを見るのは

主 に 人 の 感 情 に 左 右 さ れ て い る(Bandura, 1986)0 Blackwell, Miniard, and Engel

(2001)は､消費者は自分の感情を参照しながら商品を購買する傾向があると描
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摘した｡社会的認知理論以外に､ FishbeinandAjzen (1977)の合理的行動理論と

Triandis(1979)のPC使用モデルも感情が人の行動に与える影響を強調している｡

また､心配は人の行動にネガティブな影響を与える｡なぜなら､人が行動する

際､ 出 来 る 限 り 心 配 と い う 感 覚 を 回 避 す る か ら で あ る(Compeau and Higgins,

1995b)｡多くの情報技術の使用に関する研究において､利用者が技術トレーニ

ングに持つ心配は実際の技術使用行動にマイナスの影響を与えることも確認さ

れ た(e.g., Igbaria, Pavri, and Huff, 1989; Webster, Heian, and Michelman, 1990).

図表4-6　社会的藩知理論をベースとしたコンピュータ使用モデル

出 所) compeau and Higgins (1995b), p.194

6. 統 合 さ れ た 技 術 受 容 理 論(Unified Theory of Acceptance and Use ofTechnology :

UTAUT)

Venkatesh et al. (2003)は､情報技術の周辺分野でユーザーによる情報技術の

採択行動に関する統一モデルを提唱するために､まず､熟慮行動モデル(TRA)､

技 術 受 容 モ デ ル(TAM､TAM2)､ 計 画 的 行 動 モ デ ル(TPB)､PC 使 用 モ デ ル(MPCU)､

C-TAMITPB モ デ ル､ イ ノ ベ ー シ ョ ン 普 及 理 論(IDT)､ 動 機 づ け モ デ ル(MM)､

社会的認知理論(SCT)という　8つの理論を用い､娯楽業､テレコム業､銀行

業､行政機関という4つの組織のメンバーを対象に､新しい情報技術に対する

採択行動を考察し､各理論の構成概念の有効性を検証した｡具体的にいうと､
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Venkatesh et al. (2003)は各構成概念を独立変数として､新技術の使用意図と実

際の使用行動-の影響を回帰分析の手法で分析した｡次に､分析結果から顕著

な回帰ルートに対応する構成概念を抽出し､その中で定義が類似している構成

概念を統合した｡最終に､統合された構成概念を用い､統合された技術受容理

論(UTAUT) の モ デ ル を 提 出 し た( 図 表4-7 参 照)｡ 以 下､ UTAUT モ デ ル に 関

する各構成概念を説明する｡

図表4-7　競合された技術受容理論(UTAUT)モデル

出 所) venkatesh et al. (2003), p.447

(1)パフォーマンス期待

パフォーマンス期待とは､個人がある活動を実行する際に技術からもたらし

たベネフィットの度合いである｡パフォーマンス期待は､知覚された有用性

(TAM､ TAM2､ C-TAM-TPB モ デ ル か ら 引 用 し た 構 成 概 念)､ 外 的 動 機( 動 機 づ

けモデルから引用した構成概念)､職務適応度(pc使用モデルから引用した構

成概念)､相対的優位性(イノベーション普及理論から引用した構成概念)､結

果予期(社会的認知理論から引用した構成概念)という5つの概念から構成さ

れる｡この5つの構成概念を統合する根拠は以下の通りである｡Davis(1989)は､
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知覚された有用性と外的動機､知覚された有用性と相対的優位性は概念的に類

似 す る と 指 摘 し た｡ Thompsonetal.(1991) は､ 知 覚 さ れ た 有 用 性 と 職 務 適 合 度

は 概 念 的 に 類 似 す る と 指 摘 し た｡ CompeauandHiggins(1995b) は､ 知 覚 さ れ た

有用性と結果予期､職務適合度と結果予期は概念的に類似すると指摘した｡パ

フォーマンス期待における5つの構成概念の定義は図表4-8のように示す｡

図表4-S　パフォーマンス期待における5つの構成概念

構 成 概 念  宛 出 所  ₊ Ā Ā

知覚された有用性 .饑5(986X4ﾈ5x,*(,JI<.ﾈ47h8ｨ5ｸ5h8r92h5X8,ﾉy駅*ｨ覃馼,ﾂ77H4ｸ7ﾘ985ﾏﾈ8+8+.hｯｩ(+x.hｸ5Xｸ,ﾈ甁ｬ位俛ﾘ,X*.Davisetal.(1989) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

外的動機 俶H馼,ﾈ77H4ｸ7ﾘ985芥ｸｲ{ⅸ精ytﾈ廂&ﾈ,以ｸ惠/,xｸ+x.雍,X*.DaVisetal.(1992) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

仕事適応度 h5X8,ﾈ諍w,亊h+x.侘"ﾈ,ﾉEﾉ|ﾘ*ｨ,x.ｨ-x覃馼,ﾂ77H4ｸ7ﾘ985ﾏﾈ8+8+.ﾉ/i7X*.Thompsonetal.(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

相対的優位性 h+X*(486ﾘ7ｸ5h8x98,ﾈ誡w,ﾘxﾈｵｨ.h.x.ｨ-,ytH.ｨ,H*(.h*(*IDh,X*.MooreandBenbasat(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

結果予期 佇ｸ惓uﾈｯｨ,ﾘﾗ9:ﾈﾈｸ悗ﾘ,ﾂｯｩ(,X*.鑓ﾈｸ惓uﾈｯｨ,ﾚB77H4ｸ7ﾘ985疫ﾈｯ｢域H馼,ｭh+x.冦ｩUrhﾌ)ﾉuﾈｯ｢偉"ﾈ,ﾉmｩUrh*(*C(,(,ﾉ}霰*ｨ*.CompeauandHiggins(1995a) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

注:結果予期にはパフォーマンス予期と個人予期という　2つの類型があるが､
Venkatesh et al. (2003)は因子分析によってパフォーマンス予期と個人予期は同一

次元として結果予期に所属されることが確認した
ttl#) venkatesh et aI. (2003), pp.448-449

(2)努力期待

努力期待とは､ 1つの技術に対して､利用努力が必要ないと人が期待する程

度のことである.努力期待は､知覚された使用容易性(TAM､ TAM2から引用

した構成概念)､複雑(pc使用モデルから引用した構成概念)､使用容易性(イ

ノベーション普及理論から引用した構成概念)という3つの概念に構成される｡
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この3つの構成概念を統合する根拠は以下の通りである. Davis(1989)は､知

覚された使用容易性と使用容易性は概念的に類似すると指摘した｡ Moore and

Benbasat(1991) とThompsonetal.(1991) は､ 知 覚 さ れ た 使 用 容 易 性 と 複 雑 は 概

念的に類似すると指摘した｡努力期待における3つの構成概念の定義は図表4-

9のように示される｡

図表4-9　努力期待における3つの構成概念

構 成 概 念  宛 出 所  ₊ Ā Ā

知覚された使用容易性 ｸ,h,h5X8,,(*(,Bﾉy駅7y|ﾘ*ｩTｹwb,(,h8hｸ5Xｸ*ｨｯｩ"+x.i7DaVis(1989) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

使用容易性 .86ﾘ7ｸ5h8x98/諍w+x.ﾈ*ｩ>X*(,b8hｸ5XｸｫI&ﾘ+8.ｨ.b7X*.Thompsonetal.(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

複雑 hｸ5Xｸ,ﾙｸ,h,5h5X8ﾘ,ﾉyﾘ,h誡w*ｩ>X*(,iDh+8.｢.i7X*.MooreandBenbasat(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

出 所) venkatesh et al. (2003), p451

(3)社会的影響

社会的影響とは､人が新しいシステムを利用する際に､周りの重要な他者が

自分の行動に対してどう評価するか､自分がその規範を遵守するかという認知

である.社会的影響は､主観的規範(熟慮行動モデル､ TAM2､計画的行動モデ

ル､ C-TAM-TPBモデルから引用した構成概念)､社会的要因(PC使用モデルか

ら引用した構成概念)､イメージ(イノベーション普及理論から引用した構成概

念)という3つの概念から構成される｡この3つの構成概念を統合する根拠は､

以 下 の 通 り で あ る｡ Thompsonetal.(1991) は､ 社 会 的 要 因 と 主 観 的 規 範 は 概 念

的 に 類 似 す る と 指 摘 し た｡ MooreandBenbasat(1991) は､ イ メ ー ジ は 社 会 的 要

因に関連すると指摘した｡社会的影響における3つの構成概念の定義について

図表4-10のように示す｡
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図表4-10　社会的影響における3つの構成概念

構 成 概 念  宛 出 所  ₊ Ā Ā

主観的規範 假ﾈ.ﾈwh,ﾈ*ｨ齟Zｨ,ﾈﾗ9:籀,ﾉUﾘ廁,X*.Ajzen(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀ

社会的要因 侘)ﾈ*ｨｹ(&8,ﾉ[h峇/ｷｨ+ZH+,ﾈ.h*H,閏b4僭xﾆ(,Iﾈ,bﾈｸ-,(*ﾘﾘx,X*.Thompsonetal.(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

イメージ 侘)ﾈ,ﾘ*.86ﾘ7ｸ5b8x98/諍w+x.,h,.h,,JH檠4闌ｨ/,r.ｨ-xﾏﾈ8,X*ｸ.b*(*IDi&ﾘ,X*.MooreandBenbasat(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

ttl#) venkatesh et al. (2003), p.452

(4)促進条件

促進条件は､既存の資源や他人からのサポートを生かすことによって､行動

の実行に役に立っているかどうかという消費者による認識である｡促進条件は､

認知行動制御(計画的行動モデル､C-TAM-TPBモデルから引用した構成概念)､

促進条件(pc使用モデルから引用した構成概念)､両立性(イノベーション普

及理論から引用した構成概念)という3つの概念に構成される｡この3つの構

成概念を統合する根拠は､以下の通りである｡ TaylorandTodd(1995)は､モデリ

ーグ検証によって促進条件と認知行動制御が同一次元に所属することを確認し

た｡ ま た､ MooreandBenbasat(1991) は､ 両 立 性 と い う 概 念 を 測 量 す る 際 に､ シ

ステム利用者の作業スタイルと実際の利用行動の関係を表す認知行動制御の質

問項目を用いた｡促進条件における3つの構成概念の定義は､図表4-11のよう

に示す｡

図表4-11促進条件における3つの構成概念

構 成 概 念  宛 出 所  ₊ Ā Ā

認知行動制御 侘)ﾈ*ｨﾗ9:亊h+x.丶YHｷ>YH,ﾉyoﾈﾘ,ﾈｫI&ﾘ,X*.鑓+ｸ.ｨ.r,ﾉyoﾈﾚH齪ﾌ委|ﾘｫJHﾋﾈⅸｵｨﾈx*ｨｭﾈ-ﾈ.ｨ.Ajzen(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

促進条件 侘)ﾈ*ｨ*.饑5h5R8/.ﾘ*(+x*ﾘ諄*bThompsoneta1.(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
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るために､他人からの指 導やサポートなど環境 に関する客観的条件で ある Ā

両立性 ｸ,h,86ﾘ7ｸ5b8x98,ﾙhﾝﾙy駅,b.弍h,ﾈ廂&ﾈｬⅸ6ｨｲ5唏ﾆ,h7ﾘ6(6984r.i7X*.MooreandBenbasat(1991) ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

出 所) veJlkatesh et al. (2003), p454

7.統合された技術受容理論の拡張モデルーUTAUT2モデル

近 年､ venkatesh et al. (2012) は 消 費 者 使 用 コ ン テ キ ス ト の 視 点 か ら､ UTAUT

モデルを修正し､UTAUT2モデルを提出した(図表4-12参照)｡修正の内容は､

以下の3点が挙げられる｡第1に､従来の組織による情報技術の受容理論と消

費者による情報技術の受容理論を参照し､新たな3つの構成概念(i.e.,娯楽動

機､ 価 格 価 値､ 習 慣) をUTAUT モ デ ル に 付 け 加 え た｡ 第2 に､ UTAUT モ デ ル

中で既存の構成概念間の関係を調整した｡第3に､新しい構成概念間の関係を

説明した｡以下､ UTAUTモデルの具体的な拡張プロセスを説明する｡

まず､これまで多くの消費者行動及び情報システム分野の研究には､消費者

による快楽的動機(hedonic motivation)は新しい商品や情報技術の採択行動に

重 要 な 影 響 を 与 え る こ と を 示 し た(e.g., Brown and Venkatesh, 2005; Holbrook and

Hirschman, 1982; Nysveen, Pedersen, and Thorbjgrnsen, 2005; Van der Heijden, 2004)0

Venkateshetal. (2012)は快楽的動機という構成概念をUTAUTモデルに取り入れ

ることによって､モデルの説明力が一層高くなるという｡

次に､消費者使用コンテキストには､組織コンテキストと異なり､情報技術

の利用に関する金銭的コストが消費者による情報技術の採択意図に大きな影響

を 与 え て い る(e.g., Brown and Venkatesh, 2005; Chan, Gong, Xu, and Thong, 2008;

Coulter and Coulter, 2007; Dodds, Monroe, and Grewal, 1991).UTAUT モ デ ル に は､

情報技術を利用するためのユーザーによる時間的コスト及び努力の程度だけ説

明 し た が､ venkateshetal. (2012) は､ UTAUT モ デ ル に 価 格 価 値 の 概 念 を 取 り 入

れることによって､金銭的コストという側面から従来の理論を補足した｡

さらに､近年の情報システムの研究からは､ユーザーによる情報技術の使用

行動を決定する主要な要因は行動意図だけではなく､習慣も重要な要因として
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確 認 さ れ て い る(e.g., Davis and Venkatesh, 2004; Kim and Malhotra, 2005; Kim,

Malhotra, and Narasimhan, 2005; Limayem, Hi 一t, and Cheung, 2007)｡ 習 慣 は 新 し い

要因としてUTAUTモデルと整合することによって､従来のUTAUTモデルの

予測力を高め､より多くの次元でユーザーによる実際の情報技術の使用行動を

説明することができる

図表4-12　統合された技術受容理論の拡張モデルーUTAUT2モデル

出 所) venkatesh et aI. (2012), p.160

UTAUT2モデルは､単にUTAUTモデルを拡張するだけではなく､技術受容

理論の適応範囲も拡張した.具体的に､従来の技術受容理論(e.g.,TAM､TAM2､

UmUT)は主に組織のメンバーを対象として､新技術の採択行動を検討したが､

UTAUT2モデルには､一般消費者による技術受容の要因(i.e.,娯楽動機､価格

価値､習慣)が導入されることによって､消費者による情報技術の採択行動が

説明できるようになった｡このような法則定立的ネットワークの拡張によって､

UTAUTモデルの適応範囲は従来の組織コンテキストから今の消費者使用コン
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テキストまでに拡大し､理論はさらに一般化できるようになったo

8.統合された技術受容理論と消費者によるB2C･ECサイトの採択行動に関す
る仮説

消費者によるB2C･ECサイトの採択行動について､これまで多くの研究は統

合された技術受容理論(uTAUT､ UTAUT2)を用い､技術受容に関する各要因

と消費者による　B2C･ECサイトの利用意図及び実際の使用行動との関係を説

明した｡例えば､ UTAUTモデルを引用したB2C･ECサイトの採択行動の例と

し て は､ モ バ イ ルB2C･EC サ イ ト(e.g.,Aldas-Manzano,Ruiz-Mafi, andSanz-Blas,

2009; Alkhunaizan and Love, 2012; Jaradat andAI Rababaa, 2013; La 主, La 主, and Jordan,

2009; Min, Ji, and Qu, 2008; Rouibah, Abbas, and Rouibah, 2011; Slade, Dwivedi,

Piercy, and Williams, 2015;Yang, 2010; Yangand Forney, 2013)､ 旅 行 サ ー ビ スB2C･

EC 　 サ イ ト(e.g., Dahghan, Moragheb, and Baziyar, 2014; Escoba トRodriguez and

Carvajal-Trujillo, 2014; San Martl'n and Herrero, 2012), 小 売B2C ･ EC サ イ ト(e.g リ

Celik, 2016; Cody-Allen and Kishore, 2006; Hwang, 2010; Klopplng and McKinney

Jr, 2006; LianandYen, 2014; Pappas eta1., 2014) な ど 研 究 が あ る｡ ま た､ UTAUT2

モデルを用いたB2C･ECサイトの採択行動に関する検討の例としては､航空券

予 約B2C ･ EC サ イ ト(e.g., TomAs Escobar-Rodriguez and Carvajal-Trujillo, 2013;

Escoba トRodriguez and Carvaja トTrujillo, 2014), モ バ イ ルB2C ･ EC サ イ ト(e.g.,

Marriott and Williams, 2016; Tak, 丁ak, Panwar, and Panwar, 2017)､ 小 売B2C ･ EC

サ イ ト(e.g., Agudo-Peregrina, Hernandez-Garcia, and Acquila･Natale, 2015; Tandon,

Kiran, and Sah, 2016; Tandon, Kiran, and Sah, 2017) な ど 研 究 が 挙 げ ら れ る｡

上記の研究は､主に技術受容という視点から消費者によるB2C･ECサイトの

採択行動を説明した｡それ以外の多くの研究は､取引不確実性に着目して検討

を 行 っ た(e.g., carlos Rocaeta1., 2009; Pavlou, 2003)｡ 第3 章 で は､ 取 引 不 確 実

性に関する要因(i.6.,信頼､セキュリティ)と技術受容の要因との関係をメタ

分析の手法によって明らかにした.本章では前章の成果をベースに､理論の枠

組みをさらに拡大し､中国消費者によるB2C･ECサイトの採択行動を考察する

ことを試みる｡具体的には､殆どの消費者によるB2C･ECサイトの採択行動を

検討した先行研究では､組織コンテキストに向いている技術受容モデル(e.g.,
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TAM)を引用したが､それらのモデルは主に組織メンバーを対象とするため､

一般消費者の行動を説明することが不十分である｡そのため､本章は消費者使

用コンテキストに向いているUTAUT2モデルを用い､前章で挙げられた信頼と

セキュリティという2つの構成概念をUTAUT2モデルに導入し､中国消費者に

よるB2C･ECサイトの採択行動を検討する｡

(1)パフォーマンス期待､努力期待､行動意図､実際の行動の関係

まず､パフォーマンス期待､努力期待､行動意図という　3者の関係について､

Alalwan et al. (2017) は､ 1 つ の 技 術 が 日 常 生 活 に 役 に 立 っ て い る と 消 費 者 は そ

の技術を受け入れやすいと指摘した｡消費者が小売B2C･ECサイトを利用する

場合､そのサイトを通して様々な商品の情報を獲得しており､簡単に商品の比

較 が で き る た め､ B2C･EC サ イ ト の 機 能 を 高 評 価 し て い る(Liu and Forsythe,

2011)｡また､技術の実用性以外に､消費者は技術の使用容易性にも重視してい

る｡すなわち､消費者の技術の利用努力は小さければ小さいほど､その技術の

機 能- の 評 価 は 高 く な っ て お り､ 行 動 意 図 も 強 く な る(Daviseta1., 1989)0

そ し て 行 動 意 図 と 実 際 の 行 動 と の 関 係 に つ い て､ Sheppard, Hartwick, and

Warshaw (198S)は､人の行動意図は実際の行動に正の影響を与えていると指摘

した｡したがって､以下の仮説を導くことが出来る｡

Hl.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､パフォーマンス期待

は行動意図に正の影響を与えている｡

E2.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､努力期待は行動意図

に正の影響を与えている｡

H3.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､努力期待はパフォー

マンス期待に正の影響を与えている｡

H4.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､行動意図は実際の行

動に正の影響を与えている｡
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(2)社会的影響がパフォーマンス期待､行動意図に与える影響

多くのB2C･ECサイトの採択に関する研究では､社会的影響は消費者のパフ

ォ ー マ ン ス 期 待 に 正 の 影 響 を 与 え て い る(e.g.,Jarvelainen, 2007; Zhang et a1.,

2008)｡また､社会的影響は消費者の行動意図に正の影響を与えることが検証さ

れ た(e.g.,HoandChen, 2014; PavlouandFygenson, 2006)｡ そ の た め､ 以 下 の 仮 説

を導くことができる｡

E5.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､社会的影響はパフォ

ーマンス期待に正の影響を与えている｡

H6.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､社会的影響は行動意

図に正の影響を与えている｡

(3)促進条件が行動意図､実際の行動に与える影響

消費者が82C･ECサイトを利用する際に､商品情報の確認､購買の手続きな

どを順調に行うために､ある程度のIT知識や売り手からのサポートが必要で

ある(Song and Zahedi, 2005)｡すなわち消費者が利用できる資源やサポートは､

B2C･ECサイトの採択に影響を与えると考えられる｡B2C･ECサイトの採択に

関 す る 幾 つ か の 研 究 で は､ 促 進 条 件 が 行 動 意 図(e.g.,Agudo-Peregrinaeta1.,2015)

及び実際の行動(e.g.,celik,2016)に影響を与えることを示した｡したがって､以

下の仮説を導くことができる｡

Ⅱ7.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､促進条件は行動意図

に正の影響を与えている｡

Ⅱ8.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､促進条件は実際の行

動に正の影響を与えている｡

(4)快楽的動機が行動意図に与える影響

情報技術に関する多くの先行研究では､快楽的動機がユーザーによる技術の
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受 容 及 び 利 用 行 動 に 影 響 し て い る こ と を 示 し た(e.g.,Thong, Hong, and Tan,

2006;VanderHeijden,2004)0 B2C ･ EC サ イ ト の 採 択 に 関 す る 文 献 で は､ 快 楽 的

動機は消費者による　B2C･EC　サイトの利用意図-の正の影響も検証された

(e.g.,childers,Car 一,Peck,andCarson,2001)｡ し た が っ て､ 以 下 の 仮 説 を 導 く こ と

ができる｡

E9.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､快楽的動機は行動意

図に正の影響を与えている｡

(5)価格価値が行動意図に与える影響

UTAUT2モデルは､従来の技術受容モデルで検討されなかった価格価値とい

う 概 念 を 導 入 し た｡ 具 体 的 に､ Venkateshetal.(2012) は､ Doddsetal.(1991) が 提

起した価格価値という概念を引用し､消費者が1つの技術を利用するための金

銭的コストとその技術の利用によるベネフィットの間の利害関係を検討した｡

特に､オンライン取引では､価格要因は消費者にとって最も重要な要因である

と 認 識 さ れ て い る(Chen,2009)｡ 多 く のB2C･EC サ イ ト に 関 す る 実 証 研 究 に お

いて､価格価値が消費者の行動意図に正の影響を与えている(e.g.,Beldona,

Morrison, and O'Leary, 2005; Kin et a1., 2010)｡ し た が っ て 以 下 の 仮 説 を 提 出 す

る｡

E10.消費者によるB2C･ ECサイトの採択行動において､価格価値は行動意

図に正の影響を与えている｡

(6)習慣が行動意図､実際の行動に与える影響

これまで習慣のメカニズムに関する検討では､主に2つの学説が挙げられる:

①Kim et al.(2005) は､ 習 慣 の 自 体 は 自 動 性 と マ ー チ ン グ し て い る と い う｡ ㊨

Limayemetal.(2007)は､習慣は過去の経験から生成され､学習を通して自動化

に な っ た も の で あ る と 指 摘 し て い る｡ Venkateshetal.(2012) は､ 人 の 習 慣 と 行 動

の仕組みに関する論争があるにも関わらず､習慣が人の行動意図及び実際の行

動に影響を与えることを示した｡多くの先行研究は､習慣が行動意図及び実際
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の 行 動 に 正 の 影 響 を 与 え る こ と も 示 し て い る(e.g.,Limayem and Hi 一t, 2003;

Limayemeta1.,2007;Venkatesheta1.,2012)｡ し た が っ て 以 下 の 仮 説 を 提 出 す る｡

Hll.消費者による　B2C･ECサイトの採択行動において､習慣は行動意図に

正の影響を与えている｡

H12.消費者による82C･ECサイトの採択行動において､習慣は実際の行動

に正の影響を与えている｡

(7)信頼､セキュリティ､パフォーマンス期待､努力期待､行動意図の関係

Dwivedi, Rana, Chen, and Williams (2011) は､ 知 覚 さ れ た 有 用 性 と パ フ ォ ー マ

ンス期待､知覚された使用容易性と努力期待は概念的に一貫性があると指摘し

た｡第3章では､信頼､セキュリティ､知覚された有用性､知覚された使用容

易性､行動意図の間の関係はメタ分析を通して確認された｡本章は上記の構成

概念の仮説を提出する際に､第3章の結論を参照する｡したがって以下の仮説

が導出される｡

H13.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､信頼はパフォーマ

ンス期待に正の影響を与えている｡

H14.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､信頼は行動意図に

正の影響を与えている｡

H15.中国消費者による82C･ECサイトの採択行動において､努力期待は信

頼に正の影響を与えている｡

H16.消費者によるB2C･ECサイトの採択行動において､セキュリティは信

頼に正の影響を与えている｡

以上の各仮説パスは､図表4-13のとおりである｡
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図表4-13　本章の仮説モデル

注: pE- パ フ ォ ー マ ン ス 期 待､ EE- 努 力 期 待､ BI- 行 動 意 図､ UsE- 実 際 の 行 動､

SI- 社 会 的 影 響,FC- 促 進 条 件､ PV= 価 格 価 値､ HM- 快 楽 的 動 機､ HB- 習 慣､ TR-

信 頼､ sc- セ キ ュ リ テ ィ

出所)筆者作成

9.仮説の検証

(1)調査設計

中国電子商務研究中心(2017b)によれば､中国のオンラインB2C小売市場に

お い て､Alibaba 社 のTmall サ イ ト の 市 場 シ ェ ア は50.2% と な り､ 市 場 の ト ッ プ

となっている｡したがって本章はTmallサイトの利用者を対象に､マクロミル

という調査会杜を通してインターネット調査を実施した｡調査対象を抽出する

際に､スクリーニング調査を行い､直近1年以内にTmallサイトを利用した消

費者のみを対象とした｡インターネット調査の実施期間は2017年10月　23　日

～11月1日である｡その結果､ 532票の有効回答が得られた｡回答者のデモグ

ラフィックデータについては､図表4-14に示す｡
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図表4-14調査対象のデモグラフィックデータ

属 性  凩 霰 回 答 数 ( N )  乖 H ﾘ r ３ Ā Ā

性 別  ｩ ｲ 2 7 3  鉄 R Ā Ā Ā Ā Ā Ā

女 性  S 4 8 . 7 %  Ā Ā

地 域  冉 ｸ ｹ 韈 2 2 4  釘 絣 R Ā Ā

夫 津 市  r 3 . 2 %  Ā Ā

上 海 市  B 4 . 5 %  Ā Ā

重 慶 市  r 3 . 2 %  Ā Ā

河 北 省  3 . 4 %  Ā Ā

山 西 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

遼 寧 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

吉 林 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

黒 龍 江 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

江 蘇 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

漸 江 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

安 徽 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

福 建 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

江 西 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

山 宗 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

河 南 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

湖 北 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

湖 南 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

広 東 省  B 4 . 5 %  Ā Ā

海 南 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

四 川 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

貴 州 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

雲 南 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

陳 西 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

甘 粛 省  r 3 . 2 %  Ā Ā

14番



青 海 省  澱 1 . 1 %  Ā

｢ 西 壮 族 自 治 区 r3.2% ĀĀ

内 妻 古 自 治 区 r3.2% ĀĀ

西 戎 自 治 区  r 3 . 2 %  Ā Ā

寧 夏 回 族 自 治 区 免ﾂ2.1% Ā

新 尊 ウ イ グ ル 自 治 区 r3.2% ĀĀ

職 業  佰 i k 蹴 6 9  B 紊 R Ā Ā Ā Ā Ā

経 営 者. 役 員 免21.09% ĀĀ

会 社 員( 事 務 系) c254.91% ĀĀ

自 営 業  3 . 7 6 %  Ā Ā

自 由 業  b 5 . 4 3 %  Ā Ā

パ ー ト. ア ル バ イ ト 0.42% ĀĀ

専 業 主 婦 . 夫  R 2 . 8 %  Ā Ā

無 職  迭 0 . 9 %  Ā

学 生  r 3 . 2 %  Ā Ā

Tmall サ イ ト の 利 用 期 間 僵ﾉD 駛)i13 紕RĀĀĀ

( ア プ リ の 利 用 は 除 き) 僵ﾉDD 駛)i7 RĀĀĀĀĀĀĀ

1 年 ～ 3 年 未 満  田 l l . 5 %  Ā Ā

3 年 ～5 年 未 満 sR32.9% ĀĀ

5 年 以 上  s b 5 1 . 9 %  Ā Ā

総 計  5 3 2  R Ā Ā Ā Ā Ā

出所)筆者作成

(2)測定尺度

UTAUT2モデルに関する9つの要因(i.e.パフォーマンス期待､努力期待､社

会的影響､促進条件､快楽的動機､価格価値､習慣､行動意図､実際の行動)

と取引不確実性に関する2要因(i.e.信頼､セキュリティ)については､先行研

究において十分に信頼性や妥当性が確認されている測定尺度が存在しているの

で､それを基にB2C･ECサイトの採択を測定するのに適した尺度-修正した｡

具 体 的 に､ UTAUT2 モ デ ル に 関 す る9 つ の 要 因 は､ Venkateshetal.(2012) に よ る
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測定尺度をベースに作成した｡信頼については､ Pavlou (2003)の測定尺度を援

用した｡セキュリティについては､ Faqih(2016)による測定尺度を利用した｡測

定尺度には､すべて5ポイントのリッカート尺度を用いている｡具体的な質問

項 目 は､ 図 表4-15 の よ う に 示 し て い る｡

(3) コ モ ン･ メ ソ ッ ド･ バ イ ア ス

本調査では､すべての構成概念を単一の回答者に尋ねているため､コモン･

メソッド･バイアスによって変数間の関係が過度に強調されてしまう可能性が

あ る｡ そ の た め､ ハ ー マ ン の 単 一 因 子 検 定 に よ っ て､ コ モ ン･ メ ソ ッ ド･ バ イ

アスを検討した｡ハーマンの単一因子検定では､ UTAUT2モデルによる9つの

構成概念と取引不確実性による2つの構成概念､合計11個の構成概念(質問項

目の合計数-38)を用いて､固有値1以上の因子抽出の条件とした主因子法に

よる探索的因子分析(回転なし)を行った｡その結果､ 2　つ以上の因子が抽出

さ れ､ ま た 第- 因 子 の 寄 与 率 は50% 以 下 に な っ た た め(37.42%)､ コ モ ン･ メ

ソ ッ ド･ バ イ ア ス は 問 題 と な ら な い こ と が 示 さ れ た(podsakoff,MacKenzie,Lee,

and Podsakoff, 2003).
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(4)測量モデルの検証

本 章 は､ 構 造 方 程 式 モ デ ル(Structural Equation Model) の 方 法 を 用 い て デ ー

タの分析を行った｡構造方程式モデルのアプローチ方法として､主に3つがあ

る｡ 1 つ 目 の ア プ ロ ー チ 方 法 は､ 共 分 散 構 造 モ デ ル(Covariance-basedSEM) で

ある｡共分散構造モデルは社会科学分野で幅広く応用されており､この方法を

用いて仮説を検証するために以下の条件が挙げられている｡ ①サンプルサイズ

は大きいこと､ ②調査サンプルは正規分布になること､ ⑨既存理論の構造が明

確 さ れ て い る こ と､ で あ る(Wong,2013)0

2 つ 目 の ア プ ロ ー チ 方 法 は､ 偏 最 小2 乗 法 モ デ ル(PartialLeastSquares-based

SEM)である｡偏最小2乗法モデルは､ ①調査サンプルサイズが少ない､ ②既

存理論が少ない､ ⑨予測の精確さを求めたい､ ④既存理論の構造が不明､とい

う　4つの問題のいずれも解決するために用いられるものである(Wong, 2013)0

また､ westland (2007)によれば､偏最小2乗法モデルは主に複雑なモデル構造

を探索するために使用されると指摘した｡

3 　 つ 目 の ア プ ロ ー チ 方 法 は､ 一 般 構 造 化 成 分 分 析(Generalized Structured

Component Analysis / component-based SEM) で あ る. こ の 分 析 方 法 を 用 い た 先

行研究の数は少ないが､非線型の潜在変数が存在する場合､この分析方法を用

い る こ と が で き る(Wong,2013)0

本章は､取引不確実性に関する2要因(i.e.,信頼､セキュリティ)を従来の

UTAUT2モデルに取り入れるため､理論検証型のアプローチ方法よりも理論探

索型のアプローチ方法を用いたほうが適切である｡したがって､本章は調査デ

ータを分析するに際しては､構造方程式モデルの偏最小2乗法モデルのアプロ

ーチ方法を選択し､ SmartPLS (バージョン3.2.7)というソフトウェアを用いて

仮説モデルの検証を行っていく｡本論は､仮説モデルを検証する際に､Anderson

andGerbing(1988) の2 ス テ ッ プ･ ア プ ロ ー チ に 基 づ き､ 仮 説 の 検 証 に 先 立 っ て

構成概念の測定尺度の妥当性と信頼性を検討した｡

まず､構成概念の妥当性とは､ 1つの構成概念と他の構成概念と異なる程度

を表し､この差異が大きければ大きいほど､妥当性が有することである(Hair,

Black, Babin, Anderson, and Tatham, 1998)｡ 構 成 概 念 の 妥 当 性 を 適 切 に 評 価 す る

ためには､ 1つの構成概念内の各測定尺度が他の構成概念の測定尺度との間に
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区別性が有するか否かを表す弁別妥当性と､ lつの構成概念内の各測定尺度の

間に区別性が有するか否かを表す収束妥当性をそれぞれ考察することが必要で

あ る(Drost, 2011)0

弁 別 妥 当 性- の 考 察 に つ い て､ FornellandLarcker(1981) に よ れ ば､ 弁 別 妥 当

性を確保するために､因子負荷量は0.5以上､合成信頼性(compositereliability)

は0.7 以 上､ 平 均 分 散 抽 出(AverageVarianceExtracted ､ 以 下:AYE) は0.5 以

上であることを基準とした.図表4-16と図表4-18で示すように､全ての因子

負荷量は0.5以上､合成信頼性は0.7以上､ AVEは0.5以上であったため､十分

な弁別妥当性が確認できた｡

収束妥当性-の考察について､因子のAVE指数の平方根は､他の因子との相

関 係 数 よ り 上 回 る こ と が 必 要 で あ る(Fornell and Larcker, 1981)｡ 図 表4-17 で 示

すように､各因子のAVE指数の平方根は相関係数より上回ったため､弁別妥当

性が確認された｡

次に､構成概念の信頼性は､測量モデルが各構成概念から一貫性のある結果

をもたらすために､測定尺度によるランダム誤差(randomerror)にどれほど影

響されないかを表す(Gefeneta1.,2000).構成概念の信頼性を評価する際に､ク

ロ ン バ ッ ク α (Cronbachalpha) 指 標 は､ 最 も 幅 広 く 使 用 さ れ て い る｡ ク ロ ン バ

ックαとは､ lつの構成概念内の各測定尺度がその構成概念に所属しているか

を 検 証 す る 統 計 指 標 で あ る(Gefeneta1.,2000)｡ 図 表4-18 か ら 見 る と､ a 係 数 に

おいてすべての構成概念が0.7以上となったため､本調査の各構成概念は内的

一 貫 性 を 備 え て い る こ と が 確 認 さ れ た(Bagozzi andYi, 1988).
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図表4-1S各測定項目の平均値､標準偏差と各因子α係数､合成信頼性､ AYE

因 子 俯(ﾘMean BVIP yBCR 燃ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

tlI 4.00 繝S2.316 繝c0.920 縱ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

B Ⅰ2 繝b0.959 纉cBĀĀĀĀ

B Ⅰ 3  經 0 . 9 7 7  ッ Ā Ā Ā Ā Ā

EE 乃Vﾂ3.97 #b2.218 繝 ッ0.922 縱CrĀĀĀĀĀĀĀĀ

EE2 纉B1.014 繝#ĀĀĀĀĀ

EE3 釘1.072 緜cĀĀĀĀĀ

EE4 繝0.984 ĀĀĀĀĀĀĀ

FC 播6ﾂ4.08 纉2.733 繝0.927 繝ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

FC2 釘20.851 紊#rĀĀĀĀ

FC3 釘0.871 CRĀĀĀĀĀĀ

tlB 売&ﾂ3.69 纉3"2.350 繝 湯0.930 縱crĀĀĀĀĀĀĀ

HB2 緜0.899 ĀĀĀĀĀĀ

HB3 經I.070 3bĀĀĀĀĀ

HB4 縱b0.978 經SĀĀĀĀĀ

HM 売ﾖﾂ3.72 纉#23.054 纉320.957 繝ĀĀĀĀĀĀĀĀ

HM2 繝0.916 釘 纉s"ĀĀĀĀ

HM3 繝B0.890 釘 纉SĀĀĀĀ

PE Vﾂ3.68 纉1.749 繝C0.921 緜SĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

PE2 緜1.022 繝 ヲĀĀĀĀ

PE3 縱"0.883 モĀĀĀĀĀ

PE4 繝r0.793 ッĀĀĀĀĀ

PV fﾂ3.52 繝#B1.585 縱s"0.906 縱cĀĀĀĀĀĀĀĀ

PV2 經0.837 纉3BĀĀĀĀ

PV4 緜B0.912 經2ĀĀĀĀĀ

SC 6ﾂ3.51 繝#r1.933 繝c0.901 緜2ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

SC2 縱b0.861 纉cĀĀĀĀ

SC3 0.957 紊CĀĀĀĀĀ

SC4 縱0.878 ヲĀĀĀĀĀ

SC5 緜b0.841 經SĀĀĀĀĀ

SC6 經B0.921 SRĀĀĀĀĀ

S Ⅰ  3 . 2 2  C 2 . 7 1 8  繝 澱 0 . 9 3 5  繝 # Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

S Ⅰ2 "1.026 BĀĀĀĀĀĀĀ

S Ⅰ 3  R 1 . 1 4 1  紊 s 2 Ā Ā Ā Ā Ā

TRl 縱0.962 緜3r  ĀĀĀĀĀĀ
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TR 髭#"3.63 白B2.973 繝30.904 縱SĀĀĀĀĀĀĀĀ

TR3 紊R0.934 經sBĀĀĀĀ

USE 俵4Vﾂ4.30 偵 都3.435 纉B0.959 纉#ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

USE2 釘r1.061 紊3RĀĀĀĀ

出所)筆者作成

(5)仮説モデルの検証

測量モデルの検証では､本調査における各構成概念の妥当性と信頼性が検証

された｡その結果をベースに､本節は仮説モデルの検証を行っていく｡まず､

各測定尺度による多重共線性(multicollinearity)問題が存在するか否かを確認

することが必要である｡なぜなら､多重共線性は仮説モデルによる予測の正確

度 を 低 下 さ せ る か ら で あ る(HairJr,Hult,Ringle,andSarstedt,2016)｡ 分 散 拡 大 係

数(variance Inflation Factor : VIP) は､ 多 重 共 線 性 を 検 出 す る た め に 重 要 な 統

計指標であり､ VIF指標は5以下であれば､多重共線性の問題が存在しないと

い う(KockandLynn,2012)｡ 図 表4-18 か ら 見 る と､ 全 て 測 定 尺 度 のVIF は5 以

下であり､多重共線性の問題が存在しないことが確認できた｡

仮説モデルの検証について､ (∋仮説ルートのパス係数､ ②仮説ルートの顕著

悼(p値)､ ⑨モデルの適合度指標､という3種類の統計指標が用いられた｡こ

の3種の統計指標を導出するために､本調査はGarson(2016)の分析方法に従い､

ブ ー ト ス ト ラ ッ プ 法(bootstrap) に よ り 分 析 を 行 っ た(B-1000)｡ 仮 説 モ デ ル の

検証結果は図表4-19のように示されている｡また､モデルの適合度指標は､観

測された変数間の相関行列と､インプライドされた変数間の相関行列との間の

差 異 は､ SRMR (StandardizedRootMeansquareResidual) と い う 統 計 指 標 で 反 映

し て い る｡ Hair,Henseler,Dijkstra,andSarstedt(2014) に よ れ ば､ sRMR は 偏 最 小

2　乗法モデルにおいて重要な適合度指標であると指摘した｡ Hu and Bentler

(1998)はSRMR指標が0.08以下であれば､良いモデル適合度であると指摘した｡

本調査のSRMR指標は0.072であり､良好な適合度が確認できた｡

本章の仮説検証の結果は､図表4-20のように示している｡図表4-20から見

る と､ パ フ ォ ー マ ン ス 期 待( β-0.143､ p<0.05) は 行 動 意 図- の 正 の 影 響 が 検 証

された｡努力期待から行動意図-の影響は確認できなかった(β-0.131､p>0.05)0
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努力期待はパフォーマンス期待-の正の影響が検証された(β-0.312､p<0.001)0

行動意図は実際の利用-の正の影響が検証された(β-0.341､ p<0.001)｡したが

っ て､ 仮 説1､ 仮 説3､ 仮 説4 は 支 持 さ れ､ 仮 説2 は 棄 却 さ れ た｡

社 会 的 影 響 は､ パ フ ォ ー マ ン ス 期 待- の 正 の 影 響( β-0.265､ p<0.001) が 検

証 さ れ た 一 方､ 行 動 意 図- の 影 響 は 有 意 で は な か っ た( β-0.026､ p>0.05). ま

た､ 促 進 条 件 は 行 動 意 図( β-0.144､p<0.05) 及 び 実 際 の 行 動( β-0.234､p<0.001)

-の正の影響が確認された｡以上の通り､仮説5､仮説7､仮説8は支持され､

仮説6は棄却された｡

そして快楽的動機が行動意図への正の影響(β-0.167､ p<0.05)､価格価値が

行 動 意 図- 正 の 影 響( β-0.297､ p<0.001) は 確 認 さ れ た｡ ま た､ 習 慣 か ら 行 動

意図(βニー0.029､p>0.05)-の影響は有意ではなかったが､実際の利用(β-0.258､

p<0.001) - の 正 の 影 響 が 検 証 さ れ た｡ し た が っ て､ 仮 説9､ 仮 説10､ 仮 説12 は

支持され､仮説11は棄却された｡

最 後 に､ 信 頼 は パ フ ォ ー マ ン ス 期 待( β-0.289､ p<0.001) - の 影 響 は 確 認 さ

れたが､行動意図-の影響は確認できなかった(β-0.084､ p>0.05)｡努力期待

は 信 頼- の 正 の 影 響( β-0.180､ p<0.001) が 検 証 さ れ た｡ セ キ ュ リ テ ィ は 信 頼

- の 正 の 影 響 が 検 証 さ れ た( β-0.462､ p<0.001)｡ そ の た め､ 仮 説13､ 仮 説15､

仮説16は支持され､仮説13は棄却された｡
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図表4-19仮説モデルの検証結果

R2-0.326

0.462***<‡)

0.265*** 　 　 　0･143*

( 二)- o･02

⊂⊃

( ≡)/

R2-0.478 R2-0.454

0'341*'弓)

0.144* 　 　-0.029 　 　0.234*** 　 　0.258***

注: ☆ 　- 　p<0.05 '*-P<0.01 ''*-p<0.001､ モ デ ル 適 合 度 指 標SRMR-0.074

出所)筆者作成

図表4-20仮説検証の結果

仮 説 5 推 定 値p 菱ﾜ"P 値 佇ｸ 悗ĀĀĀĀĀ

H l  X 自 ( u B 0 . 1 4 3  0 . 0 2 3 *  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 2  乃 X 耳 璽 0 . 1 3 1  繝 c 0 . 0 6 2  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 3  乃 R ﾓ R 0 . 3 1 2  澱 緜 c 0 . 0 0 0 ★ ★ ☆  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā

H 4  u H 4 R 0 . 3 4 1  迭 紊 B 0 . 0 0 0 * * *  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 5  u H R 0 . 2 6 5  澱 紊 " 0 . 0 0 0 女 ★ 女  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 6  u B 0 . 0 2 6  經 S b 0 . 5 7 9  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 7  播 6 ﾄ $ 0 . 1 4 4  紊 C b 0 . 0 1 5 女  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā

H 8  播 6 ﾅ U 4 R 0 . 2 3 4  迭 纉 途 0 . 0 0 0 * * *  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā
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H 9  売 ﾘ u B 0 . 1 6 7  經 S 0 . 0 1 1 央  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 】 0  f ﾄ $ 0 . 2 9 7  途 纉 0 . 0 0 0 * * *  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā Ā

H l l  売 ( u B - 0 . 0 2 9  C B 0 . 7 3 1  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 1 2  売 & ﾅ U 4 R 0 . 2 5 8  釘 縱 C 0 . 0 0 0 * * *  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā

H 1 3  髭 ( R 0 . 2 8 9  迭 纉 c b 0 . 0 0 0 央 東 女  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā Ā

H 1 4  髭 ( u B 0 . 0 8 4  白 s 0 . 2 8 1  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H l 5  乃 X " 0 . 1 8 0  經 C 2 0 . 0 0 0 * * *  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 1 6  8 " 0 . 4 6 2  湯 經 途 0 . 0 0 0 * * *  倡 磯 ﾒ Ā Ā Ā Ā Ā Ā

注: ☆ 　- 　p<0.05 　**-P<0.01 ***-p<0.001

出所)筆者作成

(6)結論

本調査では､消費者使用コンテキストに向いているUTAUT2モデルをベース

に､取引不確実性に関する2要因(i.e.,信頼､セキュリティ)をモデルに導入

し､中国の消費者による82C･ECサイトの採択行動を構造方程式モデリングの

方法で検討した｡その結果､ 16の仮説のうち12の仮説が支持された｡また､

構造方程式の分析結果から行動意図-の説明力は48% (R2-0.478)､実際の行動

- の 説 明 力 は45% (R2-0.454) と な っ て お り､ Kline(2015) が 推 奨 し た30% の 水

準を上回った｡すなわち､この2つの視点から消費者によるB2C･ECサイトの

採択に対する説明力は高いと言える｡以下､仮説検証結果を踏まえて中国の消

費者によるB2C･ECサイトの採択行動を検討する｡

パフォーマンス期待は､行動意図に正の影響を与えることが確認された(仮

説1: β-0.143､ p<0.05)｡ こ の 結 果 か ら 見 る と､ 中 国 の 消 費 者 はB2C･EC サ イ

トの機能を非常に重視し､それがB2C･ECサイトの使用意図に影響している｡

他の国による大規模なB2C･ECサイトの採択に関する学術的研究でも､消費者

によるパフォーマンス期待が行動意図に正の影響を与えることが検証されてい

る(Agudo-Peregrina et a1., 2015; Celik, 2016)0

努力期待が行動意図に正の影響を与えることは認められなかった(仮説2:β

-0.131､ p>0.05)｡ そ の 理 由 に つ い て､ Venkateshetal.(2003) に よ れ ば､ 消 費 者

による情報技術の使いやすさの重視度は利用行動の早期に最も強く､使い方が
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理解された後になると､情報技術の使いやすさ-の関心が徐々に低くなるため

であるという｡多くのB2C･ECサイトに関する学術的な先行研究でも同様な結

論 が 得 ら れ て い る(e.g., Carlos Rocaet a1., 2009; Celik, 2016)0

努力期待がパフォーマンス期待に与える正の影響は確認できた(仮説3:β-

0.312､ p<0.001)｡その理由は､消費者がある情報技術を使いやすいと判断する

と､その情報技術が自分の日常生活に役立っと認識するからである(Daviseta1.,

1989)｡多くの先行研究でも､消費者によるB2C･ECサイトに対する努力期待

がパフォーマンス期待に強く影響することが確認されている(e.g., Carlos Roca

et a1., 2009; Faqih, 2011)0

B2C･ECサイト-の利用意図(行動意図)が､実際の行動に与える正の影響

が 確 認 さ れ た( 仮 説4: β-0.341､ p<0.001)｡ 行 動 意 図 と 実 際 の 行 動 と の 関 係 に

つ い て､ FishbeinandAjzen(1975) に よ れ ば､ 人 の 行 動 は 意 志 で コ ン ト ロ ー ル す

る(volitionalcontrol) た め､ 殆 ど の 人 の 行 動 は 行 動 意 図 か ら 予 測 す る こ と が で

きると指摘した｡一方､ Ajzen(1985)は､行動の実現において､潜在的な障害が

存在するため､人の行動は必ずしも行動意図と一致しないと指摘している｡仮

説4の検証結果から見れば､中国の消費者によるB2C･ECサイト-の利用意

図と実際の使用行動との間には一貫性がある｡つまり､中国の消費者による

B2C･ECサイトの利用意図の確認後に､実際の使用行動も予測できるようにな

ると言えよう｡

社会的影響がパフォーマンス期待に対して正の影響を与えることが確認され

た( 仮 説5: β-0.265､ p<0.001)｡ こ の 結 論 は､ 多 く の 先 行 研 究 の 結 論 と 一 致 し

て い る(e.g., Guzzo et a1., 2016; Kin et a1., 2009)0 Kin, Ferrin, and Rao (2009) に よ

れば､消費者はECサイトを利用する際､常に他の利用者や専門家などの口コ

ミ及び意見を参考にするため､それがECサイトの有用性の判断に影響を与え

て い る と い う｡ そ の た め､ 　 中 国 のB2C･EC 電 子 商 取 引 企 業 は､ B2C･EC サ イ

トの利用者により良いサービスを提供するとともに､奨励制度の構築によって

利用者の口コミ意欲を喚起し､認知度を向上させるための働きかけを行うこと

が重要である｡

社会的影響が行動意図に与える正の影響は確認できなかった(仮説6:β-

0.026､ p>0.05)｡ こ れ は 中 国 の 消 費 者 がB2C･EC サ イ ト を 利 用 す る 際､ 準 拠 集
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団(e.g.,家族､友達)からの推薦や意見に対する関心が低いことを表している｡

こ の 結 果 はDollandAjzen(1992) の 結 論 か ら 解 釈 す る こ と が で き る｡ す な わ ち､

消費者は最初にある情報システム(e.g.,B2C･ECサイト)を使用する際､他者

のオピニオンやアドバイスを参照する傾向が強いが､使用経験の増加によって

その傾向は徐々に弱くなる｡本調査ではすべての対象が82C･ECサイトの使用

経験を持ち､半数以上の調査対象(51.9%)は5年以上の使用経験があるため､

社会的影響が行動意図に与える影響が弱かったと考えられる｡他のB2C･ECサ

イトの研究においても､同様な結論が得られている｡例えばAgudo-Peregrinaet

al. (2015) は ス ペ イ ン の 調 査 対 象 を3 つ の グ ル ー プ(25 歳 以 下､ 26 歳 ～45 歳､

46歳以上)に分けて､それぞれのグループのB2C･ECサイトの利用行動を考

察した｡その結果､全てのグループにおいて､社会的影響から行動意図-のパ

スは有意ではないことが示された｡

促 進 条 件 は､ 行 動 意 図( 仮 説7: β-0.144､ p<0.05) 及 び 実 際 の 行 動( 仮 説8:

β-0.234､ p<0.001) - の 正 の 影 響 が 確 認 さ れ た｡ す な わ ち､ 中 国 の 消 費 者 に と

って､B2C･ECサイトの利用に関する客観的条件(e.g.,インターネット接続環

境､ pcスキル)がB2C･ECサイトの使用に重要な影響を与えていると認識さ

れる｡その原因として､ 2017年12月における中国のインターネット普及率は

55.8% で あ り､ 先 進 国(e.g., 日 本､ 韓 国) の80% 以 上 と い う 水 準 よ り 低 く な っ

て い る(CNNIC,2018; 総 務 省,2017)｡ 多 く の 中 国 の 消 費 者 はB2C･EC サ イ ト を

利用するために､インターネットの接続やpcスキルの学習などをしなければ

ならないと考えられる｡

快楽的動機は､行動意図への正の影響が確認された(仮説9:β-0.167､p<0.05)0

To and Sung(2015) に よ れ ば､ 消 費 者 がB2C･EC サ イ ト を 利 用 す る 際 の 快 楽 的

動機は､主にシェアリングと自主性の確保の2つがある｡ B2C･ECサイトの場

合､中国の消費者がサイトの商品情報をシェアリングすることや､自由に商品

を選択し､購買できるという　2点はB2C･ECサイトの利用を促進すると考え

られる｡

価格価値は､行動意図-の正の影響が確認できた(仮説10:β-0.297､p<0.Ooユ)0

venkatesh et al. (2012) に よ れ ば､ 組 織 メ ン バ ー に よ る 情 報 シ ス テ ム の 利 用 行 動

には時間と労力のコストが発生するが､消費者による情報システムの使用には
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それ以外に金銭的コストも存在すると指摘されている｡また､zeithaml(1988)に

よれば､消費者は商品やサービスのクオリティと金銭的コストを比較しながら

商品の価値を決定する傾向があると指摘されている｡したがって中国の消費者

によるB2C･ECサイトの採択意図を高めるためには､サイト内の商品価格を実

店舗より安く設定することが有効であろう｡

習 慣 は､ 行 動 意 図( 仮 説11: β ニ ー0.029､ p>0.05) - の 影 響 が 有 意 で は な い が､

実 際 の 利 用( 仮 説12: β-0.297､ p<0.001) - の 正 の 影 響 が 確 認 さ れ た｡ Lustig,

Konkel, and Jacoby (2004) に よ れ ば､ 人 はl つ の 行 動 パ タ ー ン が 習 慣 に な る と､

他の行動パターンに移りにくいと指摘されている｡そのため､消費者は1つの

B2C･EC サ イ ト を 繰 り 返 し 利 用 す る こ と に よ っ て､ 認 知 的 ロ ッ ク(cognitivelock)

が 強 化 さ れ､ 優 先 的 に そ の サ イ ト を 利 用 す る よ う に な る(Murray and Haubl,

2007)｡ こ の 結 果 は､ KloppingandMcKinney(2004) の 調 査 結 果 と 一 致 す る｡ 習 慣

は､行動意図-の影響が有意ではない理由として､本調査の全ての対象はB2C･

ECサイトの使用経験があるため､ B2C･ECサイトの使用習慣は行動意図を促

進するよりも､実際の使用行動に結びついていると考えられる｡

信頼は､パフォーマンス期待-の正の影響が確認された(仮説13:β-0.289､

p<0.001)｡ こ の 結 果 か ら 見 る と､ 中 国 の 消 費 者 はB2C･EC サ イ ト- の 信 頼 が 高

くなればなるほど､その　B2C･EC　サイトの有用性-の評価が高くなる｡例え

ば､消費者が信頼するECサイトを利用する際には､購買プロセスにおいて様々

な情報を確認せずに素早く買い物を済ませることができる.一方､信頼から行

動 意 図- の 正 の 影 響 は 確 認 で き な か っ た( 仮 説14: β-0.084､ p>0.05)｡ す な わ

ち､中国の消費者によるB2C･ECサイトに対する信頼は直接､行動意図を促進

するのではなく､そのサイトの有用性に対する評価を通して行動意図に影響を

与えているのである｡

努 力 期 待 か ら 信 頼- の 正 の 影 響 は 確 認 さ れ た( 仮 説15: β-0.180､p<0.001)0

Gefenetal.(2003b) に よ れ ば､ 消 費 者 はB2C･EC サ イ ト の 使 用 容 易 性 を 高 く 評

価すると､そのサイトの経営者が顧客との関係を重視すると考えがちであるこ

とを指摘した｡したがって､ B2C電子商取引企業は中国の消費者の信頼を獲得

するために､わかりやすいウェブページの設計や購買プロセスを提供すること

が重要である｡
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セキュリティが信頼に与える正の影響が確認された(仮説16:β-0.462､

p<0.001)｡この結果から見ると､中国の消費者はECサイトを利用する際に､個

人情報や取引情報の安全を非常に重視していることを示している｡したがって

B2C電子商取引企業は常にECサイトのセキュリティを重視し､データや取引

の安全性を確保すれば､消費者からの信頼が得られると推測される｡

10. 小 括

本章は､中国の消費者によるB2C･ECサイトの採択に際して､その影響要因

を整理･尺度化し､消費者の心理的変容を定量的に明らかにした｡具体的な貢

献は､以下の2点に整理することができる｡

まず理論的な面でいうと､これまでの消費者によるB2C･ECサイトの採択に

関する実証研究では､主に組織コンテキストの要因に着目し､消費者使用コン

テキストの要因-の検討が不足していた｡この問題を解決するために､本章は

B2C･ECサイトの｢技術受容性｣と｢取引不確実性｣という2つの側面から､中国

の消費者による82C･ECサイトの採択行動を検討した｡具体的には､ ｢技術受

容性｣-の検討において､消費者使用コンテキストの要因を取り入れたUTAUT2

モデルを引用し､ ｢取引不確実性｣に関する　2要因(i.e.,信頼､セキュリティ)

をUTAUT2モデルに取り入れて､総計16個の仮説を提出した｡そして仮説の

検証を通して､要因間の関係を明らかにした｡このような試みには一定の意義

があると考えられる｡

実践的な面では､中国のB2C電子商取引市場に参入する企業に対して戦略上

の示唆を与える可能性がある｡例えば本章では､消費者によるパフォーマンス

期待､快楽的動機､価格価値､促進条件がECサイトの行動意図に影響してい

ることを明らかにした｡企業が､自社の　B2C･EC　サイトを普及させるために

は､豊富かつ面白い機能の提供や合理的価格の設定をより優先的に考えるべき

であろう｡

本章における残された課題として2点が挙げられる｡第1に､本調査の全て

の調査対象はB2C･ECサイトの使用経験があることから､今後の研究では説明

力をさらに向上させるために､ B2C･ECサイトの使用経験がない消費者-の調

査を行うことが望まれる｡第2に､文化的要因をモデレ一夕変数としてモデル
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に取り入れることが求められる｡例えばYoon(2009)は､消費者がECサイトを

利用する際､文化的背景も意思決定プロセスに影響していると指摘している｡

次章では､文化的要因が中国の消費者のB2C･ECサイトの採択行動にどのよう

な影響を与えているかについて詳しく説明していく｡
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第5章　文化と中国の消費者によるB2C･ECサイトの採択

これまで情報システム領域において､文化に関する研究の類型は主として組

織 文 化(organizationalculture) と 国 の 文 化(nationalculture) の2 つ に 分 け ら れ

て い る(LeidnerandKayworth,2006)｡ こ の2 種 類 の 文 化 は 人 間 の 行 動 と 深 く 関 わ

っており､個人の意思決定から組織目標の達成まで幅広い影響を与えている｡

特に､文化からの影響が適切に処理されなければ､個人も組織も大きな失敗を

招くことになる｡例えば､組織文化の影響に関する失敗例として､ NASAの宇

宙船スペースシャトル｢コロンビア号｣と｢チャレンジャー号｣の空中分解事故が

挙げられる｡この事故は､ NASAのスタッフがルールに盲従し､潜在的なリス

クを無視するという組織文化と直接関係している(Vaughan, 1997)｡また､国の

文化の影響による失敗例として､アピアンカ航空で起こった2回の墜落事故の

発生がある｡この事故では､コロンビア文化に影響された(目下の人は目上の

人に不愉快なことや悪い情報を報告することを避ける)操縦士が管制塔に緊急

事態を適切に伝えなかったことに起因している(Helmreich, 1994)｡以上のよう

に､文化は個人及び組織に多大な影響を与えている｡

情報システム分野では､文化がlつの課題として挙げられており､技術革新

は歴史や社会発展の決定要因であるという従来の技術決定論を補足し､人間と

情報技術の関係に新たな視点を提供している(Weick, 1990)｡例えば､組織文化

に関して､多くの先行研究が企業内部の文化と情報技術の応用との関係を検討

し て い る(e.g.,Rob モy andAzevedo, 1994; Robey andRodriguez-Diaz, 1989)｡ 国 の 文

化に関しても､多くの研究者が国の文化と情報技術の普及との関係を検討して

い る(e.g.,Straub, 1994;Walsham,2002)｡ ま た､ 文 化 は 一 方 的 に 情 報 技 術 の 利 用 者

に影響するのではなく､情報技術の利用によって､従来の社会文化が変容する

可 能 性 も あ る(e.g.,Bernard and Pelto, 1972)0

文化が消費者のB2C･ECサイトの採択行動に与える影響について､様々な研

究が行われてきたが､それら研究の欠点として､以下の3つが挙げられる｡第

1に､文化が消費者のB2C･ECサイトの採択行動に与える影響が存在している

か 否 か に 関 し て ま だ 明 確 に さ れ て い な い こ と で あ る( ∫.Kin,Kin,andLee,2009)0
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例 え ば､ chau, Cole, Massey, Montoya-Weiss, andO-Keefe (2002) は､ 消 費 者 に よ る

B2C･ECサイトの利用意図を高めるために､各国の消費者の文化的背景に合わ

せて　B2C･EC　サイトのインターフェースを調整することが必要であると指摘

し た｡ 一 方､ cole, 0-keefe, and Siala (2000) はAmazon.com の 事 例 を 取 り 上 げ､

Amazon.com　のような標準化されたインターフェースが世界的規模で消費者に

認められており､文化間の差異がB2C･ECサイトの使用に与える影響は顕著で

はないと述べている｡

第2 に､ 幾 つ か の 研 究(e.g., chaueta1.,2002;YoonandChoi,2009) は､ 文 化 の

各要素に関する各国の得点を用いて､消費者によるB2C･ECサイトの採択行動

を解釈したが､この解釈方法は必ずしも正確ではない｡なぜなら､文化という

マクロな概念を用いて個人の行動を解釈すると､生態学的誤謬(ecological

fallacy)が生じることがある.すなわち､消費者は自分の国の文化だけに影響

を受けるのではなく､他国の団体や宗教などの文化にも影響を受けているから

で あ る(Straub, Loch, Evaristo, Karahanna, and Srite, 2002)｡ し た が っ て､ 1 つ の

国の文化を考察する際､文化要因に関する各国の得点よりも消費者を対象とす

る調査を用いるほうが適切であろう｡

第3に､文化と消費者によるB2C･ECサイトの採択行動の関係を検討する

実 証 研 究 に お い て､ 多 く の 研 究(e.g.,choi and Geistfeld, 2004; Pookulangara and

Koesler,2011) は 組 織 コ ン テ キ ス ト 向 け の 技 術 受 容 モ デ ル(e.g.,TAM) を ベ ー ス

に文化的要因を導入したが､それらのモデルは主に組織のメンバーによる行動

を説明しており､一般消費者の行動-の解釈が欠如している｡そのため､消費

者によるB2C･ECサイトの採択行動-の解釈力を高めるために､消費者使用コ

ンテキスト向けのモデルに基づき､文化要因を取り入れることが重要であると

考えられる｡前章(第4章:統合された技術受容理論と　B2C･ECサイトの採

択)で取り上げた消費者使用コンテキスト向けの技術受容モデル(i.e.,UTAUT2)

と文化要因を合わせることで､消費者によるB2C･ECサイトの採択行動-の解

釈力が高くなると考えられる｡

上記の3つの問題点を解決するために､本章では､前章で取り上げた消費者

使用コンテキスト向けの技術受容モデル(i.e.,UTAUT2)に基づき､文化要因を

取り入れることによって中国の消費者による　B2C･EC　サイトの採択行動を明
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らかにしたい｡また､消費者による文化要因を検討する際に､従来の研究に倣

い､国の文化の概念を用いることにする｡本章の構成は以下の通りである｡第

2節では文化の定義及び捉え方を説明する｡第3節は国の文化に焦点を当てて､

各先行研究による国の文化の定義及び類型をレビューする｡第4節は､先行研

究を参照しながら､国の文化がB2C･ECサイトの採択に与える影響に関する仮

説を提出し､仮説モデルを構築する｡第5節は､インターネット調査の結果を

用いて､統計的方法を通して仮説の検証を行う｡第6節は､仮説検証の結果に

対する討論や研究の貢献をまとめる｡

1.文化の定義と捉え方

文化は複雑な概念であり､統一な概念を定めることが難しい(Lam, Lee, and

Mizerski,2009)｡文化の定義について､先行研究では様々な検討が行われている｡

例 え ば､ Matsumoto(1994) に よ れ ば､ 文 化 と は､ 人 が 属 性､ 価 値 観､ 信 念､ 行 動

を 他 人 と シ ェ ア リ ン グ す る 程 度 で あ る｡ Doney,Cannon,andMullen(1998) に よ れ

ば､文化とは､人間集団がライフスタイルを設計するために､互いに価値観と

規 範 を シ ェ ア す る こ と で あ る｡ Afzal(2010) に よ れ ば､ 文 化 と は､ シ ェ ア リ ン グ

された一連の価値観､考え方､共通のフィーリングである｡人々は幼い頃から

文化の影響を受けて､世界の物事に対する価値観が形成される｡すなわち､文

化は人間が世界を理解するためのインターアクションの方法を提供している｡

LeidnerandKayworth(2006)は他の研究者による文化の定義を整理し､文化を規

範 や 実 践(e.g.,David and Fahey, 2000; Hofstede, 1998) と し､ シ ン ボ ル･ 言 語･ 儀

式･ 神 話(e.g.,Burchell, Clubb, Hopwood, Hughes, and Nahapiet, 1980; Pettigrew,

1979)に反映され､観察可能なものであると定義した｡

文 化 の 構 成 要 素 に つ い て､ KroeberandKluckhohn(1952) は164 種 類 の 文 化 を

取 り 上 げ た｡ sackmann(1992) は 文 化 の 構 成 要 素 を1 つ の イ デ オ ロ ギ ー､ 一 致 す

る信念､基本的な前提条件､シェアリングされた核心的な価値観に分類した｡

GroseschlandDoherty(2000)によれば､文化は潜在的な部分と顕在的な部分を同

時に有しており､文化の各要素は主に人の行動､価値観､規範､基本的な前提

条 件 な ど で 構 成 さ れ て い る と 述 べ た｡ GroseschlandDoherty(2000) の 分 類 と 同 じ

く､ Jermier, Slocum Jr, Fry, and Gaines (1991) は 文 化 の 顕 在 的 な 部 分(e.g., 規 範､
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実践)を材料(material)と命名し､潜在的な部分(e.g.,前提条件)を観念(ideational)

と命名した｡

schein (2006)はさらに文化の顕在的要素と潜在的要素との関係を考慮し､文

化の3段階モデルを提出した｡図表5-1に示すように､最も潜在的な段階は基

本 的 な 前 提 条 件(underlying assumptions) で あ る｡ Leidner and Kayworth (2006)

によれば､基本的な前提条件は文化の核心要素であり､その内容には人間の行

動(humanbehavior)､ 関 係(relationships)､ 現 実(reality)､ 真 相(truth) な ど

を解釈するための信念システム(beliefsystems)が含まれる｡また､基本的な

前提条件は人間の認知構造に影響している｡つまり､人々は基本的な前提条件

を用いて､直面している事態や人間関係を判断している｡さらに､集団的行動

は基本的な前提条件によって形成される(Sackmann, 1992)0

図表5-1文化の3段階モデル

出 所) schein (2006), p.26

顕在的段階

潜在的段階

次 の 段 階 は 信 念 と 価 値 観(espousedbeliefsandvalues) で あ る｡ 信 念 と 価 値 観

は1 つ の 特 定 の 文 化 群(cultural group) を 代 表 し､ 人 々 が な ぜ こ の よ う に 行 動

するかを解釈している｡信念と価値観は単に基本的な前提条件を反映したもの

であり､人間はそれを察知できるが､議論の余地も存在している(Schein,2006)0

また､信念と価値観は社会の中の個人や準拠集団の行動と密接な関係を有して
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い る(PosnerandMunson, 1979)｡ 具 体 的 に は､ 信 念 と 価 値 観 は 社 会 の ル ー ル や 環

境 を 決 定 し､ 人 々 は そ れ を 通 し て 他 人 と イ ン タ ー ア ク シ ョ ン す る(David and

Fahey, 2000)0

文化において最も顕在的段階はアーティファクトである｡アーティファクト

段階では､文化が人工物や作品などを通して表されている｡アーティファクト

の 内 容 と し て は､ 芸 術､ 技 術､ 神 話､ 英 雄､ 儀 式 な ど が あ る(Pettigrew, 1979)0

アーティファクトは最も顕在的段階であるが､この段階だけで文化の意味を捉

え る こ と は 困 難 で あ る(Coombs, Knights, and Willmott, 1992)0

文化の3段階モデルにおいて､全ての段階は文化の特徴を反映しているが､

その中で一番捉えやすいのは信念と価値観である｡その理由について､ Schein

(2006)は､基本的な前提条件は最も潜在的段階として不可視かつ無意識という

特徴を有しており､アーティファクトが最も顕在的に見えるが､正確に解釈す

ることが困難であるため､この2要素よりも信念と価値観のほうが研究しやす

いと指摘した｡したがって多くの文化に関する理論は､信念と価値観を取り上

げ て 検 討 し て い る(LeidnerandKayworth,2006)｡ 例 え ば 国 の 文 化 に 関 す る 信 念 と

価値観の理論(e.g.,Hofstede, 2003)､組織の価値観を表す競合価値観フレームワ

ー ク(competingvalues framework) (Quinn and Rohrbaugh, 1983) な ど が あ る｡ よ

って､本章ではSchein(2006)が提示した文化のアプローチ法に倣い､文化の信

念と価値観という段階を切り口として､中国の消費者によるB2C･ECサイトの

採択行動を考察したい｡

2.国の文化に関する先行研究

文化の信念と価値観に関する定義は様々であり､ 1つの定義にまとめること

は困難であるが､多くの研究者は国家を単位として文化の類型を区分しており､

そ れ ぞ れ の 民 族 国 家 の 文 化 は 国 の 文 化 と 呼 ば れ て い る(Doney et a1., 1998)0

Hofstede(2003)によれば､国の文化とは､個人及び個人が所属しているグループ

を 他 の グ ル ー プ と 区 別 す る た め の 集 団 的 プ ロ グ ラ 　 ミ 　 ン グ(collective

programming) で あ る｡ こ の 集 団 的 プ ロ グ ラ ミ ン グ は 人 の 価 値 観､ 信 念､ 基 本 的

な前提条件､期待､認知､行動の形成によって構成されている｡

国の文化が情報技術の使用に影響するかという検討において､ 1つの技術が
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異なる国で実施される際､類似の効果を果たしているか､或いは文化の差異に

よって､効果が異なるのかということが問われている｡多くの研究は後者の論

点､すなわち国による文化の差異によって､情報技術の実施効果が異なること

を 支 持 し て い る｡ 例 え ば､ Hill,Loch,Straub,andE トSheshai(1998) は 国 の 文 化 と

情報技術の採択との関係を明らかにするために､ 5　つのアラビアの国に対して

現地で調査を行った｡その結果､アラビア民族にとって対面的コミュニケーシ

ョン､家庭-の忠実さ､時間の厳守､宗教､男女関係という側面が情報技術の

採択に影響を与えていることを確認した｡ chauetal.(2002)はインターネット技

術の使用について､香港とアメリカのユーザーに対し､インターネットの利用

行動を分析した｡その結果､香港の人は他人-のロイヤルティやシェアリング

という価値観を普遍的に有しているため､インターネットを使用する際に主に

ソーシャル･コミュニケーションを利用している｡一方､アメリカの人は個人

の能力や自身-のロイヤルティーという価値観が強いため､インターネットを

使 用 す る 際 に 主 に 情 報 検 索 を 行 っ て い る こ と が わ か っ た｡ ま た､ Leidner,

Carlsson, 巴lam,andCorrales(1999) は メ キ シ コ､ ス ウ ェ ー デ ン､ ア メ リ カ と い う

3 　 つ の 国 の マ ネ ジ ャ ー に 対 し て､ 経 営 者 情 報 シ ス テ ム(executive inf わrmation

systems)の使用効果を検討した｡結論として､高権威主義･低不確実性回避の

国のマネジャーが経営者情報システムに対する評価は低権威主義･高不確実性

回避の国のマネジャーより低いことを示した｡上記の研究から見ると､国の文

化は人間による情報技術の使用行動に影響を与えていると言える｡

国 の 文 化 が 企 業 の マ ネ ジ メ ン ト に 与 え る 影 響 に つ い て､Kettinger,Lee,andLee

(1995) は､ サ ー ブ ク オ ル(SERVQUAL) と い う 概 念 を 用 い､ ア ジ ア と 北 米 のIT

組織による情報システムの機能-の評価を考察した｡結論として､アジアと北

米の国の文化の差異によって､情報システム機能-の評価が異なることが確認

さ れ た｡ Burn,Saxena,Ma,andCheung(1993) は デ ル フ ァ イ 法(delphimethod) を

用い､ 98名の香港のITマネジャーに対して情報システムマネジメント-の考

え方を調査した｡それらのITマネジャーの共通の認識は､国の文化が情報シス

テムマネジメントに重要な影響を与えているというものであった｡ slaughter

and Ang(1995) は､ ア メ リ カ の 個 人 主 義 の 文 化 と シ ン ガ ポ ー ル の 集 団 主 義

(collectivist)の文化との差異が､情報システム業界の雇用制度に影響している
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ことを検証した｡具体的には､個人主義を有しているアメリカの会社は外部の

有能な人材を採用する傾向があり､集団主義を有しているシンガポールの会社

はコミュニティ内部から会社-のロイヤルティーが高い人材を採用する傾向が

見られた｡

国の文化は情報システムの倫理観にも影響を与えている｡例えば､ Husted

(2000)は個人主義の社会は海賊版のソフトウェアを利用する傾向が高いと指描

し た｡ shore et al. (2001) は 国 の 文 化 が 知 的 所 有 権(intellectual property rights)

に 与 え る 影 響 を 考 察 し､ Husted(2000) の 結 論 を 補 足 し た｡ 具 体 的 に は､ Shoreet

al.(2001)とHusted(2000)は共に個人主義の社会のほうが海賊版のソフトウェア

を利用する傾向が高いことを確認し､また､個人主義社会の人のほうが知的所

有権-の意識(awareness)が集団主義社会の人より強いことを確認した｡つま

り､個人主義社会の人は知的所有権を重視しているものの､ソフトウェアの知

的所有権-の侵害が普遍的だというパラドックス(paradox)が存在しているの

で あ る｡ ま た､ Milberg, Burke, Smith, and Kallman (1995) は 個 人 主 義 の 国 の 政 府

は集団主義の国の政府より､個人情報の保護-の重視が低いことを発見した｡

上記の研究から見れば､情報システムの倫理観は国の文化によって変化してお

り､ IT企業､特にグローバル企業のマネジャーは各国の様々な倫理観に対応す

るために､国の文化を分析し､経営戦略を定めることが必要だと考えられる｡

また､文化要因が情報技術の普及に与える影響は､多次元である｡すなわち､

文化は単一の次元で情報技術の普及を影響するのではなく､様々な側面で情報

技 術 の 普 及 に 影 響 を 与 え て い る(LeidnerandKayworth,2006)｡ 例 え ば､ 異 な る 国

の会社が同じ情報技術を採択しても､採択の目的は様々であり､その目的は各

国の文化的背景に関わっている｡したがって､文化的要因と情報技術の採択と

の関係を検討する際に､各国の国の文化の価値観が情報技術自体の価値観とマ

ッチングしているか否かを考察することが重要である｡

これまでの文化に関する研究は､主に価値観の部分に焦点を当てている

(Jackson,1995)｡それをベースに発展した国の文化のモデルは､単一次元モデル

(single dimension models)､ 多 次 元 モ デ ル(multiple dimensionmodels)､ 歴 史･

社 会 モ デ ル(historical-social models) の3 つ に 分 類 さ れ て い る(Morden, 1999)0

ま ず､ 単 一 次 元 モ デ ル に 関 す る 代 表 的 な 研 究 に つ い て､ HallandHall(1989) は
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異なる文化による時間の利用-の態度を単一次元的態度(polychronism)と多次

元 的 態 度(monochronism) に 分 類 し た｡ Hall(1989) は 人 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

における文化の類型を高コンテキスト(他人とコミュニケーションする際､潜

在的情報から物事を判断する傾向)と低コンテキスト(他人とコミュニケーシ

ョンする際､顕在的情報､特に定量化しやすい情報から物事を判断する傾向)

に分類した｡ Fukuyama(1995)は信頼と国の文化の関係を検討し､血縁関係をベ

ースとした低信頼の国の文化と血縁関係をベースとしない高信頼の国の文化と

いう2つに分けた｡

単一次元モデルを引用して国の文化を検討した先行研究においては､Halland

Hall (1989) と 　Hall (1989) の 分 類 方 法 が 数 多 く 用 い ら れ て い る｡ 例 え ば､ Hall

(1989) の 分 類 方 法 を 引 用 し た 研 究 と し て､ Calhoun,Teng,andCheon(2002) は､ ユ

ーザーが情報技術を利用する際､高コンテキストの国(e.g.,韓国)は低コンテ

キ ス ト の 国(e.g., ア メ リ カ) よ り､ 情 報 過 負 荷(infbrmationoverload) の 程 度 が

高いことを検証した｡そのため､高コンテキストの国のユーザーは､情報シス

テムから生み出された情報を十分に利用しないことがあり､特にシステムの情

報量が個人の吸収量の限界を上回る場合､利用しない傾向が強くなるという｡

ま た､ HallandHall(1989) の 分 類 方 法 を 引 用 し た 研 究 の 例 と し て､ Rose,Evaristo,

anStraub(2003) は､ ウ ェ ブ サ イ ト の デ ィ レ イ(delay) へ の 関 心 に つ い て､ 単 一 次 元

的態度を持っ国(e.g.,エジプト､ペルー)の人は多元的態度を持つ国(e.g.,アメ

リカ､フィンランド)の人より関心度が低いと指摘した｡

次に､多次元モデルに関する代表的な研究について､ Hofstede(2003)は文化の

概 念 を 権 威 主 義(power distance)､ 不 確 実 性 回 避(uncertainty avoidance)､ 個 人 主 義

一 集 団 主 義(individualism versus coHectivism)､ 男 性 ら し さ 一 女 性 ら し さ

(masculinity versus femininity)､ 長 期 志 向(long-term orientation) と い う5 つ の 次 元

に 分 類 し た｡ Trompenaars(1996) は 国 の 文 化 を 普 遍 主 義(universalism) と 特 殊 主

義(particularism)､ 感 性 的 関 係(affective relationship) と 中 立 的 関 係(neutral

relationship)､ 限 定 主 義(specificity) と 拡 散 主 義(diffuseness)､ 業 績 主 義

(achievement) と 帰 属 主 義(ascription)､ 内 部 統 制(internalcontrol) と 外 部 統

制(externalcontrol)､ と い う5 つ に 分 類 し た｡

また､ schwartz(1994)は､個人とグループの関係､責任のある社会的行動の履
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行､自然と社会における人類の役割という3つの基本的な社会的課題を取り上

げ､それらの課題を解決するための文化フレームワークを提出した｡具体的に､

彼 は 国 の 文 化 を 保 守 主 義(conservatism) ､ 認 知 の 自 主 性(intellectualautonomy) ､

感 情 の 自 主 性(affectiveautonomy) ､ 階 層(hierarchy) ､ 平 等 主 義(egalitarianism) ､

精 通(mastery)､ 協 調(harmony) と い う7 つ の 次 元 に 分 類 し た｡

Schwartz(1994) は こ れ ら7 つ の 文 化 フ レ ー ム ワ ー ク を 以 下 の よ う に 説 明 し て

いる｡第1に､保守主義は既存の秩序やグループの団結が破壊されないように､

現状の維持及び行動の抑制を強調している｡第2に､認知の自主性は人のアイ

デアや思考に焦点を当て､個人が自分の認知に従うことを提唱している｡第　3

に､感情の自主性は人の感情に焦点を当て､個人がポジティブな感情の体験を

追求することを提唱している｡第4に､階層社会では､社会階層の固定化と差

別化された資源の配分が最も重要である｡階層社会の中の人は決めたルールや

義務を遵守し､それを破ると制裁を受けることになる｡第5に､平等主義は道

徳上の平等を追求し､人々が利己的な考えを超えて､ある程度の利益を他人に

シェアリングすべきであるとされる｡第6に､精通という文化は､人々が個人

及びグループの利益を拡大するために､独断的に社会や自然環境を改造すべき

ことを提唱する｡第7に､協調文化は､ハーモニーな世界の創造を目指してい

る｡

最後の歴史･社会モデルに関する代表的な研究としては､ Bloom, Calori, and

DeWoot(1994) の ヨ 一 口･ マ ネ ジ メ ン ト･ モ デ ル やcragg(1996) の 東 南 ア ジ ア･

マネジメント･モデルなどが挙げられる｡それぞれの類型に関する代表的な研

究は図表5-2に示している｡

図表5-2　国の文化に関する各類型及び代表的研究

類 型 9Uﾉ4 侈Hｸb 文 化 の 次 元 ĀĀ

単 一 次 元 モ デ ル 陪ﾆﾆ 襯ﾆﾂ 塔 鋳 単 一 次 元 的 態 度- 多 元 的 態 度 ĀĀĀĀĀHall(1989) 俘(5(986X4ﾈ5rﾙ.5(986X4ﾈ5rĀĀĀĀ

Fukuyama(1995) 俘)ﾙx｢ﾙ.ﾙx｢ĀĀĀĀ

権威主義 
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多次元モデル 陪7FVFR2不確実性回避 個人主義-集団主義 男性らしさ-女性らしさ 長期志向 ĀĀĀĀĀTrompenaars(1996) 儿]X皦ｶﾙ<鈺皦ｶ>YI9ﾙrﾘ､I9ﾙrｫIｹ4亊hﾅrﾙ(izy4亊hﾅrﾌ.稲Xｶﾘｦx藕皦ｶｼi皦ｶﾘｴ韶XｶĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

Schwartz(1994) 僖i&ﾘ,ﾈ齪益ｲｫHﾈ齪益ｲ､ｹr[ﾙ9偃Xｶ｢ｺi+"ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

歴史.社会モデル ﾆﾖWFﾂ窿涛B7&vr涛bヨ-ロ.マネジメント.モデル 東南アジア.マネジメント.モデル ĀĀĀĀĀĀĀĀ

出 所) Myers and Tan (2003), p.6

これまでの国の文化に関する研究やモデルは多種多様であるが､情報システ

ム領域で､国の文化を検討した研究は主にHofstede (2003)の5つの文化次元モ

デ ル を 引 用 し て い る(Myers andTan, 2003)｡ 以 下､ Hofstede (2003) の 各 文 化 的 次

元(i.e.,権威主義､不確実性回避､個人主義一集団主義､男性らしさ-女性ら

しさ､長期志向)を詳しく説明する｡

Hofstede(2003)によれば､権威主義とは､社会のメンバーが組織内の不平等な

権力配分をどのように受け入れるかを表す次元である｡例えばアメリカ､カナ

ダ､ドイツのような低権威主義の国では､人々は権力者に従うよりも平等な権

力を追求している｡権威主義と情報技術の採択との関係について､先行研究で

は 対 立 的 な 見 解 が 存 在 し て い る｡ 例 え ば､ vreede, Jones, and Mgaya(1998) は､

権 威 主 義 は グ ル ー プ 支 援 シ ス テ ム(group support system) と い う 情 報 技 術 の 採
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択に正の影響を与えると指摘した｡その原因は､高権威主義の環境では､部下

が 上 司 の 決 定 に 追 従 す る か ら で あ る｡ し か し､ HasanandDitsa(1999) は､ 低 権 威

主義の環境では､部下が常に上司にIT情報を報告するため､情報技術の普及を

促進することになると指摘した｡

個人主義一集団主義とは､個人と他人の関係を表す次元である(Hofstede,

2003)｡個人主義の社会では､メンバー間のインターアクションが集団主義の社

会 よ り 少 な く､ 準 拠 集 団 か ら の 影 響 が 弱 い(PookulangaraandKoesler, 2011)｡ 例

えば個人主義の国(e.g.,アメリカ､カナダ､ドイツ)では､個人による意思決定

が重要であり､集団の利益を考えるよりも､自分の利益を優先的に考えている

(Hofstede, 2003)0 ChoILeeandGreen(1991) に よ れ ば､ 集 団 主 義 者 は 社 会 性 が 強

く､他人のオピニオンを参考にしながら意思決定を行う傾向があるとされてい

る｡ Hofstede(2003) に よ れ ば､ 中 国､ 日 本､ 韓 国 と い う3 つ の 国 は 共 に 儒 教 文 化

を有しているため､集団主義の傾向が強くなるという｡

不確実性回避とは､社会のメンバーが環境による不確実性にどのように適応

するかを表す次元である(Hofstede,2003)｡不確実性回避の程度が高い社会では､

メンバーは常に日常生活でリスクを感じている｡それに対して､不確実性回避

の低い社会では､メンバーが生活の中の不確実さを受け入れやすいという

(Yaveroglu andDonthu, 2002)o　例えば日本の社会は不確実性回避の傾向が強く､

人々はリスクの軽減や安全性の強化などを重視している(Hofstede, 2003)｡不確

実性回避が新しい情報技術の普及に与える影響について､多くの研究は､情報

技術自体にリスクが存在するため､そのリスクによる不確実性に適応できない

人は新しい情報技術を採択しないという結果を示している｡例えば､ png,Tan,

and Wee(2001) は､ 23 ヶ 国 の153 種 類 に わ た る ビ ジ ネ ス を 考 察 し た 上 で､ 不 確

実性回避が高い国の経営者はフレームリレー(ェラー訂正､確認応答､再送制

御等を行わないため高速なデータ伝送技術)を採択する傾向が低いと述べてい

る｡ Thatcher, Stepina, Srite,andLiu(2003) は 大 学 生 グ ル ー プ に 対 し て 新 し い 情 報

技術の採択に関する考察を行った｡その結果､不確実性回避が高い国の学生は

新 技 術- の 使 用 意 欲 が 低 い と い う｡ HasanandDitsa(1999) は 中 東､ ア フ リ カ､ オ

ーストラリアにある10組織に対する考察の結果として､不確実性回避が高い

国の組織は新しい情報技術-の採択傾向が低いことを示した｡上記の研究を通
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して､個人や組織による不確実性回避が高くなれば､新しい情報技術を採択す

る意欲が低くなると考えられる｡

しかしながら､不確実性回避と新しい情報技術の採択との間の関係は必ずし

も 上 記 の 結 果 と は な ら な い こ と も あ る｡ 例 え ば､ Galliers, Madon, and Rashid

(1998)はパキスタンの公共部門による新しい情報技術の採択-の態度を考察し

たが､公共部門の不確実性回避は低いにもかかわらず､採択の意欲が低いとい

う結果を示している｡その原因は､公共部門の管理層は新しい情報技術-の関

心が低いためであると考えられる｡したがって､不確実性回避と新しい情報技

術の採択の関係を捉える際に､ a.不確実性回避の増加は新技術の採択を阻害す

るという採択行動による解釈とb.人間や組織は新技術による不確実性を低減す

るために､実際のニーズを考慮しながら､採択前に新技術の重要度を判断する

という情報認識による解釈､という2つの側面から解釈することができる｡

男性らしさ-女性らしさとは､ 1つの社会が女性の価値よりも男性の価値を

より重視する程度である(Hofstede,2003)｡男性らしさ-女性らしさの次元につ

いて､ l　つの社会が主に物質的成功や自己主張を追求すれば､男性化の特徴を

有しているとされ､ 1つの社会が主に生活の質や人間関係を追求すれば､女性

化 の 特 徴 を 有 し て い る と さ れ る(Hofstede,2003)0

最後の長期志向とは､ l　つの社会が保守的かつ短期的視点より､実務的かつ

長期的な視点を重視する程度である(Hofstede,2003)｡長期志向の高い社会では､

メンバーが長期的な目標を設置する傾向がある｡一方､長期志向の低い社会で

は､メンバーが短期的な利益をより重視しており､新しいもの(e.g.,新しい技術

や商品など)を追求しながら､物質主義的な消費プロセスも重視している(Dwyer,

Mesak, and Hsu, 2005)0

次の節では､国の文化が中国の消費者によるB2C･ECサイトの採択行動に与

える影響を考察するために､これまで国の文化を検討した研究において最も多

く 用 い ら れ て い る 　Hofstede(2003) の 　5 　 つ の 文 化 次 元 モ デ ル を 用 い､ 前 章 の

UTAUT2モデルの各要因と併せて仮説モデルを構築していく｡

3.消費者の国の文化とB2C･ECサイトの採択に関する仮説

多くの研究から､国の文化が人間の様々な意思決定に影響を与えることが検

181



証 さ れ て い る(e.g.,Henry, 1976; Radford, Mann, Ohta, and Nakane, 1993; Tse, Lee,

vertinsky, and Wehrung, 1988). Segall, Lonner, and Berry (1998) は､ 文 化 は 人 の 行

動及び心理的プロセスの前提であると指摘している｡また､ Radfbrdetal.(1993)

では､文化は人の個性や物事-の対処に影響するだけではなく､人の意思決定

にも影響を与えると述べられている｡以下では国の文化が消費者による82C･

ECサイトの採択行動に与える影響に関する仮説を提出したい｡

(1)権威主義とB2C･ECサイトの採択に関する仮説

権威主義は､社会的影響と行動意図の関係に影響を与えている｡具体的には､

社 会 的 影 響 は 主 に 追 従(Compliance) ､ 識 別(identification) ､ 内 在 化(internalization)

という3つのプロセスを通して人々に影響を与えている(Kelman,1958)｡この追

従段階において､個人は報酬の獲得及び罰の回避という目的を達成するために､

他人や社会集団に追従することがある(Ryan et a1., 2011)｡高権威主義の価値観

を有する環境では､部下は上司のオピニオンに追従し､それを反対しない傾向

がある(Hofstede, 1984)｡また､高権威主義の価値観を持つ人は意思決定の主導

権を上司に任せて､自分は上司の指示に追従する傾向が強い｡このような依存

性から見れば､高権威主義者は低権威主義者より､社会的影響を参照して自分

の行動意図を決定する傾向が強い｡したがって以下の仮説を導くことができる｡

Hl.消費者の権威主義が強ければ強いほど､社会的影響と行動意図との関係が

強くなる.すなわち､社会的影響と　B2C･ECサイト-の行動(利用)意固と

の関係には､権威主義によるポジティブな調節効果が存在している｡

高権威主義社会では､人々が地位や収入などで区別され､目下の人は目上の

人に対して無条件に追従している｡それに対して､権威主義が弱い社会では､

高権威主義によるリスクを軽減させるために､人々は互いに平等で相互に依存

している｡すなわち､低権威主義社会は高権威主義社会よりも､他人-の信頼

度が高い｡また､ B2C･ECサイトの使用について､高権威主義社会の消費者は

低 権 威 主 義 社 会 の 消 費 者 よ り､ E- ベ ン ダ- の 疑 い が 強 い(A トqudah and Ahmad,

2014)｡したがって､以下の仮説を提起することができる｡
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H2.消費者の権威主義が強ければ強いほど､信頼と行動意図との関係が弱くな

る｡ す な わ ち､ 信 頼 と 　B2C･EC サ イ ト- の 行 動( 利 用) 意 図 と の 関 係 に は､

権威主義によるネガティブな調節効果が存在している｡

(2)不確実性回避とB2C･ECサイトの採択に関する仮説

Dawar,Parker,andPrice(1996) に よ れ ば､ 不 確 実 性 回 避 の 傾 向 が 強 い 社 会 の メ

ンバーは不確実なこと-の受容度が低いため､新しい発想や行動-の信頼度も

低くなる｡それに対して､不確実性回避の傾向が弱い社会のメンバーは新鮮な

も の- の 好 奇 心 が 強 く､ 開 放 的 な 態 度 を 持 っ て い る(Hofstede,2003;Roth, 1995)0

不確実性回避は人の新たな変化-の受容度に影響しており､不確実性回避の

傾 向 が 強 く な る と､ 変 化- の 抵 抗 が 強 く な る と い う(Kale and Barnes, 1992)0

B2C･ECサイトの出現は従来の商取引からの変化であり､B2C･ECサイトを普

及させるためには人々がこの変化に適応することが必要となる｡そのため､

B2C･ECサイトの普及プロセスにおいて､不確実性回避の傾向が強い人は変化

-の抵抗感があるため､ B2C･ECサイト-の受容度が不確実性回避の傾向が弱

い 人 よ り 低 く な る(Lim,Leung,Sia,andLee,2004)｡ 以 上 の 論 述 を 通 し て､ 不 確

実性回避は　B2C･EC　サイトの採択意図にネガティブな影響を与えていると考

えられる｡

不確実性回避が強い環境では､人は常に不確実な状況を感じている｡この感

覚の由来は､人が組織､団体､関係のルールを用いる際､物事-の予測が正確

で は な い 時 に 蓄 積 さ れ る ス ト レ ス や 不 安 に よ る も の で あ る(Hofstede, 1984)0

Rockeach(1960)によれば､人は周りの社会環境を利用し､知覚された不確実性

の軽減や合理的な行動の採択を行うという｡そのため､社会的影響は情報技術

による不確実性の減少や情報技術の利用に関する意思決定に役立っている

(RobertoEvaristo, 1998)｡ 知 覚 さ れ た 不 確 実 性 の 減 少 に は 主 に2 つ の 手 段 が あ る｡

1つは､人が周りの重要な他者や友達からの意見を参照しながら不確実性を減

少させるものであり､もう1つは､上司や同僚からの規範を参照しながら不確

実性を減少させるものである｡

不確実性回避､社会的影響､行動意図という3者の関係について､ Sorrentino
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andShort(1986) は､ 人 に よ る 不 確 実 性- の 対 応 を2 つ の 類 型 に 分 け た｡ 1 つ は

不 確 実 性 志 向(uncertainty-oriented) ( 不 確 実 な こ と が あ れ ば､ モ チ ベ ー シ ョ ン

は 高 く な る) で あ り､ も うl つ は 確 実 性 志 向(certainty-oriented) ( 不 確 実 な こ

とがなければ､モチベーションは高くなる｡したがって､出来る限り不確実な

ことを回避する)である｡情報処理の際に､不確実性志向を持つ人は収集され

た情報と自分の認知を合わせて意思決定を行っており､ヒューリスティック情

報(heuristiccues) を あ ま り 参 照 し な い と い う 特 徴 が あ る(e.g., 他 人 の 意 見 を

開かずに自分なりの判断を行う)｡一方､確実性志向を持つ人は自分の認知によ

って意思決定を行うより　もヒューリスティ　ック情報-の依存性が高い

(Sorrentino, Bobocel, Gitta, 01son, andHewitt, 1988)｡ 上 記 の 先 行 研 究 か ら 見 れ ば､

強い不確実性回避の傾向を持つ人は確実性志向を持っており､不確実性回避の

傾向が弱い人は不確実性志向を持っている｡また､社会的影響-の依存度につ

いて､不確実性回避の強い人は不確実性回避の弱い人より高い｡したがって､

以下の仮説を導くことができる｡

H3.消費者による不確実性回避の傾向が強ければ強いほど､社会的影響と行動

意図との関係が強くなる.すなわち､社会的影響と　B2C･ECサイト-の行動

(利用)意図との関係には､不確実性回避によるポジティブな調節効果が存在

している｡

不確実性回避､信頼､人の行動意図という3者の関係について､不確実性回

避の傾向が強い社会においては､人々は不明確･不明瞭な状況を好まないとい

う 特 徴 が あ る｡ NathandMurthy(2004) は､ 不 確 実 性 回 避 の 傾 向 が 強 い 人 は イ ン

タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 意 欲 が 低 い と 指 摘 し て い る｡ Jarvenpaa, Tractinsky, and

Saarinen (1999)は､消費者による不確実性回避は知覚されたリスクの増加に関

連 し て お り､ さ ら にB2C･EC サ イ ト の 採 択 行 動 に 影 響 す る と 指 摘 し た｡ Limet

al.(2004)は､不確実性回避の強い消費者に対して､ E-ベンダは消費者との信頼

関係の構築や取引リスクによる不安の軽減が非常に重要であると述べた｡さら

に､ Stewart(1999)は消費者によるE-ベンダ-の信頼とオンライン購買意図との

関係を考察した｡その結果､消費者はE-ベンダとの信頼関係を重視しているか
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ら､未知のE-ベンダとの取引に関してはリスクがあるため､取引意欲が低いと

示した｡上記の研究を踏まえて､以下の仮説を導出することができる0

Ⅱ4.消費者による不確実性回避の傾向が強ければ強いほど､信頼と行動意図と

の 関 係 が 弱 く な る｡ す な わ ち､ 信 頼 と 　B2C･EC サ イ ト- の 行 動( 利 用) 意 図

との関係には､不確実性回避によるネガティブな調節効果が存在している｡

(3)個人主義一集団主義とB2C･ECサイトの採択に関する仮説

個人主義一集団主義は個人間の杵の強弱を表す文化的要因である(Hoecklin,

1995)｡ Yeniyurt and Townsend (2003) に よ れ ば､ 個 人 主 義 一 集 団 主 義 は､ 文 化 に

関する研究で最も広範に使われている文化的次元である｡なぜなら､個人主義

一集団主義は､人間関係を検討するだけではなく､人の行動にも影響している

か ら で あ る(Toffoli, 1997)0

多くの研究は個人主義一集団主義と社会的影響との関係を検討している｡例

え ば､ Radford,Mann,Ohta,andNakane(1991) に よ れ ば､ 個 人 主 義 一 集 団 主 義 は､

人 の 主 観 的 規 範(subjectivenorm) や 追 従(Compliance) に 影 響 を 与 え て い る と

い う｡ ま た､ HuiandTriandis(1986) とSteenkamp,Hofstede,andWedel(1999) は､

集団主義者が意思決定を行う際､社会的プレッシャー(socialpressure)を感じ

やすいと述べている｡すなわち､集団主義者は自分自身で意思決定を行うより

も他人の意見を参照しながら､意思決定を行う傾向がある｡それに対して､個

人主義者は､個人の目標を優先的に考慮し､他人の意見にあまり依存しないと

い う 特 徴 が あ る(Steenkamp et a1., 1999)0

個人主義を有する人の特徴は､個人の目標がその人の行動に主な影響を与え

ており､一方､集団主義を有する人の特徴は､集団の目標がその人の行動に主

として影響している(Triandis,1990)｡個人の目標と集団の目標が一致しない時､

個人主義者は集団の目標を放棄し､自分の目標を追求するという傾向がある｡

す な わ ち､ 個 人 主 義 者 は 集 団 主 義 者 よ り 独 立 性 が 高 い(Redding and Baldwin,

1991)｡個人主義文化の特徴は､個人が社会と分離しており､社会グループとの

関係や集団での地位より､自分の目標や成功を優先的に考えることである

(Hofstede, 1984)0 BondandSmith(1996) の メ タ 分 析 に よ れ ば､ 個 人 主 義 者 よ り も
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集団主義者のほうが一致性(Confわrmity)の水準が高くなっており､集団主義者

よりも個人主義者のほうが個人能動性(individualinitiative)の水準が高いとい

う｡

Triandis (1989)は､社会的影響と個人主義一集団主義の関係を検討した｡彼の

研究によれば､個人は真実な自己(privateself)､周りの重要な他者の目線での

自 己(publicself)､ 社 会 的 他 者 の 目 線 で の 自 己(collectiveself) と い う3 つ の 側

面を持っているという｡特に､個人主義者は自己なりの目標､信念､価値観を

持っているため､真実な自己が集団主義者より複雑である(SriteandKarahanna,

2006)｡それに対して､集団主義者の社会的他者の目線での自己は､個人主義者

より複雑である｡具体的に言えば､集団主義者は他者に対して､社会的他者の

目線下の自己をアピールする時､自己が所属しているグループの規範､価値観

及び信念を積極的に表す傾向がある(Hui andTriandis, 1985)0

それに心理学では自己(self)という概念は非常に重要であり､人々の知覚､

記憶､感情､動機､意識など様々な要因に影響を与えている(Kihlstrom, Klein,

wyer,andSrull,1994)｡ 自 己 の 類 型 と し て は 主 に 独 立 的 自 己(independent) と 相

互 依 存 的 自 己(interdependentconstrual) と い う2 つ に 分 け ら れ る｡ 独 立 的 自 己

は自分の内的偏好､権益､信念､目標に集中し､相互依存的自己は自分の目標

を達成するよりも､他人-の帰属や適応によって他人の目標の実現を促進する

(BondandSmith, 1996;H.R.MarkusandKitayama, 1991)｡ 自 己 と 行 動 と の 関 係 に

つ い て､ JordanandSurrey(1986) に よ れ ば､ 人 は 自 分 の 人 格(personalqualities)

によって行動を決めるよりも､社会的規範を考えた上で行動を決めるという｡

ここで個人主義者と集団主義者の区別に関して､個人主義者は主に自分の態度

に沿って行動を決めており､集団主義者と比べて社会的規範-の関心が低い｡

以上の論述を参考に､以下の仮説を提起する｡

H5.消費者の集団主義が強ければ強いほど､社会的影響と行動意図との関係が

強 く な る｡ す な わ ち､ 社 会 的 影 響 と 　B2C･EC サ イ ト- の 行 動( 利 用) 意 固 と

の関係には､集団主義によるポジティブな調節効果が存在している｡

個人主義一集団主義と信頼との関係については､文化的規範(culturalnorms)
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からの影響を受けているため､集団主義社会のメンバーは互いに依存し､グル

ープ間の移動を控えている｡そのため､個人主義社会のメンバーよりも集団主

義 社 会 の メ ン バ ー は 他 人- の 信 頼 傾 向 が 強 い(Doneyeta1.,1998)｡ し か し な が ら､

他の研究から見ると､個人主義一集団主義と信頼の関係はそれほど単純ではな

い｡ 例 え ば､ weberandHsee(1998) は 中 国､ ア メ リ カ､ ド イ ツ､ ポ ー ラ ン ド の 集

団主義の消費者を対象として､金融サービスの購買行動を考察した｡その結果､

アメリカ､ドイツ､ポーランドの消費者と異なり､中国の消費者は金融サービ

ス-の投資において､より冒険的である｡なぜなら､中国では集団主義がクッ

ションのように､個人主義からもたらされるネガティブな効果を低減させると

い う 機 能 を 果 た し て い る か ら で あ る｡ ま た､ 幾 つ か の 研 究(e.g.,Yamagishi and

Yamagishi, 1994;Yong-HakandJaesok, 1998) に よ る と､ 個 人 主 義 者 に よ る 社 会 内

部のメンバーに対する信頼度は集団主義者より低いが､社会外部のメンバーに

対する信頼度は集団主義者より高いことが検証された｡例えば､ Yong-Hakand

Jaesok(1998)は個人主義者(調査対象:アメリカ)と集団主義者(調査対象:韓

国)に対して､他の国及び民族-の信頼度を考察した｡その結果､アメリカの

調 査 対 象 者( 他 の 国- の 信 頼:57%､ 他 の 民 族- の 信 頼:59%) は 韓 国 の 調 査

対 象 者( 他 の 国- の 信 頼:18%､ 他 の 民 族- の 信 頼:23%) よ り､ 社 会 外 部 の

メンバーに対する信頼度が高いことが示された｡ B2C電子商取引の場合､強い

法律上の保障がなければ､集団主義の消費者は個人主義の消費者よりも知覚リ

ス ク が 高 く な り､ 取 引 意 欲 が 低 く な る(Jarvenpaa et a1., 1999)0 Yamagishi and

Yamagishi(1994)は､集団主義の消費者よりも個人主義の消費者のほうがオンラ

イン取引-の信頼度が高いと指摘した｡したがって､以下の仮説が導出される｡

H6.消費者の集団主義候向が強ければ強いほど､信頼と行動意図との関係が弱

く な る｡ す な わ ち､ 信 頼 と 　B2C･EC サ イ ト- の 行 動( 利 用) 意 図 と の 関 係 に

は､集団主義によるネガティブな調節効果が存在している｡

(4)男性らしさ一女性らしさとB2C･ECサイトの採択に関する仮説

男性らしさは仕事の目標(収入の増加､他人からの承認､昇進､挑戦､仕事

中心)､自信､物質的成功という価値観を表しており､女性らしさは生活の質(他
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人との協力､安定した仕事､友好的な雰囲気など)､保育､謙遜という価値観を

表している(Hofstede, 2003)o　他の男女の特徴を測定するための理論に関して､

BSRI (BemSexRolelnventory) に よ る 性 別 役 割 タ イ プ の 分 類 法 とpAq (Personal

Attributes ( 〕uestionnaire) に よ る 性 別 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 測 定 尺 度 な ど が あ る

(Ben, 1981; Spence and Helmreich, 1979)0

男性らしさ-女性らしさは社会･文化的性別特徴であり､生物学的･生理的

性別と区分されている｡そのため､男性､女性共に自分の生理的性別に反する

価値観(e.g.,男性が保育という女性らしさの価値観を持っているケース)を有

す る 可 能 性 が あ る(Ben, 1981)0

これまで情報システム領域の研究では､性別要因と情報技術の採択との関係

が 幅 広 く 検 討 さ れ た(e.g.,Gefen, 1997; Venkatesh et al., 2003; Venkatesh et a1.,

2012)｡これらの研究の問題点としては､生理的性別だけを用いて考察を行って

い る こ と で あ る｡ 実 際､ venkatesh etal. (2003) は､ 生 理 的 性 別(biological sex)

を 用 い る こ と よ り も､ 今 後 の 研 究 に お い て 心 理 的 性 別(psychologicalgender) に

焦点を当てることを提唱した｡

人による情報技術に対するパフォーマンス期待は目標の実現と関連しており､

こ れ は 男 性 ら し さ と い う 価 値 観 を 反 映 し て い る(Venkatesh, Morris, and

Ackerman, 2000; Venkatesh, Morris, Sykes, andAckerman, 2004)｡ ま た､ Taylor and

Hall (1982)は､人が新しい情報技術を使用する意図は手段的信念(instrumental

beliefs)に強く影響され､この信念は男性らしさに属しているため､男性らし

さを有する人は女性らしさを有する人よりも新しい情報技術を使用する意図が

強いと指摘した｡

男性らしさが強い人は物質的なものを追求する傾向があるため､新しい製品

や情報技術を使用すれば､成功の1つの象徴となりうる(ⅥniyurtandTownsend,

2003)｡また､新しい製品や情報技術の使用はある程度､人の社会的地位を反映

し て い る(Rogers,2010)｡ し た が っ て､ 男 性 ら し さ はB2C･EC サ イ ト の 採 択 意

図にポジティブな影響を与えていると考えられる｡

男性らしさ-女性らしさは､社会的影響と情報技術の使用意図の関係にも影

響を与えている｡なぜなら､女性らしさの価値観を持つ人は男性らしさの価値

観 を 持 つ 人 よ り も､ 人 間 関 係､ 協 力､ 人 の 和(interpersonalharmony) を よ り 重
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視しているからである(Hofstede, 2003)o　女性らしさの価値観を持っ人は仲の良

い人間関係を構築するために､他人に対する優れたコミュニケーション能力､

関心及び依頼によって､大きな社会的影響力を果たしている(Venkatesh et a1.,

2004)｡また､女性らしさの価値観を持つ人は男性らしさの価値観を持っ人より

も､人間関係などの社会的プレッシャー-の適応度が優れており､他人からの

ア ド バ イ ス や 意 見 も 受 け 入 れ や す い(Ben, 1981; Roberts, 1991)0 Venkateshetal.

(2004)は人による情報技術の採択に関する実証研究を行い､その結果､社会的

規範が情報技術の利用意図に与える影響について､女性らしさを有する調査対

象はその影響が顕著であり､男性らしさを有する調査対象はその影響が顕著で

はなかったとしている｡したがって以下の仮説を提起することができる｡

H7.消費者の男性らしさが強ければ強いほど､社会的影響と行動意図との関係

が弱くなる｡すなわち､社会的影響と　B2C･ECサイト-の行動(利用)意図

との関係には､男性らしさによるネガティブな調節効果が存在している｡

男 性 ら し さ の 特 徴 は タ ス ク 志 向(taskoriented) と 自 我 の 強 化(egoenhancing)

で あ り､ 女 性 ら し さ の 特 徴 は 関 係 志 向(relationshiporiented) と 社 会 的 関 与(social

involvement) で あ る(Hofstede,2003)｡ 人 が 新 し い 情 報 技 術 を う ま く 使 え る よ う

になるには､ある程度の学習が必要である｡学習自体は挑戦的かつ競争的な特

徴を有しているため､男性的な人は女性的な人より学習を克服する意欲が高く

なる(Afzal,2010)｡また､新しい情報技術を利用することによって､達成感も感

じ て お り､ こ の 達 成 感 は パ フ ォ ー マ ン ス 期 待 と 関 わ っ て い る(Srite and

Karahanna,2006)｡ し た が っ て､ 男 性 的 な 人 は 女 性 的 な 人 よ り も､ 新 し い 情 報 技

術に対するパフォーマンス期待を高く評価しており､採択意図も高くなると考

えられる｡以上の論述を通して､以下の仮説を導くことができる｡

H8.消費者の男性らしさが強ければ強いほど､パフォーマンス期待と行動意図

と の 関 係 が 強 く な る｡ す な わ ち､ パ フ ォ ー マ ン ス 期 待 と 　B2C･EC サ イ ト- の

行動(利用)意図との関係には､男性らしさによるポジティブな調節効果が存

在している｡
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男 性 ら し さ- 女 性 ら し さ と 努 力 期 待 と の 関 係 に つ い て､ Srite and Karahanna

(2006)は､情報技術の使いやすさに対する期待は目標の達成よりも､リラック

スかつ快適な使用環境を追求していると指摘した｡また､ venkateshetal.(2000)

によれば､情報技術の開発者は女性的な価値観を持つ人のニーズを満たすため

に､情報技術の使いやすさをより重要視している｡したがって､女性的な価値

観を持つ人は男性的な価値観を持つ人よりも､情報技術-の努力期待をより重

視している｡以上の議論を通して､以下の仮説が導出される｡

H9.消費者による男性らしさが強ければ強いほど､努力期待と行動意図との関

係が弱くなる｡すなわち､努力期待と　B2C･ECサイト-の行動(利用)意図

との関係には､男性らしさによるネガティブな調節効果が存在している｡

(5)長期志向とB2C･ECサイトの採択に関する仮説

長期志向的な社会では､人々は長期的な利益を追求するために､忍耐力と節

約が良い資質であると見なしている｡それに対して､非長期志向的な社会では､

人々は短期的な快楽や他人からの称賛を追求する傾向がある｡長期志向が強い

社会は長期志向が弱い社会よりも､他人との信頼関係の構築をより重視してい

る(Yoon,2009)｡また､長期志向が強い人は､新しい情報技術を採択しようとし

ているにも関わらず､すぐにその情報技術を採択する可能性が低い(Huang,Choi,

andChengalu トSmith,2010)｡ し た が っ て､ 以 下 の 仮 説 を 導 く こ と が で き る｡

HIO.消費者の長期志向が強ければ強いほど､B2C･ECサイトに対する信頼と行

動意図との関係が強くなる.すなわち､ B2C･EC　サイトに対する信頼と行動

(利用)意図との関係には､長期志向によるポジティブな調節効果が存在して

いる｡

Hll.消費者の長期志向が強ければ強いほど､ B2C･ECサイトに対する行動意図

と実際の使用との関係が弱くなるoすなわち､B2C･ECサイト-の行動(利用)

意図と実際の使用との関係には､長期志向によるネガティブな調飾効果が存在
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している｡

本章における仮説モデルは図表5-3に示している｡

図表5-3　本章の仮説モデル

丁2

H5 　 　H6 　H7 　 　H8 　H9 　 　 　HIO Hll

ど⊃'おきも
注1 : 太 線 はHofstede (2003) の5 つ の 国 の 文 化 要 因 がUTAUT2 モ デ ル の 各 変 数-

の調節効果を表す｡その中､実線はポジティブな調節効果であり､点線はネガティ
ブな調節効果である｡
注2 : EE は 努 力 期 待(effortexpectancy)､ TR は 信 頼(trust)､ sc は セ キ ュ リ テ ィ

(security)､ PE は パ フ ォ ー マ ン ス 期 待(performancee 叩eCtanCy)､ FC は 促 進 条 件

(facilitatingconditions)､ HB は 習 慣(habit)､ SI は 社 会 的 影 響(socialinfluence)､

BI は 行 動 意 図(behavioral intention)､ tJSE は 使 用 行 動(use behavior)､ PV は 価

格 価 値(price value)､ HM は 快 楽 的 動 機(hedonic motivation)､ PD は 権 威 主 義

(powerdistaACe)､ UA は 不 確 実 性 回 避(uncertaintyavoidance)､ IC は 個 人 主 義 一

集 団 主 義(jJldivjdtJaJism versus coJJectivism)､ MF 　 は 男 性 ら し さ 一 女 性 ら し さ

(masculinityversus femininity)､ LTO は 長 期 志 向(long-term orieJ)tation) で あ る｡

出所)筆者作成
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4.仮説の検証

(1)調査設計

国の文化が中国の消費者による　B2C･EC　サイトの採択行動に与える影響を

考察するために､中国のオンラインB2C小売市場でトップとなっているTmall

サイト(tmall.com)の消費者に対してインターネット調査を行った｡この調査

はマクロミルという調査会社に依頼して調査対象の回答を収集した｡調査対象

を抽出する際､スクリーニング調査を行い､直近1年以内にTmallサイトを利

用した消費者のみを対象とした(商品購入の有無は問わない)｡また､国の文化

に関する質問項目には､仕事場に関する質問項目が存在するため､調査対象を

抽出する際に､無職､学生､専業主婦･夫の対象を除外した｡インターネット

調 査 の 実 施 期 間 は2017 年10 月 　23 　 日 ～11 月1 日 で あ る｡ そ の 結 果､ 532 票 の

回答のうち､ 479票の有効回答が得られた｡回答者のデモグラフィックデータ

は､ 図 表5-4 に 示 さ れ る｡

図表5-4調査対象のデモグラフィックデータ

属 性  凩 霰 回 答 数 ( N )  乖 H ﾘ r ３ Ā Ā

性 別  ｩ ｲ 2 4 9  鉄 " R Ā Ā Ā Ā

女 性  3 4 8 %  Ā Ā Ā

地 域  冉 ｸ ｹ 韈 2 2 4  迭 R Ā Ā Ā Ā

夫 津 市  b 3 . 3 4 %  Ā Ā

上 海 市  B 5 . 0 1 %  Ā Ā

重 慶 市  r 3 . 5 5 %  Ā Ā

河 北 省  r 3 . 5 5 %  Ā Ā

山 西 省  B 2 . 9 2 %  Ā Ā

遼 寧 省  r 3 . 5 5 %  Ā Ā

吉 林 省  2 2 . 7 1 %  Ā Ā

黒 龍 江 省  b 3 . 3 4 %  Ā Ā

江 蘇 省  R 3 . 1 3 %  Ā Ā

漸 江 省  b 3 . 3 4 %  Ā Ā

安 徽 省  B 2 . 9 2 %  Ā Ā

福 建 省  b 3 . 3 4 %  Ā Ā
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江 西 省  2 2 . 7 1 %  Ā Ā

山 京 省  R 3 . 1 3 %  Ā Ā

河 南 省  湯 1 . 8 8 %  Ā

湖 北 省  R 3 . 1 3 %  Ā Ā

湖 南 省  r 3 . 5 5 %  Ā Ā

広 東 省  2 4 . 8 0 %  Ā Ā

海 南 省  r 3 . 5 5 %  Ā Ā

四 川 省  b 3 . 3 4 %  Ā Ā

貴 州 省  r 3 . 5 5 %  Ā Ā

雲 南 省  b 3 . 3 4 %  Ā Ā

陳 西 省  R 3 . 1 3 %  Ā Ā

甘 粛 省  R 3 . 1 3 %  Ā Ā

青 海 省  釘 0 . 8 4 0 / o  Ā

｢ 西 壮 族 自 治 区 r3.55% ĀĀ

内 蒙 古 自 治 区  湯 1 . 8 8 %  Ā

西 藤 自 治 区  r 3 . 5 5 %  Ā Ā

寧 夏 回 族 自 治 区 2.09% ĀĀĀ

新 彊 ウ イ グ ル 自 治 区 ｳR3.13% ĀĀ

職 業  佰 i k 蹴 6 9  B 紊 R Ā Ā Ā Ā Ā

経 営 者 . 役 員  免 2 1 . 0 9 %  Ā Ā

会 社 員( 事 務 系) c254.91% ĀĀ

自 営 業  3 . 7 6 %  Ā Ā

自 由 業  b 5 . 4 3 %  Ā Ā

パ ー ト. ア ノ レ バ イ ト 0.42% ĀĀ

Tma11 サ イ ト の 利 用 期 間 ｨｼh 益Wr 餮bll RĀĀĀĀĀĀ

( ア プ リ の 利 用 は 除 き )  冖 9 R 7  白 紊 b R Ā Ā Ā

学 生  鉄 R l l . 4 8 %  Ā

半 年 未 満  S 3 1 . 3 2 %  Ā Ā Ā

半 年 ～1 年 未 満 Sb53.44% ĀĀ

総 計  D 9 D 駛 ) i 4 7 9  R Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

出所)筆者作成
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(2)測定尺度

国の文化に関する5つの構成概念(i.e.,権威主義､不確実性回避､個人主義

一集団主義､男性らしさ一女性らしさ､長期志向)については､先行研究にお

いて十分に信頼性や妥当性が確認されている測定尺度が存在しているため､本

調査はそれらの尺度を引用した｡具体的には､権威主義､不確実性回避､個人

主 義 一 集 団 主 義､ 男 性 ら し さ の 質 問 項 目 はSrite and Karahanna (2006) に よ る 測

定尺度を参照して作成した｡長期志向の質問項目はYoon(2009)による測定尺度

を参照した｡また､パフォーマンス期待､努力期待､社会的影響､促進条件､

快楽的動機､価格価値､習慣､行動意図､実際の行動､信頼､セキュリティと

いう11個の測定尺度は前章の測定尺度をそのまま引用した｡全ての測定尺度

は1 (全く同意しない) ～5 (非常に同意できる)という5ポイントのリッカー

ト尺度を用いた｡国の文化に関する具体的な質問項目は図表5-5に示している｡

(3) コ モ ン･ メ ソ ッ ド･ バ イ ア ス

コモン･メソッド･バイアスはハーマンの単一因子検定を用いて検討した｡

ハーマンの単一因子検定では､前章によるIl個の構成概念と国の文化による5

つの構成概念､合計16個の構成概念(質問項目の合計数-72)を用いて､固有

値1以上の因子抽出を条件とした主因子法による探索的因子分析(回転なし)

を行った｡その結果､2つ以上の因子が抽出され､また第一因子の寄与率は50%

以 下 に な っ た た め(38.75%)､ コ モ ン･ メ ソ ッ ド･ バ イ ア ス は 問 題 と な ら な い こ

と が 示 さ れ た(podsakoffet a1., 2003)0
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(4)測定尺度の妥当性と信頼性

本章では国の文化を新たな要素として中国の消費者による　B2C･EC　サイト

の採択行動に取り入れるため､理論探索型のSmartPLS (バージョン3.2.7)とい

うソフトウェアを用いて仮説モデルの検証を行っていく｡仮説モデルを検証す

る 際 に､ AndersonandGerbing(1988) の2 ス テ ッ プ･ ア プ ロ ー チ に 基 づ き, 仮 説 の

検証に先立って構成概念の測定尺度の妥当性と信頼性を検討した｡

まず､構成概念の妥当性とは､ 1つの構成概念と他の構成概念が異なる程度

を表し､この差異が大きければ大きいほど､妥当性を有することになる(Hairet

a1., 1998)｡構成概念の妥当性を適切に評価するためには､ 1つの構成概念内の

各測定尺度が他の構成概念の測定尺度との間に区別を有するか否かを表す弁別

妥当性と､ l　つの構成概念内の各測定尺度間に区別を有するか否かを表す収束

妥当性をそれぞれ考察することが必要である(Drost,2011)0

弁 別 妥 当 性- の 考 察 に つ い て､ FornellandLarcker(1981) で は､ 弁 別 妥 当 性 を

確 保 す る た め に､ 因 子 負 荷 量 は0.5 以 上､ 合 成 信 頼 性(compositereliability) は

0.7 以 上､ 平 均 分 散 抽 出(AverageVarianceExtracted:AYE) は0.5 以 上 を 薦 め て

いる｡図表5-6と図表5-8で示すように､全ての因子負荷量は0.7以上､合成信

頼性は0.8以上､AVEは0.5以上であるため､十分な弁別妥当性が確認できた｡

収束妥当性-の考察について､因子のAVE指数の平方根は他の因子との相関

係 数 を 上 回 る こ と が 必 要 で あ る(FornellandLarcker, 1981)｡ 図 表5-7 で 示 し た よ

うに､各因子のAVE指数の平方根が相関係数を上回ったため､弁別妥当性が確

認された｡

次に､構成概念の信頼性については､測量モデルが各構成概念から一貫性の

ある結果をもたらすために､測定尺度によるランダム誤差(randomerror)に影

響されない程度を検討する(Gefeneta1.,2000)｡構成概念の信頼性を評価する際

に､ ク ロ ン バ ッ ク α (Cronbachalpha) 指 標 は 最 も 幅 広 く 利 用 さ れ て い る｡ ク ロ

ンバック　αとは､ 1つの構成概念内の各測定尺度がその構成概念に所属してい

る か を 検 証 す る 統 計 指 標 で あ る(Gefeneta1.,2000)｡ 図 表5-8 を 見 る と､ ク ロ ン

バック　α係数においてすべての構成概念が0.7以上となっているため､本調査

の各構成概念は内的一貫性を備えていることが確認された(Bagozzi and Yi,

1988)0
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(5)仮説モデルの検証

前節では､本調査における各構成概念の妥当性と信頼性を検証した｡その結

果をベースに､本節では仮説モデルの検証を行っていく｡まず､各測定尺度に

よる多重共線性(multicollinearity)問題が存在するか否かを確認することが必

要である｡なぜなら､多重共線性は仮説モデルによる予測の正確さに悪影響を

与 え る か ら で あ る(Hair Jr et a1., 2016). 分 散 拡 大 係 数(variance inflation factor :

VIF)は多重共線性を検出するために重要な統計指標であり､ VIFが5以下であ

れ ば､ 多 重 共 線 性 の 問 題 は 存 在 し な い と さ れ る(KockandLynn,2012)｡ 図 表5-8

から見ると､測定尺度のVIFは全て5以下であり､多重共線性の問題が存在し

ないことが確認できた｡

次に､仮説モデルを検証する際に､ ①仮説ルートのパス係数､ ②仮説ルート

の顕著性(p値)､ ③モデルの適合度指標という3種類の統計指標を用いた｡こ

の3種類の統計指標を導出するために､本調査ではGarson(2016)の分析方法に

従 い､ ブ ー ト ス ト ラ ッ プ(bootstrap) 法 に よ り 分 析 を 行 っ た(B-1000)｡ 仮 説 モ

デルの検証結果は図表5-9に示されている｡また､モデルの適合度指標は､観

測された変数間の相関行列と､インプライドされた変数間の相関行列との間の

差 異 はSRMR (StandardizedRootMeansquare Residual) と い う 統 計 指 標 に 反 映

し て い る｡ Hairetal.(2014) に よ れ ば､ sRMR は 偏 最 小2 乗 法 モ デ ル に お い て 重

要 な 適 合 度 指 標 で あ る と 指 摘 さ れ て い る｡ HuandBentler(1998) はSRMR 指 標 が

0.08以下であれば､良いモデル適合度であると指摘した｡本調査のSRMR指標

は0.074であり､良好な適合度であることが確認できた｡
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図表518各測定項目の平均値､標準偏差と各因子a係数､合成信頼性､ AYE

因 子 俯(ﾘm｢Mean BV ⅠF yBCR 燃ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

BI 4.00 繝S2.316 繝c0.920 縱ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

B12 繝b0.959 纉cBĀĀĀĀ

B Ⅰ3 經0.977 ッĀĀĀĀĀ

EE 乃Vﾂ3.97 #b2.218 繝 ッ0.922 縱CrĀĀĀĀĀĀĀĀ

EE2 纉B1.014 繝#ĀĀĀĀĀ

EE3 釘1.072 緜cĀĀĀĀĀ

EE4 繝0.984 ﾃĀĀĀĀĀĀĀ

FC 播6ﾂ4.08 纉2.733 繝0.927 繝ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

FC2 釘20.851 紊#rĀĀĀĀ

FC3 釘0.871 CRĀĀĀĀĀĀ

H Ⅰ i  売 & ﾂ 3 . 6 9  纉 3 " 2 . 3 5 0  繝 湯 0 . 9 3 0  縱 c r Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

HB2 緜0.899 ĀĀĀĀĀĀ

HB3 絛21.070 3bĀĀĀĀĀ

HB4 縱b0.978 經SĀĀĀĀĀ

HM 売ﾖﾂ3.72 纉#23.054 纉320.957 繝ĀĀĀĀĀĀĀĀ

HM2 繝0.916 釘 纉s"ĀĀĀĀ

HM3 繝B0.890 釘 纉SĀĀĀĀ

Ⅰ C  D 6 ﾂ 3 . 4 6  繝 1 . 7 4 9  繝 C 0 . 9 2 1  縱 C R Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

Ic ュ 經20.881 繝 ヲĀĀĀĀ

IC3 經"0.950 モĀĀĀĀĀ

ⅠC4 經"0.896 ッĀĀĀĀĀ

LTO 版D3.94 繝sR1.585 縱s"0.906 縱c2ĀĀĀĀĀĀĀĀ

LTO2 釘 貳ﾂ0,908 纉3BĀĀĀ

LTO4 纉B0.986 經2ĀĀĀĀĀ

MF 番fﾂ3.37 纉sB1.357 縱3R0.852 經ĀĀĀĀĀĀĀĀ

MF2 纉0.854 3ĀĀĀĀĀĀ

MF3 紊"0.933 縱RĀĀĀĀĀ

MF4 紊R0.871 紊 途ĀĀĀĀ

PD Fﾂ2.89 纉 途2.004 縱Cb0.844 經ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

PD2 經1.126 #RĀĀĀĀĀ

PD4 繝0.981 ĀĀĀĀĀĀĀ

PD7 R0.969 cBĀĀĀĀĀĀ

PE Vﾂ3.68 纉2.592 繝#r0.885 緜SĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

PE2 緜1.022 經ĀĀĀĀĀ
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PE3 縱"0.883 繝cr  ĀĀĀĀĀ

PE4 繝r0.793 白 緜3BĀĀĀ

PV fﾂ3.52 繝#BI.992 繝S0.909 縱cĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

PV2 經0.837 紊cĀĀĀĀĀ

PV3 緜B0.912 RĀĀĀĀĀĀ

SC 6ﾂ3.51 繝#rI.933 繝c0.901 緜2ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

SC2 縱b0.861 纉cĀĀĀĀ

SC3 0.957 紊CĀĀĀĀĀ

SC4 縱0.878 ヲĀĀĀĀĀ

SC5 緜b0.841 經SĀĀĀĀĀ

SC6 經B0.921 SRĀĀĀĀĀ

S Ⅰ  3 . 2 2  C 2 . 7 1 8  繝 澱 0 . 9 3 5  繝 # Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

S Ⅰ2 "1.026 BĀĀĀĀĀĀĀ

S Ⅰ 3  R 1 . 1 4 1  紊 s 2 Ā Ā Ā Ā Ā

TR 髭&ﾂ3.71 纉c"2.637 繝30.904 縱SĀĀĀĀĀĀĀ

TR2 緜21.004 纉s2ĀĀĀĀ

TR3 紊R0.934 經sBĀĀĀĀ

UA 謬ﾂ3.85 繝1.952 繝#0.916 縱3BĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

UA2 纉"0.909 纉cĀĀĀĀĀ

UA3 繝0.948 3BĀĀĀĀĀ

UA5 緜"I.007 亦SĀĀĀĀ

USE 俵4Vﾂ4.30 偵 都3.435 纉B0.959 纉#ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

USE2 釘r1.061 紊3RĀĀĀĀ

出所)筆者作成
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図表519仮説モデルの検証結果

注1 : ★-p<0.05 　 … 　- 　p<0.01 ☆ ☆ 央-p<0.001､ モ デ ル 適 合 度 指 標SRMR-0.074

注2:太い実線と点線は仮説パスである

出所)筆者作成

5. 結 論

本調査では､文化に着目し､文化の研究における各構成概念が消費者による

B2C･ECサイトの採択行動にどのような影響を与えているかについて､構造方

程式モデリングによってメカニズムを検討した｡それに関する仮説検証の結果

は､図表5-9に示す｡以下は仮説検証の結果をそれぞれ検討していく｡
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図表5-9仮説検証の結果

仮 説 ﾈ85 推 定 値 β 肘&ﾂp 値 佇ｸ 悗ĀĀĀĀĀ

H l  ﾈ H u B 0 . 0 3 5  紊 0 . 6 2 9  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 2  髭 % B ﾘ u B 0 . 0 7 1  縱 c R 0 . 4 4 4  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 3  u H 薺 u B 0 . 1 2 9  繝 # R 0 . 0 6 8  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 4  髭 % u B 0 . 1 1 2  繝 湯 0 . 3 6 9  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 5  u H 苳 8 u B - 0 . 0 2 1  紊 S 2 0 . 6 5 1  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 6  髭 % D 8 u B 0 . 0 6  C 2 0 . 2 5 3  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 7  符 ﾔ h u B 0 . 0 1 4  C 0 . 8 0 3  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 8  U h u B - 0 . 2 1 6  " 0 . 0 0 1  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 9  乃 U h u B 0 . 0 4 2  縱 2 0 . 4 8 2  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

H 1 0  髭 % D u B - 0 . 0 2 6  經 c 0 . 5 7 5  弍 ﾈ ｷ Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

Hll uH 菁DｩU4R-0.204 唐C0.000 倡 磯ﾒĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

出所)筆者作成

権 威 主 義(pD) に つ い て は､ 社 会 的 影 響(sI) と 行 動 意 図(BI) と の 関 係 に

おいてポジティブな調節効果が確認できなかった(仮説l:β-0.035､p>0.05)0

こ の 結 果 は､ SriteandKarahanna(2006) が 示 し た､ ユ ー ザ ー に よ る パ ー ソ ナ ル･

コ ン ピ ュ ー タ と 携 帯 情 報 端 末(personalDigitalAssistant: PDA) - の 採 択 行 動 に

関する研究の結論と一致する｡彼らは結論として､権威主義の測量は個人､同

僚､友人､家族メンバー間で権力上の上下関係が存在することを前提としたも

のであり､ユーザーによるパーソナル･コンピュータや携帯情報端末の使用は

無 権 威 の 社 会 的 規 範(non-authoritysocialnorms) に 当 て は ま る た め､ 権 威 主 義

からの影響は顕著ではないと指摘した｡本調査において､この仮説が成立しな

かったことについて､主に2つの理由が考えられる｡第1に､権威主義という

価値観は組織コンテキスト(e.g.,企業)で普遍的に存在しており､プライベー

トの場合にその影響力が限られている｡特にB2C･ECサイトの使用は殆どがプ

ライベートの行動であり､組織のような上下関係は存在していない｡第2に､

82C･ECサイトを利用するか否かは主に個人消費者の選好であり､職場や家族
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内の高権威者(e.g.,上司､年長者)の意見に追従する義務がないためと考えら

れる｡

権 威 主 義(pD) は 信 頼(TR) と 行 動 意 図(BI) と の 関 係 に お い て､ ネ ガ テ ィ

ブ な 調 節 効 果 が 確 認 で き な か っ た( 仮 説2: β-0.071､p>0.05)｡ こ の 結 果 はYoon

(2009) の 結 論 と 一 致 す る｡ す な わ ち､ 消 費 者 に よ るB2C･EC サ イ ト- の 信 頼 の

形成は､権威主義からの影響が殆どないということである｡その原因として､

消 費 者 に よ るE- ベ ン ダ( 人 の 対 象) - の 信 頼 と 　B2C･EC サ イ ト( 技 術 対 象)

-の信頼は対象が異なるため､権威主義からの影響を受けにくいためと考えら

れる｡

不確実性回避(UA)は社会的影響(sI)と行動意図(BI)との関係において､

ポ ジ テ ィ ブ な 調 節 効 果 が 確 認 で き な か っ た( 仮 説3: β-0.129､ p>0.05)｡ こ の

結果は､不確実性回避の強い消費者が社会において他者から情報を参照するよ

りも､自分の判断で　B2C･EC　サイトの採択を決定していることを意味してい

る｡

不確実性回避(UA)は信頼(TR)と行動意図(BI)との関係において､ネガ

テ ィ ブ な 調 節 効 果 が 確 認 で き な か っ た( 仮 説4: β-0.112､p>0.05)｡Stewart(1999)

によれば､リスク回避の傾向が強い消費者はE-ベンダ-の信頼が低く､オンラ

インでの購買意図も低いと述べたが､本調査では異なる結果が出た｡その原因

は､仮説2が成立しない原因と同様である｡すなわち､本章の検討対象がB2C･

ECサイトであるため､消費者にとってB2C･ECサイトは技術対象であり､信

頼のような人間を評価対象とするものとは異なるためである｡特に､ Tmallサ

イトは中国のオンラインB2C電子商取引市場でトップのB2C･ECサイトとし

て､それ自体の信頼性が高いと考えられる｡

個人主義一集団主義(IC)は社会的影響(sI)と行動意図との関係において､

ポ ジ テ ィ ブ な 調 節 効 果 が 確 認 で き な か っ た( 仮 説5: β ニ ー0.021､ p>0.05)｡ こ の

結 果 はSrite and Karahanna (2006) の 結 果 と 一 致 す る｡ Srite and Karahanna (2006)

によれば､個人主義一集団主義が社会的影響(sI)と行動意図との関係に影響

しない理由として､個人主義一集団主義は複数ユーザーの使用に関する協同的

な 技 術 の 採 択(Collaborativetechnologyacceptance) - の 影 響 が 顕 著 で あ り､ B2C･

EC　サイトのようなユーザー1人での使用に関する独立的システムの採択
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(standalonesystems) に お い て は 影 響 が 顕 著 で は な い と さ れ て い る｡

個人主義一集団主義(IC)は信頼(TR)と行動意図(BI)との関係において､

ネ ガ テ ィ ブ な 調 節 効 果 が 確 認 で き な か っ た( 仮 説6: β-0.06､ p>0.05)｡ こ の 結

果はYoon(2009)の研究結果と一致する｡この仮説が成立しない理由は仮説2と

仮説4が成立しない理由と同様であり､人間を対象とする場合に影響する個人

主義一集団主義は　B2C･EC　サイトのような技術対象においては影響が顕著で

はないためである｡

男 性 ら し さ 一 女 性 ら し さ(MF) は 社 会 的 影 響(sI) と 行 動 意 図(BI) と の 関

係において､ネガティブな調節効果が確認できなかった(仮説7:β-0.014､

p>0.05)｡ こ の 結 果 はSrite and Karahanna (2006) の 研 究 で ユ ー ザ ー に よ る 携 帯 情

報端末の採択に関する考察結果や､Lin(2014)による医師のナレッジマネジメン

ト･ シ ス テ ム(knowledge management system) の 採 択 に 関 す る 考 察 結 果 と 一 致

する｡ Liれ(2014)は､個人的目標の実現を目的とする人の場合､情報技術を利用

する際､他者の意見を参照する傾向が低いと指摘した｡ B2C･ECサイトの利用

に関して､殆どの消費者は自分が欲する商品の購買を目的とするため､他者の

意見-の参照に際して､男性らしさ-女性らしさの差異が顕著ではないと考え

られる｡

男性らしさ一女性らしさ(MF)はパフォーマンス期待(pE)や行動意図(BI)

との関係において､調節効果が確認できなかった(仮説8:βニー0.216､p<0.01)0

具 体 的 に は､ 男 性 ら し さ 一 女 性 ら し さ(MF) は パ フ ォ ー マ ン ス 期 待(pE) と 行

動意図(Bl)との関係において調節効果が確認できたが､男性らしさではなく､

女性らしさの程度が強ければ強いほど､パフォーマンス期待(pE)と行動意図

(BI)との関係が強くなる｡この結果は､男性らしさ一女性らしさと情報技術

の採択に関する実証研究の結果とは異っている｡例えば､ユーザーによるパー

ソ ナ ル･ コ ン ピ ュ ー タ 及 び 携 帯 情 報 端 末 の 採 択(sriteandKarahanna,2006)､ ナ ー

ス に よ る 医 療 情 報 シ ス テ ム(hospitalinformationsystems) の 採 択(Li れ,201.5)､ 医

師 に よ る ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト･ シ ス テ ム(knowledgemanagementsystem) の

採 択(Lin,2014)､ ユ ー ザ ー に よ るE ラ ー ニ ン グ･ シ ス テ ム の 採 択(Tarhini,Hone,

Liu, and Tarhini, 2017)､ ユ ー ザ ー に よ る 　E メ ー ル の 採 択(McCoy, Everard, and

Jones,2005) な ど の 研 究 で は､ 男 性 ら し さ 一 女 性 ら し さ(MF) は パ フ ォ ー マ ン ス
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期待(pE) →行動意図(BI) -の調節効果が顕著ではないと示されている｡な

ぜなら､上記の各研究が検討した情報技術は男性らしさや女性らしさの傾向と

関係なく､どちらも目標の達成を目的としている｡しかしながら､ B2C･ECサ

イトはそれらの情報技術と異なり､生活の質の向上という女性らしさの価値観

を反映している｡そのため､ 82C･ECサイトの採択において､生活の質の向上

を目的とした女性的な価値観を有する消費者は男性的な価値観を有する消費者

より､ B2C･ECサイトのパフォーマンスを重視すると考えられる｡

男 性 ら し さ 一 女 性 ら し さ(MF) は 努 力 期 待(EE) と 行 動 意 図(BI) と の 関 係

において､ネガティブな調節効果が確認できなかった(仮説9:β-0.042､p>0.05)0

この結果は一部の実証研究の結論と一致しているが､一部の実証研究の結論と

は異なっている.例えば､パーソナル･コンピュータやEメールなど普段の生

活で常に使われている情報技術を対象とした研究においては男性らしさ一女性

らしさ(MF)は努力期待(EE) →行動意図(BI)への調節効果が顕著ではなか

っ た(McCoy eta1., 2005; Srite and Karahanna, 2006)｡ 一 方､ 携 帯 情 報 端 末 や ナ レ

ッジマネジメント･システムなど普段の生活であまり使われない情報技術を対

象とした研究には男性らしさ-女性らしさ(MF)は努力期待(EE) →行動意図

(BI) - の 調 節 効 果 が 顕 著 で あ っ た(Lin,2014; SriteandKarahanna,2006)｡ そ の

ため､この仮説が成立しない理由は､本調査の全ての調査対象がB2C･ECサイ

トの使用経験を有しており､男性らしさ一女性らしさ(MF)の価値観はB2C･

ECサイトの使用容易性(努力期待)に対する影響が殆どないからである｡

長 期 志 向(LTO) は 信 頼(TR) と 行 動 意 図(BI) と の 関 係 に お い て､ ポ ジ テ

ィブな調節効果が確認できなかった(仮説10:βニー0.026､ p>0.05)｡この結果は

Yoon(2009) の 結 論 と 異 な る｡ な ぜ な ら､ 図 表5-4 で 示 し た よ う に､ 本 調 査 の 過

半 数(53.44%) の 調 査 対 象 は5 年 以 上 のTmall サ イ ト の 利 用 経 験 が あ り､ Tmall

サイトとの長期的な信頼関係が既に形成されているからである｡

長 期 志 向(LTO) は 行 動 意 図(BI) と 実 際 の 使 用(UsE) と の 関 係 に お い て､

ネガティブな調節効果が確認できた(仮説11:βニー0.204､p<0.001)｡すなわち､

長期志向の価値観が強い消費者は､ B2C･ECサイトに対する利用意欲があると

しても､速やかにそのサイトを利用するわけではない｡その原因は､ B2C電子

商取引は新しい商取引の形式として､全ての消費者に受け入れられてはおらず､
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特に長期志向の価値観が強い消費者にとっては､伝統的な商取引を優先的に利

用し､ B2C電子商取引を代替案として考えているからである｡

6. ′J､ 括

本章では､国の文化が中国の消費者によるB2C･ECサイトの採択行動に与え

る影響を検討した｡具体的には､国の文化とB2C･ECサイトの採択に関する先

行研究をレビューし､それら研究の問題点を以下の3つに整理した｡第1に､

国の文化が消費者によるB2C･ECサイトの採択行動に与える影響については､

未だ不明確である｡第2に､多くの情報システム領域の先行研究(e.g.,McCoyet

a1.,2005)は､個人ではなく国を対象として文化を捉えており(e.g.,各国の得点

によって国の文化を測定する)､このような捉え方で個人消費者の行動を解釈

すると､生態学的誤謬が生じることである｡第3に､これまで国の文化と消費

者によるB2C･ECサイトの採択行動との関係を検討した実証研究において､殆

どの研究は組織コンテキスト向けの技術受容モデルを用いた｡そのモデルの各

構成概念(e.g.,感知された有用性､感知された使用容易性)は仕事場のユーザ

ーに向けて設計されており､個人消費者に対する行動の解釈-の適用性が低い

と考えられる｡

この3つの問題点を踏まえ､より正確に中国の消費者によるB2C･ECサイ

トの採択行動を解釈するために､本章で用いたアプローチは以下の2点にまと

められる｡第1に､ B2C･ECサイトの採択行動を解釈する主モデルの部分は､

前章の拡張されたUTAUT2モデルを用いていることである｡第2に､国の文化

か ら の 影 響 に つ い て､ Hofstede (2003) の5 つ の 文 化 次 元 説 を 用 い､ 国 の 文 化 の

各次元が　B2C･EC　サイトの採択に関する各要因-の調節効果をそれぞれ考察

した｡

本章による理論的貢献として､主に2点が考えられる｡第1に､これまでの

多くの先行研究は1つの文化的要因に焦点を当て､その要因に関する各国の得

点を変数としてモデルに取り入れて異文化の比較研究を行っていた｡しかし､

前述のように､このようなアプローチ法は生態学的誤謬が存在する｡この生態

学的誤謬を解決するために､本章では個人レベルで国の文化の各次元を測量し､

そのデータを用いて中国の消費者による　B2C･ECサイトの採択行動-の影響
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を明らかにした｡第2に､本章の構造方程式モデルには､消費者使用コンテキ

ストに関する構成概念を引用しているため､従来の組織コンテキストに関する

構成概念の使用より適用性が高くなっている｡また､国の文化が消費者による

B2C･ECサイトの採択に与える影響を検討した先行研究では､消費者の採択意

図-の影響を検討したが､実際の使用行動までは検討されなかった｡本章のモ

デルでは､国の文化が採択意図に与える影響を検証するだけではなく､実際の

使用-の影響も検証した｡

本章による実践的貢献は､国の文化が中国の消費者によるB2C･ECサイトの

採択行動に与える影響が明らかにされたことによって､中国のB2C電子商取引

企業が経営戦略を策定する際の新たな情報を提供したことである｡具体的な内

容 は 以 下 の2 点 に ま と め ら れ る｡ 第1 に､ B2C･EC サ イ ト の 採 択 に お い て､ 女

性的な傾向が強い消費者は　B2C･EC　サイトの機能をより重視することが確認

された｡企業がB2C･ECサイトを設計する際に､社会的関与と使いやすい利用

環境という女性的な価値観を満たすために､使いやすいインターフェースと有

効なクチコミ機能の開発が非常に重要だと考えられる｡第2に､本章では､長

期志向が強い消費者は1つのB2C･ECサイト-の採択意図があっても､必ず

そのB2C･ECサイトを利用するわけではないことが確認された｡長期志向が強

い消費者は､長期的な利益を追求する傾向を有しており､ B2C･ECサイトを通

して商品を購入するだけではなく､購入した商品の品質についてもより一層関

心 が 高 い｡ 現 在､ Tmall サ イ ト を 含 め､ 多 く の 中 国 のB2C･EC サ イ ト は 商 品 の

販売量や売上高を重視するあまり､販売後の結果にまで関心を向けることが少

ないと言える｡したがって企業は自社のB2C･ECサイトの採択率を向上させる

ためには､商品の品質向上の取り組みや購買後の商品についても点検･保証･

返品などアフターサービスを強化する必要がある｡

本章における残された課題を2つ提示したい｡第1に､本章では､国の文化

に関する各構成概念の質問項目が主に職場の人向けに設定されているため､こ

れらの質問項目が必ずしも一般消費者に適用できるものではないことである｡

なぜなら､同じ価値観でも周りの環境によって､変化する可能性があるからで

ある｡例えば､日本､インド､イランは同じく集団主義の文化を有しているが､

仕事の場合において､インドとイランの会社は日本の会社と異なり､集団主義
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の文化が導入されず､社員と会社は単なる雇用関係で完全に個人主義の文化が

現れている(Tayeb,1994)｡したがって､今後の研究課題として､分析結果をさら

に精微化するために､一般消費者向けの国の文化の測定尺度の開発が望まれる｡

第2に､本章で用いたHofstede (2003)の5つの文化次元モデルは国の文化の特

徴を静態的に捉えているが､実際の国の文化は静態的ではなく､ダイナミック

で あ る｡ 例 え ば､ GroseschlandDoherty(2000) に よ れ ば､ グ ロ ー バ ル 化 の 進 行 に

よって､異国での生活や仕事の機会が増えており､従来の国の文化は滞在国の

文化の影響によって変化する可能性があると指摘した｡本章はこの点を考慮し

た上で､調査対象者の国籍を中国に限定したが､結論は中国本土の人にだけ適

合しており､海外で生活している中国人には必ずしも適合するわけではないと

考えられる｡したがってこの結論を一般化するために､海外の中国消費者に対

して再度､調査する必要がある｡

213



終　章

本論は､中国における小売B2C電子商取引の持続可能な発展を実現するため

に､小売B2C･ECサイトの採択に焦点を当て､電子商取引企業と消費者双方の

視点からアプローチし､特に消費者によるB2C･ECサイトの採択を検討してき

た｡小売B2C･ECサイトは､売り手の商品在庫､価格などの販売情報と買い手

のニーズ､支払いなど個人情報を活用し､より効率的な取引を実現するための

マーケットプレイスである｡小売B2C･ECサイトの本質は一種の情報システム

であり､消費者にとって､効率かつ経済的な購買プロセスを果たすために自分

に 適 合 し て い る 　B2C･ EC サ イ ト の 採 択 は 非 常 に 重 要 で あ る(Gefen anStraub,

2000)｡そのため､本論は情報システム分野の諸理論を用いて中国の消費者によ

る　B2C･ECサイトの採択を検討し､実証研究を通して､消費者が小売B2C･

ECサイトを利用する際の心理的メカニズムを明らかにした｡

本章は､上記の研究結果を踏まえて､本論の結論､貢献､限界及び今後の課

題をそれぞれ検討している｡具体的に､第2節は､中国の消費者による小売B2C･

ECサイトの採択に関する実証研究の成果を整理し､既存研究と第3者の調査

資料を合わせて本論の結論を述べる｡第3節は､本論による学術的･実践的貢

献を整理する｡第4節は､本論の限界及び今後の課題を説明する｡

1.本論における研究成果

(1)研究の概要

これまでの消費者による小売B2C･ECサイトの採択に関する研究では､消費

者がネットショッピングをする際に感知した取引不確実性､B2C･ECサイト-

の技術受容性という2つの視点から､多くの検討が行われている｡既存研究の

問題点は以下の3つに整理することができる｡第1に､多くの研究は技術受容

性と取引不確実性という　2つの視点から消費者によるB2C･ECサイトの採択

を 検 討 し て い る. 例 え ばpavlou and Fygenson (2006) とGefen et al. (2003b) は 小

売B2C電子商取引と伝統的電子商取引を比較し､消費者によるB2C･ECサイ

トという新たな情報技術-の適応､及びオンライン取引による不確実性-の対
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処は､ B2C･ECサイトの採択に重要な影響を与えることを指摘している｡しか

し､それらの研究は主に技術受容性の視点に集中しており､技術受容性と取引

不確実性との関係に関する検討が欠けている｡第2に､消費者による小売B2C･

EC　サイト-の技術受容性に関する検討について､多くの研究は組織コンテキ

ス ト 向 け の 技 術 受 容 理 論(e.g.,TAM､ TMA2､ UTAUT) を 引 用 し て 検 討 し て い

るため､価格､娯楽､習慣など消費者使用コンテキストに関する要因-の検討

が不十分である｡第3に､技術受容性と取引不確実性以外に､幾つかの研究は

国の文化に焦点を当てて､消費者による小売B2C･ECサイトの採択を検討して

いる｡しかし､それらの研究の問題点としては､国の文化を考察する際に､文

化の各要素に関する各国の得点を用いており､こうした測定方法により生態学

的誤謬が生じることが挙げられる｡

上記の問題点を踏まえて､本論は技術受容性､取引不確実性､国の文化とい

う　3つの側面から中国の消費者による′J､売B2C･ECサイトの採択を検討し､

統合モデルを構築することを目的としている｡具体的には､まず｢技術受容性と

取引不確実性との関係に関する検討が欠けている｣という問題を明らかにする

た め に､ 本 論 で はVenkatesh and Davis (2000) のTAM2､ Gefen etal. (2003b) のC-

TRUST-TAM､MukherjeeandNath(2007) のR-CTT と い う3 つ の モ デ ル に 基 づ き､

技術受容性と取引不確実性を1つのモデルに統合した｡また､本論は過去の実

証研究の統計データを収集し､メタ分析の手法を通してそのモデルによる各変

数間の関係を検証した｡次に､ ｢技術受容性-の検討について､過去の研究は消

費者使用コンテキストに関する要因-の説明が不十分である｣しているという

欠点を補足するために､本論は近年､新しく開発された消費者使用コンテキス

ト向けの技術受容理論(i.e.,UTAUT2)を用い､実証研究を行った｡最後に､ ｢国

の文化-の検討について､過去の研究は文化の各要素に関する各国の得点を用

いており､こうした測定方法は生態学的誤謬が生じる｣という問題点を解決す

るために､本論は実証研究を展開する際に､各調査対象における文化の各要素

を測定した｡このような測定方法により､生態学的誤謬という問題を解決でき､

測定の精練さを向上させることができた｡

本論の研究成果を整理すると､図表Ⅰと図表Ⅱのように表される｡
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図表I.消費者によるB2C･ECサイトの採択に関する統合モデル

出所)筆者作成

216

男



図表Ⅱ.各仮説パスの検証結果

技術受容性に関する仮説 

仮 説 パ ス  ﾉ > v R 検 証 結 果  Ā Ā Ā Ā Ā

努 力 期 待- 行 動 意 図 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 棄 却 ĀĀĀ

努 力 期 待- パ フ ォ ー マ ン ス 期 待 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

パ フ ォ ー マ ン ス 期 待- 行 動 意 図 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

社 会 的 影 響- 行 動 意 図 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 棄 却 ĀĀĀ

社 会 的 影 響- パ フ ォ ー マ ン ス 期 待 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

価 格 価 値- 行 動 意 図 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

快 楽 的 動 機- 行 動 意 図 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

促 進 条 件- 行 動 意 図 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

促 進 条 件- 実 際 の 行 動 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

習 慣- 行 動 意 図 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 棄 却 ĀĀĀ

習 慣- 実 際 の 行 動 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

行 動 意 図- 実 際 の 行 動 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

取引不確実性に関する仮説 

仮 説 パ ス  ﾉ > v R 検 証 結 果  Ā Ā Ā Ā Ā

努 力 期 待- 信 頼 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

信 頼- → パ フ ォ ー マ ン ス 期 待 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

信 頼- 行 動 意 図 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 棄 却 ĀĀĀ

セ キ ュ リ テ ィ- 信 頼 ﾈ5x6X4(7X,Xｻ 支 持 ĀĀĀ

国の文化に関する仮説 

仮 説 パ ス  ﾉ > v R 検 証 結 果  Ā Ā Ā Ā Ā

権威主義×社会的影響-行動意図 侈皦ｶ*ｨｺﾘ*ｨ,霄ﾒ*(-zH檠4Xｻｨﾗ2:闕9ﾘ,冰h.Xｻ｢ｺﾘ*ﾘ,棄却 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

権威主義×信頼-行動意図 侈皦ｶ*ｨｺﾘ*ｨ,霄ﾒ*(-zIﾙxｨ*ｨﾗ9:闕9ﾒ,冰h.Xｻｨ*ﾘ,.棄却 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

不確実性回避×社会的影響-行動意図 儻8ｦﾘｸO*ｨｺﾘ*｢,霄ﾘ*(-zH檠4Xｻ*ｨﾗ9:闕9ﾘ,冰h.Rｻｨｺﾘ*ﾘ,棄却 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
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不確実性回避×信頼-行動意図 儻8ｦﾘｸO*ｨｺﾘ*｢,霄ﾘ*(-zIﾙxｨ*ｨﾗ9:ﾘ,冰h.Xｻｨ*ﾘ,棄却 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

個人主義.集団主義×社会的影響-行動意図 偖y&8皦ｶ*ｨｺﾘ*ｨ,霄ﾒ*(-zH檠4Xｻｨﾗ2:闕9ﾘ,冰h.Xｻ｢ｺﾘ*ﾘ,棄却 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

個人主義.集団主義×イ言頼-行動意図 偖y&8皦ｶ*ｨｺﾘ*ｨ,霄ﾒ*(-zIﾙxｨ*ｨﾗ9:闕9ﾒ,冰h.Xｻｨ*ﾘ,.棄却 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

男性らしさ.女性らしさ×社会的影響-行動意図 ｩｸ.x+X+8*ｨｺﾘ*ｨ,ｺﾘ*(-zH檠4Xｻ｢ﾗ9:闕9ﾘ,冰h.Xｻ*ｨｺﾘ*ﾘ,棄却 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

男性らしさ.女性らしさ×パフォーマンス期待- ｩｸ.x+X+8*ｨｺﾘ*ｨ,棄却 ĀĀĀĀ

行動意図 仄ﾘ*(-zH77H4ｸ7ﾘ925葦ｩ(*ｨﾗ9:闕9ﾘ,冰*h.Xｻｨｺﾘ*ﾘ,ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

男性らしさ.女性らしさ×努力期待-行動意図 ｩｸ.x+X+8*ｨｺﾘ*ｨ,ｺﾘ*(-zI7y|ﾘｯｩ(*ｨﾗ2:闕9ﾘ,冰h.Xｻ｢*ﾘ,棄却 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

長期志向×信頼-→行動意図 xｯｨ躪ﾏﾈ*ｨｺﾘ*ｨ,霄ﾒ*(-zIﾙxｨ*ｨﾗ9:闕9ﾒ,冰h.Xｻｨｺﾘ*ﾘ,.棄却 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

長期志向×行動意図-実際の行動 xｯｨ躪ﾏﾈ*ｨｺﾘ*ｨ,霄ﾒ*(-zHﾗ9:闕9ﾘ*ｨﾝｲ,ﾈﾗ9:冰h.Xｻ｢*ﾘ,支持 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

出所)筆者作成

(2)研究成果の整理

まず､技術受容性に関する仮説では､努力期待から行動意図に与えるポジテ

ィブな影響は支持されないという結果になった｡それは中国の消費者による小

売B2C･ECサイトの使いやすさに対する評価は､ B2C･ECサイトの採択に影

響を与えていないことを意味する｡その理由として､情報技術の初期採用者は

技術の使いやすさを最も重視するが､時間の推移と共にその技術の使いやすさ

- の 関 心 度 は 低 下 す る か ら で あ る(Venkatesheta1., 2003)0

努力期待がパフォーマンス期待に与えるポジティブな影響は支持された｡そ

れは､消費者が小売B2C･ECサイトを使いやすいと認識すると､その小売B2C･

ECサイトの有用性-の評価が高くなることを意味する｡

パフォーマンス期待から行動意図に与えるポジティブな影響は支持される結
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果となった｡この結果は､中国の消費者が小売　B2C･EC　サイトの機能を重視

し､そのサイトの機能に対する評価が使用意図に影響することを示している｡

社会的影響から行動意図に与えるポジティブな影響は支持されない結果とな

った｡これは､中国の消費者は小売　B2C･EC　サイトを採択するか否かに関し

て､家族･友達･専門家の推薦や意見-の関心度が低いことを意味する｡Andrews

andBianchi(2013) に よ れ ば､ 準 拠 集 団 は 消 費 者 に よ る 小 売B2C･EC サ イ ト の 採

択に直接的な影響を与えないと指摘されている｡

社会的影響からパフォーマンス期待に与えるポジティブな影響は確認できた｡

こ の 結 果 はKim,Ferrin,andRao(2009) の 研 究 結 果 と 一 致 す る｡ す な わ ち､ 消 費

者は小売82C･ECサイトの有用性を評価する際に､他の消費者や専門家の意見

を参照する傾向がある｡

価格価値から行動意図に与えるポジティブな影響は支持される結果となった｡

すなわち､中国の消費者は小売B2C･ECサイトの商品のコストパフォーマンス

を重視し､これが小売B2C･ECサイトの採択に直接的な影響を与えている｡こ

の結論はChen(2009)の研究結果と一致している｡

快楽的動機から行動意図に与えるポジティブな影響は確認できた｡その理由

は､快楽的動機は内的動機のlつであり､人の行動意図を決定しているからで

あ る(Davis et a1., 1992; Venkatesh, 2000)0

促進条件から行動意図及び実際の行動に与えるポジティブな影響は支持され

る結果となった｡すなわち､小売B2C･ECサイトの使用に関する諸問題(e.g.,

サイトの使い方､支払い方法の確認)が解決されれば､中国の消費者はそのサ

イトを採択する可能性が高くなる｡

習慣から行動意図に与えるポジティブな影響は支持されなかったが､実際の

行動-のポジティブな影響は支持される結果となった｡この結果に対する解釈

として､小売B2C･ECサイトの使用習慣が形成された消費者にとっては､小売

B2C･ECサイトを優先的に利用するという認知的ロックがあり､この認知的ロ

ックが行動の意思決定を通らず､直接的に実際の行動に影響するからである

(Murray and Haubl, 2007)0

行動意図から実際の行動に与えるポジティブな影響は確認できた｡この結果

はFishbeinandAjzen(1975) の 研 究 結 果 と 一 致 す る｡ す な わ ち､ 人 の 行 動 意 図 と
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実際の行動との間には一貫性があり､行動意図が形成されると､実際の行動が

実行されることを示している｡

次に､取引不確実性に関する仮説では､努力期待から信頼に与えるポジティ

ブな影響が確認できた｡すなわち､消費者は1つの小売B2C･ECサイトが使い

や す い と 判 断 す る と､ そ の サ イ ト- の 信 頼 が 高 く な る(Gefeneta1.,2003b)0

信頼からパフォーマンス期待に与えるポジティブな影響は支持されているが､

行動意図に与えるポジティブな影響は支持されていなかった｡この結果から見

ると､中国の消費者による小売B2C･ECサイト-の信頼は､直接､そのサイト

の採択には影響していない｡しかし､中国の消費者は小売B2C･ECサイト-の

信頼が形成されると､そのサイトの有用性を高く評価する傾向があり､小売

B2C･ECサイトの採択に間接的な影響を与えている｡

セキュリティから信頼に与えるポジティブな影響は確認できた｡この結果か

ら､中国の消費者は小売B2C･ECサイトを利用する際に､個人情報の保護や取

引の安全を重視しており､こうしたセキュリティ-の評価がそのB2C･ECサイ

トに対する信頼を決定している｡

最後に､国の文化に関する仮説において､権威主義は､社会的影響が行動意

図に与える影響においてポジティブな調節効果を確認できなかった｡その理由

は､消費者が小売B2C･ECサイトを採択するか否かに関して､主に消費者自身

で決定しており､これは無権威の社会的規範に該当するからである｡

権威主義は､信頼から行動意図に与える影響においてポジティブな調節効果

を確認できなかった｡その理由として､権威主義は主に人間を対象として､社

会の階層を表す概念であるため､小売B2C･ECサイトの捉え方(一種の情報技

節)とは異なるからである｡

不確実性回避は､社会的影響から行動意図に与える影響においてポジティブ

な調節効果を確認できなかった｡この結果は､消費者が感知した不確実性やリ

スクが高ければ高いほど､小売B2C･ECサイトの採択において他人の意見やオ

ピニオンを参照せず､自分の判断でそのサイトを採択するか否かを決定するこ

とを意味する｡

不確実性回避は､信頼から行動意図に与える影響においてネガティブな調節

効果を確認できなかった｡その理由として､本調査の検討対象であるTmallサ
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イトは中国のオンラインB2C電子商取引市場でトップのB2C･ECサイトであ

るため､それ自体の信頼度が高く､中国の消費者はTmallサイトの不確実性を

あまり考慮しないからである｡

個人主義･集団主義は､社会的影響が行動意図に与える影響においてポジテ

ィブな調節効果を確認できなかった｡その理由として､個人主義･集団主義は

協同的な技術(複数ユーザーが協働でシステムを使用)の採択に対する影響は

顕著であるが､小売B2C･ECサイトのような独立的システム(個人ユーザーに

よ る シ ス テ ム の 使 用) の 採 択- の 影 響 は 顕 著 で な い か ら で あ る(Srite and

Karahanna, 2006)0

個人主義･集団主義は､信頼から行動意図に与える影響においてネガティブ

な調節効果を確認できなかった｡その理由として､個人主義･集団主義は協同

的な技術の採択に影響しており､小売B2C･ECサイトのような独立的システム

の採択-の影響は顕著でないからである｡

男性らしさ･女性らしさは､社会的影響から行動意図に与える影響において

ネガティブな調節効果を確認できなかった｡この結果は､消費者が他者の意見

を参照して､小売B2C･ECサイトの採択を決める際に､男性らしさ-女性らし

さの差異は顕著ではないことを意味する｡

男性らしさ･女性らしさは､パフォーマンス期待から行動意図に与える影響

においてネガティブな調節効果を確認できなかった｡仮説では､消費者の男性

らしさの程度が強ければ強いほど､パフォーマンス期待の効果が行動意図に与

える影響が強くなると設定していた｡しかし検証結果を見ると､消費者の女性

らしさの程度が強ければ強いほど､パフォーマンス期待の効果が行動意図に与

える影響が強くなるという結果を示した｡すなわち､女性らしさの傾向を持つ

消 費 者 は 小 売B2C･EC サ イ ト に よ る サ ー ビ ス の 品 質(e.g., 商 品 の 品 揃 え､ 支

払い方法､商品の配送)を重視し､それらのサービス-の評価が小売B2C･EC

サイトの採択に影響を与えている(Sohu,2017)0

男性らしさ･女性らしさは､努力期待から行動意図に与える影響においてネ

ガティブな調節効果を確認できなかった｡その理由として､本調査では　Tmall

サイトの既存ユーザーが調査対象であるため､男性らしさ一女性らしさは

Tmallサイトの使用容易性に対して影響が殆どないからである｡
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長期志向は､信頼から行動意図に与える影響においてポジティブな調節効果

を確認できなかった｡その理由として､本調査の過半数(53.44%)の調査対象

は5年以上のTmallサイトの利用経験があり､ Tmallサイトに対する長期的な

信頼関係が既に形成されているからである｡

長期志向は､行動意図から実際の使用に与える影響においてネガティブな調

節効果を確認できた｡この結果は､長期志向の傾向を有する中国の消費者は小

売B2C･ECサイトに対する利用意欲があっても､速やかにそのサイトを利用す

るわけではないことを示している｡

2.本論による学術的･実践的貢献

(1)学術的貢献

本論は､これまで行われてきた消費者による小売B2C･ECサイトの採択に関

する研究を整理し､過去の研究の問題点として､ ①個別な要因だけに焦点を当

て､体系的な検討が不十分である､ ②消費者使用コンテキストからの検討が欠

けている､ ③国の文化を考察する際に､生態学的誤謬が生じる､という3つを

挙げている｡それらの問題を解決するために､本論は技術受容性､取引不確実

性､国の文化という　3つの側面から消費者の小売B2C･ECサイトの採択を検

討し､統合モデルを作成した｡具体的には､技術受容性に関する検討において､

本論は近年､開発された　UTAUT2モデルを引用し､消費者使用に関する要因

(i.e.,価格価値､快楽的動機､習慣)が小売B2C･ECサイトの採択に与える影

響を明らかにした｡取引不確実性に関する検討において､本論はオンライン取

引に関する2要因(i.e.,信頼､セキュリティ)を取り上げ､技術受容性との関

係 を 検 討 し た｡ 国 の 文 化 に 関 す る 検 討 に お い て､ 本 論 はHofstede(2003) の5 つ

の文化構成要素を用い､技術受容性と取引不確実性-の調節効果を検討した｡

本論における重要な発見は､以下の4点にまとめられる｡

1)中国の消費者にとって､小売B2C･ECサイトで販売される商品の価格価値

-の評価は､そのサイトの利用意図に最も大きな影響を与えている(第4章､

図 表4-20､ H9 の 検 証 結 果 を 参 照)0

2)中国消費者にとって､小売B2C･ECサイト-の利用意図以外に､促進条件
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と使用習慣は､実際の利用行動に影響する最も重要な2要因である(第4章､

図 表4-20､ H4､ H8､ H12 の 検 証 結 果 を 参 照)0

3)中国の消費者にとって､女性らしさの価値観を有する消費者は男性らしさ

の価値観を有する消費者より､小売B2C･ECサイトの各サービスを重視し

ており､品質の良いサービスが提供されれば､そのサイトを利用する意図が

高 く な る( 第5 章､ 図 表5-9､ H8 の 検 証 結 果 を 参 照)0

4)中国の消費者の中で､長期志向の価値観を有する消費者は､小売B2C･EC

サイト-の利用意図があっても､すぐにそのサイトを利用しない(第5章､

図 表5-9､ Hll の 検 証 結 果 を 参 照)0

(2)実践的貢献

本論は中国における小売B2C･ECサイトの採択に焦点を当て､企業と消費者

の両面から､持続可能な発展の方向性を検討した｡この検討を通して､中国の

電子商取引企業の経営戦略及びマネジメントに示唆を与える可能性がある｡具

体的には､企業の経営戦略-の示唆として､以下の2点が挙げられる｡第1に､

企業のトップマネジメントは鋭い洞察力を通して､新たな商機を把握すること

が重要である｡現在中国の小売業界では､ IT時代からDT時代に進んでおり､

企業はこのような変化に適応するために､企業側と消費者側の膨大なデータを

処理する経営資源を開発･導入することが必要である｡こうした経営資源の活

用によって､企業と消費者は様々な情報をリアルタイムで知ることができ､小

売B2C･ECサイトの採択率の向上に貢献するだろう｡第2に､電子商取引企業

は十分な経営資源や経営能力があるなら､自社のB2C･ECサイト以外に､多角

化を展開することが重要である｡なぜなら､複数の事業を同時に展開すると､

組織マネジメントが複雑になり､他社はそれを模倣することが困難だからであ

る｡また､複数事業が高度に融合することによって､相乗効果を発揮し､各事

業における市場シェアの拡大に貢献できるだろう｡

企業のマネジメント-の示唆に関しては､以下の2点が挙げられる｡第1に､

本論の研究結果によれば､中国の消費者の利用習慣及び促進条件は小売B2C･

ECサイトの採択に最も重要な影響を与えることが明らかにされた｡ verplanken

andOrbell(2003)によれば､消費者の習慣は単純に過去の行動と重複するだけで
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はなく､過去の良い経験を想起し､その良い経験を未来に実現したいという意

向が反映されると指摘されている｡また､消費者はlつの行動習慣が形成され

ると､その行動に関する情報を再度､確認する意欲が低くなる(Verplanken,Aarts,

andVanKnippenberg,1997)｡ そ の た め､ 電 子 商 取 引 企 業 は 自 社 のB2C ･ EC サ イ

トの採択率を向上させるために､中国の消費者に対してB2C･ECサイトの使用

方法を普及し､購買慣習を促進させることが最も効率的な方法である｡第2に､

本論では､消費者による小売B2C･ECサイト-のパフォーマンス期待､快楽的

動機､価格価値､促進条件という4つの要因が小売B2C･ECサイトの利用意図

に影響することが明らかにされた｡特に価格価値は小売B2C･ECサイトの利用

意図に最も大きな影響を与えている｡したがって電子商取引企業は優先的に自

社B2C･ECサイトの商品価格を最大限に安く設定し､その上でウェブサイトの

サービス､娯楽性､顧客-のサポートなどの機能を強化することが重要であろ

う｡

3.本論の限界及び今後の課題

本論の限界及び今後の課題としては主に2点あげられる｡まず､調査対象の

選択について､本論は小売B2C･ECサイトの既存利用者を対象とした｡中国に

おける小売電子商取引の成長の質を向上させるためには､小売B2C･ECサイト

の既存消費者-の調査は必要であるが､それ以外に､小売B2C･ECサイトの使

用経験がない消費者-の調査も重要である｡なぜなら､中国のネットショッピ

ング人口は5.14億であり､半分以上の人口がネットショッピングを利用してい

ないため､今後は小売B2C･ECサイトの新規利用者が大幅に増加することが見

込まれるからである(CNNIC,2018)｡したがって今後の研究課題として､ネット

ショッピングの経験がない消費者に対する調査が望まれる｡

次に､国の文化を検討する際に､ Hofstede (2003)の5つの文化次元モデルを

引用したが､各次元に関する質問項目が主に職場の人に向けて設定されたもの

であるため､これらの質問項目は必ずしも一般消費者に適用されるものではな

いと考えられる｡したがって今後の研究では､国の文化が消費者による小売

B2C･ECサイトの採択に与える影響を検討し､さらに精練化するために､国の

文化に関する一般消費者向けの測定尺度を開発することが望まれる｡
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附　表

附表1-1社会的影響と行動意図に関するデータ
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附表1-2　社会的影響と知覚された有用性に関するデータ
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附表1-3　社会的影響と知覚された使用容易性に関するデータ
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5Kimetal.(2009) 鼎 迭0.25 SR0.045 ĀĀĀĀ

6 L i m ( 2 0 0 8 )  R 0 . 3 3  C 2 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

7HoandChen(2014) 鉄 途0.117 0.041 ĀĀĀĀĀ

8 J 孟 r v e l a i n e n ( 2 0 0 7 )  S 0 . 3 3 8  S " 0 . 0 2 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

9MaJldilasetal.(2013) #B0.177 s0.091 ĀĀĀĀĀ

1 0 L e e ( 2 0 0 9 )  3 0 . 2 8  C 0 . 0 5 5  Ā Ā Ā Ā Ā

llPav]ouandFygensoTI(2006) "0.36 sr0.057 ĀĀĀĀĀĀ

1 2 S I l e n ( 2 0 1 2 )  3 0 . 6 1  縱 0 . 0 6 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

13ZettdehdetetaI.(2015) sR0.044 CB0.052 ĀĀĀĀĀ

14Zhangeta1.(2008) 釘0.ll 0.059 ĀĀĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  鉄 s # b Ā

# % F i s h e r ' s Z  Ā Ā Ā

# % r  r Ā Ā Ā

附表ト4　社会的影響と信頼に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷"u｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

l F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 4 1 6  紊 C 2 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā

2Guzzoetal.(2016) 田0.03 30.038 ĀĀĀĀĀĀ

3 L e e ( 2 0 0 9 )  3 0 . 2 3  3 B 0 . 0 5 5  Ā Ā Ā Ā Ā

4PavlouandFygenson(2006) "0.36 sr0.057 ĀĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  c C B Ā Ā

# % F i s b e r ' S Z  r Ā Ā Ā

統 合 r  b b Ā Ā

附表1-5　社会的影響とセキュリティに関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷 "ﾄ 標 準 誤 差 

l F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 3 9 9  紊 # " 0 . 0 5 S  Ā Ā Ā Ā Ā

2ZendehdeletaL(2016) sR0.ll 0.052 ĀĀĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  田 s Ā

統 合 F i s h e r ' s Z  b Ā Ā Ā

統 合 r  R R Ā Ā
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附表1-6　セキュリティと行動意図に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷"u｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

lCar)osRocaeta).(2009) S0.38 紊0.082 ĀĀĀĀĀĀĀ

2 F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 1 9 6  湯 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

3HartonoetaI.(2014) 鼎3b0.08 0.048 ĀĀĀĀĀ

436 B0.141 CĀĀĀĀĀĀ

436 0.299 CĀĀĀĀĀĀ

4Mohammed(2014) 鉄#0.14 C0.044 ĀĀĀĀĀĀ

5 P a v Ⅰ o u a n d F y g e n s o n ( 2 0 0 6 )  " 0 . 1 8  0 . 0 5 7  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  S 釘 Ā Ā

# % F j s h e r ' s Z  Ā Ā Ā Ā

統 合 r  

附表1-7　セキュリティと知覚された有用性に関するデータ

研 究 披 相 的 係 数 杷"u｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

l F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 1 9 6  湯 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

2HartonoetaJ.(2014) 鼎3b0 0.048 ĀĀĀĀĀĀ

436 0.299 CĀĀĀĀĀĀ

436 b0.161 CĀĀĀĀĀĀ

3PavJotJarldFygenson(2006) "0.4 紊#B0.057 ĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  B

統 合 F i s h e r ' s Z  " Ā Ā Ā

統 合 r  " " Ā Ā

附表1-8　セキュリティと知覚された使用容易性に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷"u｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

l F a q j J ) ( 2 0 1 6 )  B 0 . 1 5  S 0 . 0 0 3  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

2Hartonoetal.(2014) 鼎3b0.12 #0.002 ĀĀĀĀĀ

436 R0.255 "ĀĀĀĀĀĀĀ

436 0.080 "ĀĀĀĀĀĀĀ

3PavlouandFygerLSOn(2006) "0.5 經C0.003 ĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  姪 B Ā Ā

# % F i s h e r ' s Z  2 Ā Ā Ā

競 合 r  2 2 Ā Ā

附表1-9　セキュリティと信頼に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷"ﾅ｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

lCar)osRocactaI.(2009) S0.42 紊C0.082 ĀĀĀĀĀ

2 F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 6 2  縱 # R 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā

3PavlouandFygensoTI(2006) "0.54 緜B0.057 ĀĀĀĀĀĀ
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累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  涛 ッ Ā

# % F i s h e r ' s Z  緜 Ā Ā Ā

統 合 r  經 B Ā Ā

附表1-10　信頼と行動意図に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷"ﾅ｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

lAbu-ShamaaaTIdAbu-Shanab(2015) S0.532 經0.053 ĀĀĀĀĀ

2BianchiamdAndrews(2012) sb0.491 經3r0.076 ĀĀĀĀ

3CarlosRocaetaL(2009) S0.48 經#20.082 ĀĀĀĀĀ

4Cbiu,Chang,etaI.(2009) c0.76 纉 澱0.053 ĀĀĀĀĀ

5YoonaJ)dChoi(2009) #0.691 繝S0.089 ĀĀĀĀĀ

6YoonandChoi(2009) ビ0.71 Cr0.074 ĀĀĀĀĀ

7 Y o o ー l ( 2 0 0 9 )  s 0 . 6 4 3  縱 c 2 0 . 0 6 1  Ā Ā Ā Ā Ā

8DashandSaji(2008) 鼎 ッ0.82 Sr0.046 ĀĀĀĀ

9D.J.KimetaJ.(2008) 鼎c0.5 經C0.046 ĀĀĀ

1 0 F a q i h ( 2 0 1 1 )  6 ﾂ 0 . 4 4 9  紊 0 . 0 6 0  Ā Ā Ā Ā Ā

l l F a q i b ( 2 0 1 6 )  B 0 . 4 0 1  紊 # R 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā

12GefenetaI.(2003a) 鼎0.358 sR0.147 ĀĀĀĀ

13GefenetaL(2003b) 20.62 縱#R0.069 ĀĀĀĀĀ

14GefenanStraub(2003) c0.542 緜r0.080 ĀĀĀĀĀĀ

15Hampton-SosaandKotJfaris(2005) 0.489 經3R0.096 ĀĀĀĀĀĀ

16HarLeeetaI.(2011) "0.835 B0.101 ĀĀĀĀĀĀĀ

17Hong(2015) 迭0.319 30.059 ĀĀĀĀĀĀ

18H.-W.KimetaJ.(2012) c0.52 經sb0.080 ĀĀĀĀĀ

19 Ⅰzquierdo-YustaandCa]deron-Monge (2011) 都S0.502 經S"0.036 ĀĀĀ

20KimetaI.(2010) cB0.472 經20.062 ĀĀĀĀĀ

2 1 L e e ( 2 0 0 9 )  3 0 . 5 3  經 0 . 0 5 5  Ā Ā Ā Ā Ā

220hetal.(2009) s0.09 0.060 ĀĀĀĀĀĀ

230.PappaSetaf.(2014) 0.34 SB0.051 ĀĀĀĀĀĀ

2 4 P a v l o u ( 2 0 0 3 )  S 0 . 6 7  繝 0 . 0 6 3  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

25PavJouaJIdFygerLSOn(2006) "0.23 3B0.057 ĀĀĀĀĀĀ

26VanSlykeetaI.(2006) ビ0.34 SB0.059 ĀĀĀĀĀ

27WenetaI.(2011) 30.68 繝#0.066 ĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  都 3 s Ā

# % F i s h e r ' s Z  緜 Ā Ā Ā

統 合 r  經 B Ā Ā
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附表1-11信頼と知覚された有用性に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷 "ﾆ 標 準 誤 差 

lAbu-ShamaaandAbu-Shamab(2015) S0.473 經B0.053 ĀĀĀĀĀ

2CarlosRocaetaI.(2009) S0.37 モ0.082 ĀĀĀĀĀĀ

3Cbiu,Chang,etaI.(2009) c0.66 縱0.053 ĀĀĀĀĀĀ

4YoonandChoi(2009) #0.650 縱sR0.089 ĀĀĀĀ

5YootlandChoi(2009). ビ0.404 紊#0.074 ĀĀĀĀ

6Cyretal.(2007) コ0.536 經 湯0.074 ĀĀĀĀ

7 Y o o n ( 2 0 0 9 )  s 0 . 5 S T  緜 s 2 0 . 0 6 1  Ā Ā Ā Ā Ā

8DashandSaji(2008) 鼎 ッ0.74 纉S0.046 ĀĀĀĀ

9D.J.Kimeta).(2008) 鼎c0.06 c0.046 ĀĀĀĀĀ

1 0 F a q i h ( l o l l )  0 . 3 8 3  紊 B 0 . 0 6 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

l l F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 3 1 3  # B 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

12M.A.FuHeretaL(2010) C20.61 縱0.051 ĀĀĀĀĀ

13Gefeneta).(2003a) 鼎0.39 紊"0.147 ĀĀĀĀ

14GefenetaI.(2003b) 20.57 緜C0.069 ĀĀĀĀĀ

15GefeJlanStraub(2003) c0.376 迭0.080 ĀĀĀĀĀĀ

16GuZZOetaI.(2016) 田0.276 0.038 ĀĀĀĀĀĀ

17HamptorL-SosaandKoufaris(2005) 薄ﾆﾂ0.561 緜3B0.096 ĀĀĀ

18HarLeeetaJ.(2011) "0.735 纉C0.101 ĀĀĀĀĀĀ

19lhssaneinandHead(2007) 都0.472 經20.115 ĀĀĀĀ

20 ⅠzqtJierdo-YustaandCa)deron-Monge 都S0.374 0.036 ĀĀĀĀĀ

(2011) 

2lK.-S.Limetal.(2008) 0.32 3"0.068 ĀĀĀĀĀĀ

2 2 L e e ( 2 0 0 9 )  3 0 . 5 6  緜 3 2 0 . 0 5 5  Ā Ā Ā Ā

230hetaJ.(2009) s0.20 20.060 ĀĀĀĀĀĀ

2 4 1 > a V l o u ( 2 0 0 3 )  S 0 . 7  繝 c r 0 . 0 6 3  Ā Ā Ā Ā

25PavlouandFygenson(2006) "0.67 繝0.057 ĀĀĀĀĀĀĀ

26WetletaI.(2011) 30.61 縱0.066 ĀĀĀĀĀĀ

27Wu(2013) r0.33 C20.031 ĀĀĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  塔 3 s R Ā

競 合 F j s h e r ' s Z  經 Ā Ā Ā

統 合 r  紲 F Ā Ā

附表ト12　信頼と知覚された使用容易性に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷"ﾅ｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

lAbu-ShanaaaTIdAbu-ShatIab(2015) S0.354 s0.053 ĀĀĀĀĀĀ

2CarlosRocaetaI.(2009) S0.43 紊c0.082 ĀĀĀĀĀĀ

3Chju,Chang,etaI.(2009) c0.67 繝0.053 ĀĀĀĀĀĀĀ

4YoonandChoi(2009) #0.631 縱C20.089 ĀĀĀĀ

275



5YoonandChoi(2009) ビ0.523 經0.074 ĀĀĀĀĀ

6CyretaT.(2007) コ0.623 縱30.074 ĀĀĀĀĀ

7 Y o o n ( 2 0 0 9 )  s 0 . 5 9  緜 s 0 . 0 6 1  Ā Ā Ā Ā Ā

8 F a q i h ( 2 0 1 1 )  0 . 2 5 1  S b 0 . 0 6 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

9 F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 3 3 6  S 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

lOM.A.FuIJeretaI.(2010) 0.42 紊C0.051 ĀĀĀĀĀ

llGefenetaJ.(2003a) 鼎0.419 紊Cb0.147 ĀĀĀ

12GefenetaI.(2003t}) 20.56 緜320.069 ĀĀĀĀĀ

13ccfenanStmub(2003) c0.336 S0.080 ĀĀĀĀĀĀĀ

14Hampton-SosaandKoufaris(2005) 0.469 經0.096 ĀĀĀĀĀĀĀ

15HarLeeetal.(2011) "0.703 繝s20.101 ĀĀĀĀĀ

16HassaneinandHead(2007) 都0.351 cr0.115 ĀĀĀĀ

17kquierdo-YustaarLdCalderon-Monge 都S0.09 0.036 ĀĀĀĀĀ

(2011) 

I 阜 k . - S . L i m e t a l . ( 2 0 0 8 )  0 . 2 7  s r 0 . 0 6 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

1 9 L e e ( 2 0 0 9 )  3 0 . 5 6  緜 3 2 0 . 0 5 5  Ā Ā Ā Ā

200hetal.(2009) s0.18 0.060 ĀĀĀĀĀĀ

210.PappasetaI.(2014) 0.40 紊#B0.051 ĀĀĀĀĀ

2 2 P a v l o u ( 2 0 0 3 )  S 0 . 6 4  縱 Y M B 0 . 0 6 3  Ā Ā Ā Ā

23PavlotJandFygenson(2006) "0.71 繝 ビ0.057 ĀĀĀĀĀ

24WenetaI.(2011) 30.66 縱0.066 ĀĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  田 r Ā Ā Ā

# % F i s h e r ' s Z  經 2 Ā Ā

統 合 r  紊

附表1-13　知覚された使用容易性と行動意図に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷"ﾅ｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

lAbu-ShamaaandAbu-Shanab(2015) S0.581 緜cB0.053 ĀĀĀĀ

2AhnetaI.(2005) 涛3"0.411 紊3r0.033 ĀĀĀ

3AhnetaL(2007) 涛C"0.452 紊 ビ0.033 ĀĀĀ

4Ayoetal.(2011) 鉄C0.1 0.043 ĀĀĀĀĀĀ

5BarkhiandWaHace(2007) Sr0.51 經c20.063 ĀĀĀĀ

6CarloSRocaetal.(2009) S0.34 SB0.082 ĀĀĀĀĀĀ

7Celik(2011) 0.26 cb0.068 ĀĀĀĀĀĀ

8 C e l i k ( 2 0 1 6 )  鼎 0 . 2 2  # B 0 . 0 4 6  Ā Ā Ā Ā Ā

9K.-C.ChangetaI.(2012) #s0.656 縱 ッ0.028 ĀĀĀĀ

1 0 C h e n ( 2 0 1 2 )  鼎 c 2 0 . 4  紊 # B 0 . 0 4 7  Ā Ā Ā

llChiu,Chaps,etaJ.(2009) c0.73 纉#0.053 ĀĀĀĀĀ

12ChuarldLu(2007) "0.05 S0.058 ĀĀĀĀĀĀĀ

13YoonandChoi(2009) #0.551 緜#0.089 ĀĀĀĀĀ
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14YoonandChoi(2009) ビ0.492 經30.074 ĀĀĀĀ

15ChangLeeandWan(2010) 釘0.394 紊r0.072 ĀĀĀĀĀ

16Yoon(2009) s0.544 緜0.061 ĀĀĀĀĀĀĀ

17Tom 点sEscobar-Rodrl'gueZandCarvajaI- 3c0.727 纉#"0.027 ĀĀĀĀĀ

Trujillo(2013) 

1 8 F a q i h ( 2 0 1 1 )  0 . 4 3 9  紊 s 0 . 0 6 0  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

1 9 F a q i h ( 2 0 1 3 )  0 . 4 3 2  紊 c " 0 . 0 6 0  Ā Ā Ā Ā Ā

2 0 F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 5 5 4  緜 # B 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā

2lGefenetal.(2003a) 鼎0.345 c0.147 ĀĀĀĀĀ

22GefehetaI.(2003b) 20.67 繝0.069 ĀĀĀĀĀĀĀ

23GefenetaL(2000) "0.359 sb0.071 ĀĀĀĀĀĀ

24GefenanStmub(2003) c0.379 湯0.080 ĀĀĀĀĀĀ

25Hampton-SosaandKotLfaris(2005) 0.456 紊0.096 ĀĀĀĀĀĀĀ

26HarLecetal.(loll) "0.784 Sb0.101 ĀĀĀĀĀĀ

27HartoTIOetal.(2014) 鼎3b0.47 經0.048 ĀĀĀĀĀ

2 8 H e r J ) 如 d e z G a r c J ' a e t a J . ( 2 0 1 1 )  涛 迭 0 . 3 6  s r 0 . 0 3 2  Ā Ā Ā Ā

2 9 L i n ( 2 0 0 8 )  R 0 . 3 2  3 " 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

30H.-H.Leeeta).(2006) b0.59 緜s0.070 ĀĀĀĀĀ

31HoandChen(2014) 鉄 途0.303 20.041 ĀĀĀĀĀ

32Izquierdo-YustaandCalderon-Monge 都S0.132 320.036 ĀĀĀĀ

(2011) 

33LiarLdHuaTIg(2009) 田3"0.48 經#20.040 ĀĀĀ

34Chuan ⅠanLiuandForsythe(2010) 鉄 唐0.25 SR0.041 ĀĀĀĀ

35MandiJasetaI.(2013) #B0.559 緜30.091 ĀĀĀĀĀ

3 6 L e e ( 2 0 0 9 )  3 0 . 5 4  緜 B 0 . 0 5 5  Ā Ā Ā Ā Ā

37M.K.LeeetaI.(2011) 鉄"0.ll 0.143 ĀĀĀĀĀĀ

3 8 M o r o s a n a n d J e o n g ( 2 0 0 番 )  鼎 C 0 . 3  0 . 0 4 7  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

39MutbitacharoeTIetaL(2006) 鼎3R0.53 經0.048 ĀĀĀĀ

40MtlthitcharoetletaI.(2011) #0.49 經3b0.056 ĀĀĀĀĀ

410hetal.(2009) s0.29 湯0.060 ĀĀĀĀĀ

420.PappasetaL(2014) 0.32 3"0.051 ĀĀĀĀĀĀ

4 3 P a v J o u ( 2 0 0 3 )  S 0 . 5 7  緜 I M B 0 . 0 6 3  Ā Ā Ā Ā

44PavJouandFygenson(2006) "0.33 C20.057 ĀĀĀĀĀĀ

45Ramayahandlgnatius(2005) S0.692 繝S"0.082 ĀĀĀĀĀ

46RodrI'gueZJ)elJiosqueandHerreroCrespo 涛 唐0.188 0.032 ĀĀĀĀĀ

(2011) 

47SavitskieetaL(2007) 0.048 C0.059 ĀĀĀĀĀĀ
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4 S S h e n ( 2 0 1 2 )  3 0 . 5 9  緜 s 0 . 0 6 6  Ā Ā Ā Ā Ā

49StaffordandStern(2002) #0.491 經3r0.055 ĀĀĀĀ

50TungandKun(2011) b0.55 緜0.057 ĀĀĀĀĀĀ

5lWakefieldetaI.(2011) 0.752 纉s0.058 ĀĀĀĀĀĀ

52W.-B.Lineta).(2010) コ0.436 紊cr0.060 ĀĀĀĀ

5 3 W e n e t a l . ( 2 0 1 1 )  3 0 . 4 2  紊 I M B 0 . 0 6 6  Ā Ā Ā Ā Ā

54Z.C.LeeetaJ.(2015) 0.2 20.059 ĀĀĀĀĀĀĀ

55ZhaJ)getal.(2008) 釘0.73 纉#0.059 ĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  3 #

競 合 F i s h e r ' s Z  紊 Ā Ā

統 合 r  紊 R Ā Ā

附表1-14　知覚された使用容易性と知覚された有用性に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷"ﾅ｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

lAbu-ShamaaandAbu-Shanab(2015) S0.49 經3b0.053 ĀĀĀĀ

2AhnetaL(2005) 涛3"0.431 紊c0.033 ĀĀĀĀ

3Abnetal.(2007) 涛C"0.454 紊0.033 ĀĀĀĀ

4Ayoetal.(loll) 鉄C0.153 SB0.043 ĀĀĀĀ

5BarkhiaJldWaIIace(2007) Sr0.5 經C0.063 ĀĀĀĀ

6CarlosRocaetal.(2009) S0.28 モ0.082 ĀĀĀĀĀĀ

7ccJik(2011) 0.29 湯0.068 ĀĀĀĀĀĀ

8 C e H k ( 2 0 1 6 )  鼎 0 . 5 3  經 0 . 0 4 6  Ā Ā Ā Ā Ā

9K.-C.Changetal.(2012) #s0.814 30.028 ĀĀĀĀĀ

1 0 C h e n ( 2 0 1 2 )  鼎 c 2 0 . 4 8  經 # 2 0 . 0 4 7  Ā Ā Ā

llChiu,Chang,etal.(2009) c0.71 繝 ビ0.053 ĀĀĀĀĀ

12Chiu,Lin,etaJ.(2009) 0.73 纉#0.057 ĀĀĀĀĀĀ

13CbtlandLu(2007) "0.14 C0.058 ĀĀĀĀĀĀĀ

14YoomandChoi(2009) #0.691 繝S0.089 ĀĀĀĀĀ

15YoonandChoi(2009) ビ0.5 經C0.074 ĀĀĀĀ

16ChangLeeandWan(2010) 釘0.618 縱#"0.072 ĀĀĀĀ

17CyretA(.(2007) コ0.510 經c20.074 ĀĀĀĀ

1 8 Y o o n ( 2 0 0 9 )  s 0 . 6 1 7  縱 # 0 . 0 6 1  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

19Tom 孟sEscobar-RodrI'gueZand 3c0.789 c0.027 ĀĀĀĀĀĀ

CarvajaI-TrujHJo(2013) 

2 0 F a q i h ( 2 0 1 1 )  0 . 4 2 7  紊 S b 0 . 0 6 0  Ā Ā Ā Ā Ā

2 1 F a q i h ( 2 0 1 3 )  6 ﾂ 0 . 4 1 8  紊 C R 0 . 0 6 0  Ā Ā Ā Ā

2 2 F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 5 4 4  緜 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

ISM.A.Ft)IIeretaI.(2010) 0.48 經#20.051 ĀĀĀĀĀ

24GefenetaI.(2003a) 鼎0.72 纉0.147 ĀĀĀĀ

25GefenetaI.(2003b) 20.7 繝cr0.069 ĀĀĀĀĀ

26Gefenetal.(2000) "0.632 縱CR0.071 ĀĀĀĀĀ
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27GefenanStraub(2003) c0.644 縱cR0.080 ĀĀĀĀĀ

28Hampton-SosaandKoufaris(2005) 0.722 纉"0.096 ĀĀĀĀĀĀĀ

29HarLeeetaJ.(2011) "0.66 縱0.101 ĀĀĀĀĀĀ

30HartonoetaL(2014) 鼎3b0.39 紊"0.048 ĀĀĀĀ

3lHassaneinandHead(2007) 都0.451 紊 ッ0.115 ĀĀĀ

32Kimetal.(2009) 鼎 迭0.49 經3b0.045 ĀĀĀ

3 3 H e r n 丘 n d e z G a r c i a e t a I . ( 2 0 1 1 )  涛 迭 0 . 6 1  縱 0 . 0 3 2  Ā Ā Ā Ā

3 4 L i n ( 2 0 0 8 )  R 0 . 2 2  # B 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

35H.-H.LeeetaI.(2006) b0.63 縱C0.070 ĀĀĀĀĀĀ

36HoandChen(2014) 鉄 途0.478 經#0.041 ĀĀĀĀ

37HSuetaI.(2013) 鼎b0.10 0.049 ĀĀĀĀĀĀĀ

38 Ⅰzquierdo-YustaandCalderon-Monge 都S0.073 s20.036 ĀĀĀĀ

(2011) 

3 9 J 孟 r v e は i n e n ( 2 0 0 7 )  S 0 . 6 9 1  繝 S 0 . 0 2 6  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

40LjaJ)dHuang(2009) 田3"0.63 縱C0.040 ĀĀĀĀ

41K.-S.LimetaL(200S) 0.65 縱sR0.068 ĀĀĀĀĀ

42ChuanlanLiuandForsythe(2010) 鉄 唐0.77 #0.041 ĀĀĀĀĀ

43MandilasetaI.(2013) #B0.5 經C0.091 ĀĀĀĀ

4 4 L e e ( 2 0 0 9 )  3 0 . 6 7  繝 0 . 0 5 5  Ā Ā Ā Ā Ā Ā

45M.K.Leeetal.(loll) 鉄"0.12 #0.143 ĀĀĀĀĀ

46MorosanandJeong(2008) 鼎C0.48 經#20.047 ĀĀĀ

47MuthitacharoenetaI.(2006) 鼎3R0.58 緜c"0.048 ĀĀĀ

48MuthitcharoenetaJ.(loll) #0.61 縱0.056 ĀĀĀĀĀĀ

490hetaI.(2009) s0.46 紊 途0.060 ĀĀĀĀ

500.PappasetaI.(2014) 0.43 紊c0.051 ĀĀĀĀĀĀ

5 1 P a v l o u ( 2 0 0 3 )  S 0 . 7 2  纉 0 . 0 6 3  Ā Ā Ā Ā Ā

52PavJouandFygenson(2006) "0.67 繝0.057 ĀĀĀĀĀĀĀ

53RamayahandIgnatius(2005) S0.78 CR0.082 ĀĀĀĀĀĀ

54Rodrl'guezDeIBosqueandHerrero 涛 唐0.434 紊cR0.032 ĀĀĀ

Crespo(2011) 

55Savitskieeta).(2007) 0.051 S0.059 ĀĀĀĀĀĀĀ

5 6 S h e n ( 2 0 1 2 )  3 0 . 5 7  緜 C 0 . 0 6 6  Ā Ā Ā Ā Ā

57StaffordandStern(2002) #0.490 經3b0.055 ĀĀĀĀ

58TungandKun(2011) b0.40 紊#B0.057 ĀĀĀĀĀ

59Wakefieldetal.(2011) 0.691 繝S0.058 ĀĀĀĀĀĀĀ

60W.-B.LinetaL(2010) コ0.581 緜cB0.060 ĀĀĀĀ

6lWenetaJ.(loll) 30.45 紊 コ0.066 ĀĀĀĀĀ
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62Z.C.Leeeta).(2015) 0.59 緜s0.059 ĀĀĀĀĀ

63ZeJldehdeJetal.(2015) sR0.161 c"0.052 ĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  C 涛 r Ā Ā

統 合 F i s h e r ' s Z  緜 Ā Ā Ā

統 合 r  經 B Ā Ā

附表1-15　知覚された有用性と行動意図に関するデータ

研 究 披 相 関 係 数 杷"ﾅ｢ 標 準 誤 差 ĀĀĀĀ

lAbu-ShamaaandAbu-Shanab(2015) S0.544 緜0.053 ĀĀĀĀĀĀ

2Ahnetal.(2005) 涛3"0.532 經0.033 ĀĀĀĀ

3AhnetaI.(2007) 涛C"0.542 緜r0.033 ĀĀĀĀ

4AyoetaI.(2011) 鉄C0.2 20.043 ĀĀĀĀĀ

5BarkhiandWaHace(2007) Sr0.65 縱sR0.063 ĀĀĀĀ

6CarlosRocaetaI.(2009) S0.36 sr0.082 ĀĀĀĀĀĀ

7Celik(2011) 0.4 紊#B0.068 ĀĀĀĀĀ

8 C e l i k ( 2 0 1 6 )  鼎 0 . 2 7  s r 0 . 0 4 6  Ā Ā Ā Ā Ā

9K.-C.Changetal.(2012) #s0.632 縱CR0.028 ĀĀĀĀ

10Chen(2012) 鼎c20.41 紊3b0.047 ĀĀĀ

llChiu,Chang,etal.(2009) c0.72 纉0.053 ĀĀĀĀĀĀ

12ChuandLu(2007) "0.26 cb0.058 ĀĀĀĀĀĀ

13YoonandCllOi(2009) #0.529 經 ヲ0.089 ĀĀĀĀ

14YoonandChoi(2009) ビ0.607 縱B0.074 ĀĀĀĀĀ

15ChangLeeandWan(2010) 釘0.517 經s"0.072 ĀĀĀĀ

16Yoon(2009) s0.516 經s0.061 ĀĀĀĀĀĀ

1 7 D a s h a n d S a j i ( 2 0 0 8 )  鼎 ッ 0 . 8 3  窺 B 0 . 0 4 6  Ā Ā Ā Ā

18D.I.KimetaI.(2008) 鼎c0.21 20.046 ĀĀĀĀĀ

19Tom 岳sEscoba トRodrI'gtleZand 3c0.743 纉Sr0.027 ĀĀĀĀĀ

CarvajaI-TrujiHo(2013) 

2 0 F a q i h ( 2 0 1 1 )  0 . 5 6  緜 3 2 0 . 0 6 0  Ā Ā Ā Ā Ā

2 1 F a q i h ( 2 0 1 3 )  0 . 5 5 7  緜 # 0 . 0 6 0  Ā Ā Ā Ā Ā

2 2 F a q i h ( 2 0 1 6 )  B 0 . 4 6 3  0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā Ā Ā

23GefenetaI.(2003a) 鼎0.382 紊"0.147 ĀĀĀĀ

24Gefenetal.(2003b) 20.72 纉0.069 ĀĀĀĀĀĀ

25Gerenetal.(2000) "0.468 經20.071 ĀĀĀĀĀĀ

26GefenanStraub(2003) c0.479 經#"0.080 ĀĀĀĀĀ

27Gupta(2016) 20.462 經0.200 ĀĀĀĀĀĀ

28Hampton-SosaandKotJfaris(2005) 0.549 緜r0.096 ĀĀĀĀĀĀĀ

29HarLeeetal.(2011) "0.844 3R0.101 ĀĀĀĀĀĀ

30Hartonoetal.(2014) 鼎3b0.43 紊c0.048 ĀĀĀĀ
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3 1 H e r n 益 n d e z G a r c I ' a e t a I . ( 2 0 1 1 )  涛 迭 0 . 5 1  經 c 2 0 . 0 3 2  Ā Ā Ā

3 2 L i n ( 2 0 0 8 )  R 0 . 4 1  紊 3 b 0 . 0 5 8  Ā Ā Ā Ā Ā

3 3 H . 一 打 . L e e e t a I . ( 2 0 0 6 )  b 0 . 6 5  縱 s R 0 . 0 7 0  Ā Ā Ā Ā Ā

34HoandChen(2014) 鉄 途0.582 緜cR0.041 ĀĀĀ

35IZquierdo-YustaandCalderon-Monge 都S0.411 紊3r0.036 ĀĀĀ

(2011) 

36LiandHuarLg(2009) 田3"0.58 緜c"0.040 ĀĀĀ

37ChuarLIanLiuandForsythe(2010) 鉄 唐0.42 紊C0.041 ĀĀĀ

38MandiLasetat.(2013) #B0.572 緜S0.091 ĀĀĀĀĀ

3 9 L e e ( 2 0 0 9 )  3 0 . 2 9  湯 0 . 0 5 5  Ā Ā Ā Ā Ā

40M.K.Leeetal.(2011) 鉄"0.74 纉S0.143 ĀĀĀĀ

41MorosanandJeorlg(2008) 鼎C0.34 SB0.047 ĀĀĀĀ

4 2 M u t h i t a c h a r o e t l e t a l . ( 2 0 0 6 )  鼎 3 R 0 . 6 7  繝 0 . 0 4 番  Ā Ā Ā Ā Ā

43MuthitcharoenretaL(2011) #0.68 繝#0.056 ĀĀĀĀĀ

440hetaJ.(2009) s0.25 SR0.060 ĀĀĀĀĀ

450.PappasetaL(2014) 0.47 經0.051 ĀĀĀĀĀĀĀ

4 6 P a V Ⅰ o u ( 2 0 0 3 )  S 0 . 6 4  縱 S 0 . 0 6 3  Ā Ā Ā Ā

47PavlouandFygenson(2006) "0.34 SB0.057 ĀĀĀĀĀĀ

48Ramayahandlgnatius(2005) S0.483 經#r0.082 ĀĀĀĀĀ

49RodrI'gueZDelBosquearLdHerrero 涛 唐0.543 緜0.032 ĀĀĀĀ

Crespo(2011) 

50Savitskieetal.(2007) 0.433 紊cB0.059 ĀĀĀĀĀ

5 1 S h e r I ( 2 0 1 2 )  3 0 . 7 3  纉 # 0 . 0 6 6  Ā Ā Ā Ā Ā

52StaffordandStem(2002) #0.729 纉#r0.055 ĀĀĀĀ

53TtlngandKun(2011) b0.47 經0.057 ĀĀĀĀĀĀĀ

54Wakefic]detal.(2011) 0.683 磴3R0.058 ĀĀĀĀĀĀ

55W.-B.Linetal.(2010) コ0.664 繝0.060 ĀĀĀĀĀĀ

56WenetaI.(2011) 30.62 縱#R0.066 ĀĀĀĀĀ

57Z.C.LeeetaI.(2015) 0.39 紊"0.059 ĀĀĀĀĀĀ

累 積 サ ン プ ル サ イ ズ  # b b Ā Ā Ā

# % F j s h e r ' s Z  緜 Ā Ā Ā

統 合 r  經 B Ā Ā
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